
取扱説明書
お買い上げいただき、誠にありがとうございます。

安全に正しくお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読みください。

この取扱説明書は、お読みになった後も、いつでも見られるところに保管してください。

2018 年 7月版※Vi3000について記載していますが、他のモデルも同様です。

デジタル・ミキサー

Vi1000、Vi2000、Vi3000
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警告 注意

取扱説明書には、お使いになる方や他の方への危害と財産の損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使いいただくために、重要な内容を記載しています。
以下の注意事項をよくお読みの上、正しくお使いください。

注意事項は危険や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、誤った扱いをすると生じることが想定される内容を次の定義のように「警告」 
「注意」の二つに区分しています。

警告 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡または重傷を負う可能性が想定される内容です。

注意 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、傷害を負う可能性または物的損害が発生する可能性が想定される内容です。

■ 機器の重量に耐える強度を持った安定した場所に設置してくださ
い。落下によるけがや故障の原因となります。

■ 以下のような場所には設置しないでください。火災や故障の原因と
なります。

・直射日光のあたる場所
・極度の低温または高温の場所
・湿気の多い場所
・ほこりの多い場所
・振動の多い場所
・塩害や腐食性ガスが発生する場所

■ 機器の移動は、電源ケーブルや他の機器との接続ケーブルを全て
外した上で行ってください。けがやケーブル破損の原因となります。

■ 他の機器との接続は、機器の電源を全て切ってから行ってください。
また、電源を入れたり切ったりする前に、各機器の音量を最小にし
てください。突然大きな音が出て聴覚障害や機器の破損の原因と
なります。

■ 大きな音量に連続してさらされると、聴覚障害の原因となります。
音量の設定は慎重に行ってください。

■ 長時間使用しないとき、または落雷の恐れがあるときは、電源ケー
ブルを取り外してください。火災や感電、故障の原因となります。

安全上のご注意

■ 必ずAC100V（50Hz/60Hz）の電源で使用してください。異な
る電源で使用すると火災や感電の原因となります。

■ 必ず専用の電源ケーブルを使用してください。これ以外の物を使用
すると火災の原因となり危険です。また、同梱された電源ケーブル
は、他の機器には使用しないでください。

■ 電源ケーブルの上に重い物をのせたり、熱器具に近づけたり、無理
に引っ張ったりしないでください。ケーブルが破損して火災や感電
の原因となります。

■ 機器の上に水の入った容器や金属片などを置かないでください。こ
ぼれたり、中に入ったりすると火災や感電の原因となります。

■ 確実にアース接続をしてください。また、アース線の脱着は電源を
外してから行ってください。感電の原因となります。

■ 濡れた手で、電源ケーブルや他の機器との接続ケーブルの抜き差し
をしないでください。感電の原因となります。

■ 分解や改造は行わないでください。お客様が保守できる部品は、
内部にはありません。分解や改造は保証期間内でも保証の対象外
となるばかりでなく、火災や感電の原因となり危険です。

■ 煙がでる、異臭がする、水や異物が入った、破損した等の異常が起
きたときは、ただちに電源を外し修理を依頼してください。異常状
態のまま使用すると、火災や感電の原因となります。
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取り扱いおよび移動について
本機は堅牢に仕上げられておりますが、以下の点に注意していただくと、より長くご愛用いただけます。

・正しい内寸で作られた頑丈なフライト・ケースに入れて移動してください。

・フライト・ケースから出して移動する場合は、フェーダーやつまみ、コネクタ部に衝撃を与えないように十分注意してください。

・移動は全ての配線を取り外してから行ってください。

・ 本機の外装を、ベンジンやシンナーなどでふかないでください。変質や塗料がはげる原因になることがあります。外装のお手入れには、乾いた柔らか
い布をご使用ください。

設置について
・高電圧送電ケーブル、ブラウン管、テープ・レコーダー等の強電磁界付近への設置は避けてください。外部からの誘導電界は、音声回路に悪影響を与
えます。

・通気性の良い場所に設置してください。フライト・ケース等に収納したままで使用する場合は、通気スペースを十分に取ってください。その際、 
通気口は絶対に塞がないでください。

信号レベルについて
各入出力端子の仕様をご確認の上、以下の点に注意して接続を行ってください。

・接続する入力信号が、適切なレベルか確認してください。適切でないとS/N比等の特性を悪化させる原因となります。

・バランス入力に同相信号や高周波信号を入力しないでください。また、出力端子に信号を入力することも避けてください。

・ アンバランスの信号や、電源内蔵のコンデンサー型マイクロホン、ダイレクト・ボックスをマイク/ライン入力端子に接続する場合は、必ずファンタム電
源をOFFにしてください。接続した機器の故障の原因となります。

使用上のご注意
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2.0 QUICK START

 2.0 QUICK START

クイックスタートガイド

この章では、図と共にVi3000コンソールの主なコンセプトと機能を示します。各機能については後続の章で詳しく
説明します。

コンソール各部の名称

Vistonics II

入力ベイVistonics 入力ベイVistonics

入力ベイ1 入力ベイ2 マスターベイ 入力ベイ3

マスターベイVistonics

Vistonics II 入力ベイスクリーンのエリアおよびフィールド

2.0 - 1
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2.0 QUICK START

 2.0 QUICK START

ボタン＆エンコーダー

ギャング

VSTエンコーダー (エンコーダー1/2)

チャンネルエンコーダー (エンコーダー3)

マスターベイ VST エン
コーダーで操作するバスマ
スターの範囲は、マスター
ベイVISTONICSボタング
ループ［PAGE A］および
［PAGE B］で設定します。

入力ベイVISTONICSボタンにより、入力
ベイVistonicsエンコーダーで出力へのセ
ンドレベルに素早く簡単にアクセスできます。

入力チャンネルエンコーダーの機能は、入
力チャンネルENCODER MODEボタング
ループで設定します。

ギャングを使用すると、チャンネルおよびパラ
メーターを一時的にグループ化して、複数の
チャンネルの調整や設定を素早く簡単に行え
ます。
チャンネルをギャングに追加または削除するに
は［GANG］ボタンを押し、そのチャンネルの
［SOL/SEL］ボタンを押します。
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入力＆コントロール

入力チャンネルアクセス

入力チャンネルストリップ
は、ハードウェアチャンネ
ルストリップとVistonics
チャンネルストリップで構
成されています。

入力ベイVISTONICSボタンにより、
入力ベイVSTエンコーダーで出力へ
のセンドレベルに素早く簡単にアクセス
できます。

入力チャンネルのエンコーダー3の機
能は、入力ベイ ENCODER MODE
ボタングループで設定します。

入力ベイ FADER PAGESボタング
ループにより、プリセットおよびユー
ザー設定フェーダーページ (レイヤー )
を素早く選択できます。

フェーダーパネルの［FLW］ボタンを
有効にすると、ソロにされているバス
マスターに基づいて入力チャンネルバ
スへのセンドレベルが入力フェーダー
にマップされます。

マスターベイ ( 中央にあるLCRマスター、
モニタリング、Auxマスター、グループマス
ターなどのコントロール ) のタッチスクリーン
エリアには、チャンネルメーターが表示され
ます。メーターバンクにタッチすると、それら
のチャンネルがチャンネルベイ3( 右端 )にア
サインされます。

チャンネルベイのVistonics II スク
リーンには、チャンネルストリップセ
クションが表示されます。チャンネル
ストリップをタッチすると、その下の
Vistonics「VST」( 画面上のコン
トロール )エリアにそのコントロール
がマップされます。

入力をチャンネルにアサインするに
は、タッチスクリーン上のチャンネ
ルストリップの入力ブロック( 上部 )
にタッチし、VSTエリアで「IN 1 
PATCH」機能 (ボタン )を選択し
ます。タッチスクリーンエリアに入
力パッチ設定画面が表示されます。
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フェーダーページ

出力アサイン

入力ベイFADER PAGESボタングループにより、プリセッ
トおよびユーザー設定フェーダーページ (レイヤー ) の選択
や設定を素早く行えます。

入力ベイVISTONICSボタンを使
用すると、入力ベイVSTエンコー
ダーで出力へのセンドレベルに素早
く簡単にアクセスできます。
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出力＆コントロール

マスターベイタッチスクリーンのバスメーター
にタッチすると、それらの出力が右側の入力
ベイコントロールにアサインされます。

入力ベイVISTONICSボタンにより、入力
ベイVistonicsエンコーダーで出力へのセン
ドレベルに素早く簡単にアクセスできます。

［ALL -BUSSES］ボタンを押すと、全て
のバスマスターが24系統の入力チャン
ネルにアサインされ、操作や設定が簡単
に行えます。

［FLW］ボタンを押し、バスマスターの［SOLO/
SEL］ボタンを押すと、そのバスへのセンドレベルが
入力フェーダーにマップされます。

マスター FADER PAGESにより、各8系統の
VCA/バスマスターページをマスターベイチャン
ネルストリップにアサインします。

［PAGE A］および［PAGE 
B］ボタンを使用してバス
マスターバンク間でマス
ターベイ VST エンコー
ダーを切り替えます。
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モニタリング

モニター出力はA、B、およびヘッドホンの3つです。L/Rを個別にアサイン可能
な2つのユーザー設定ソース (USER A、USER B) を含め、さまざまなソースの
出力をモニタリングできます。
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コピー、ペースト、移動、ライブラリー

コンソール内だけでなく、コンソールのライブ
ラリーシステム間でもチャンネル、ブロック、お
よびパラメーターのコピー、ペースト、移動が
可能です。

チャンネルをコピーするには［COPY］を押し、
チャンネル［SOLO/SEL］ボタンでチャンネ
ルを選択します。ペーストするには［PASTE］
を押し、［SOLO/SEL］ボタンでペースト先の
チャンネルを選択します。

ペーストモードにすると、マスターベイVSTコ
ントロールエリアにオプションが表示されます。
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スナップショット＆キューリスト

コンソールの［ISO］ボタンを押すと、そ
のチャンネルがスナップショットリコール
およびショーリコール (グローバルフィル
ター有効時 )からアイソレートされます。

SNAPHOT CONTROL ボタングルー
プ：［SETUP］ボタンを押すと、詳細な
キューリストコントロールがマスターベイ
Vistonicsエリアに表示されます。

SNAPSHOT CONTROL設定で有効にす
ると、下の［LAST］および［NEXT］ボ
タンでキューを順番にリコールできます。

スナップショット、キューリスト、およびグ
ローバルフィルター設定にはMIDI および
GPIOトリガー機能が含まれます。
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メインメニューシステム

Lexicon FX

［MENU］ボタンを押すと、マスターベイのタッチスク
リーンにコンソールのメインメニューが表示され、ショー、
GPIO、デジタルオーディオ同期、タイラインパッチ設定、
Lexicon FXコントロール、MIDIセットアップ、メッセージ
ログ、一般設定、およびシステム情報にアクセスできます。

Vi3000は、4系統のステレオLexicon FXプロ
セッサーを搭載しており、AUX出力または入力 /
出力チャンネルのインサートとしてパッチできます。

4 系統のプロセッサーは全て、
［MENU］ボタンを押し、「FX」
タブを選択することでメインメ
ニューから直接編集できます。

リバーブ、ディレイ、およびMiscカ
テゴリーに29種類のアルゴリズムが
用意されています。FX設定はスナッ
プショットおよびライブラリーシステ
ムに統合されています。

FXプロセッサーがアサインされ
ているチャンネルストリップにタッ
チすることにより、FXを編集する
ことも可能です。

FXは目的のチャンネルストリップ
ブロックからアサインします。
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Vi3000ローカル I/Oのほとんどは背面パネルにあります。メイン I/Oスロットは、デジタル (AES) やアナログ
入力 /出力カードを含め、さまざまな構成が可能です。ただし、モニター /マスター出力セクションは、固定ルー
ティングのMonitor A/Monitor B 出力およびマスター LCRアナログ出力を含むため変更できません。

全てのSoundcraft D21m対応 I/Oカードに対応した、ユーザー設定可能なD21m I/O 拡張スロットも装備し
ています。MADI( オプティカルまたはCAT 5)、ADAT、BLU-Link、Aviom、Cobranet、ライン入力、ライン
出力、AES/EBU、マイクロホン入力などのオプションカードが用意されています。Soundcraft Stagebox の
接続にもD21m I/O 拡張スロットを使用します。

背面パネルの固定 I/Oには、MIDI、USB、HiQnet、AES I/O、DANTE、MADI、ワードクロック、DVI 出力な
どの全てのデータ /デジタル接続に加え、デュアルリダンダント電源端子があります。

さらに2つの12Vランプ端子も備えています。

コンソールのコントロールサーフェース正面には、2つのUSBソケットとトークバックマイク入力 (XLR) を装
備しています。

ハードウェア ‒ ローカル I/O

メイン I/Oスロット

メインローカル I/Oスロット

モニター/マスター出力セクション(上図の左下部分)は、固定ルー
ティングのMonitor A/Monitor B 出力およびマスター LCRア
ナログ出力を含むため変更できません。
他のスロットの構成オプションとして、32マイク入力 /32ライン
出力、48マイク入力 /16ライン出力 (上段のライン出力カード
をマイク入力33～48カードに置き換え )、16マイク入力 /16 
in 16 out AES/16ライン出力 (マイク入力1～16カードを
ブランクに、上段のライン出力カード1～16を16 in 16 out 
AESカードに置き換え )が可能です。
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PSU/電源ソケット

リダンダント機能が必要な
場合に備えて2系統の電源
入力があります (IECコネク
ター、AC100～240V)。

シングル電源の場合、どちらのソケットを使用してもかまいません。
両方のソケットを使用すると一方が予備となります。2つのソケッ
トには、「Menu」-「System」-「Local」ページのインジケー
ターに対応して「PSU1」および「PSU2」のラベルが付いてい
ます。このインジケーターおよび前面パネルの電源ボタンの色は
PSUの状態を示します。一方のみがONの場合は赤色、両方が
ONの場合は緑色に点灯します。

電源スイッチ 消灯時 点灯時

電源入力ごとに電源スイッ
チがあります。デュアルリダ
ンダント機能を有効にする
には、両方ともONにする
必要があります。

電源OFF 電源ON

DVI(デジタルビデ
オ)出力

将来対応予定

MIDI 入力 /出力

MIDI 対応機器専用の5ピ
ンDINコネクター

USB

USB端子は外部キーボード
やUSBストレージデバイス
の接続に使用できます。

HiQnet
インターフェース

HiQnet ネットワーク接続用
のEtherConコネクター

HiQnet のセットアップの詳細は第17章を参照してください。
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AES I/O

2系統の3ピンXLR 
AES(2チャンネル )デジタ
ルオーディオ入力 /出力

AES/EBUフォーマットの4チャンネル出力および4チャンネル
入力
AES 1-2 および3-4入力ソケットは、有効な同期信号があること
を示す緑の LEDをそれぞれ備えています。

DANTE

DANTE(Audinate) デジ
タルオーディオネットワーク
用の入出力インターフェー
スポート

Vi3000のローカルMADI およびDANTEポートは、入力を
共有することはできません。ローカルMADIまたはDANTE
入力のいずれかを選択する必要があります。出力は「パラレ
ル」で同時に機能します。MADI 入力とDANTE入力の選択は、
［MENU］ボタンでメインメニューの「Setting」タブにアクセス
し、DANTE/MADIグローバルスイッチで行います。

MADI I/O

MADI 対応機器との接続用
の入出力インターフェース
ポート

Vi3000のローカルMADI およびDANTEポートは、入力を
共有することはできません。ローカルMADIまたはDANTE
入力のいずれかを選択する必要があります。出力は「パラレ
ル」で同時に機能します。MADI 入力とDANTE入力の選択は、
［MENU］ボタンでメインメニューの「Setting」タブにアクセス
し、DANTE/MADIグローバルスイッチで行います。接続端子は
マルチモードSCコネクターです。

ワードクロック I/O

コンソールのワードクロック
または同期信号を48 kHz
で外部ワードクロックに出力
します。

トークバックマイク
48 V 消灯時 点灯時

前面パネルのトークバックマ
イク入力に48 Vファンタ
ム電源を供給するためのス
イッチです。

ファンタム電源
OFF

ファンタム電源
ON

D21mスロット

D21mスロット
(スロット I/J/K/L)

MADI(CAT 5またはオプティカル )Stagebox 接続、
ADAT(16ch、1スロット)、BLU-Link(32ch、1スロット)、
Aviom(16ch、1スロット)、Cobranet(32ch、1スロット)、
ライン入力 (8ch、1スロット)、ライン出力 (8ch、1スロット)、
AES/EBU(16ch、2スロット)、マイク入力 (4ch、1スロット)
など、任意のD21mオプションカードを接続できます。
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Vi3000は Dante/MADI インターフェースを装備しており、ショーの録音、仮想サウンドチェック、あるいは
シグナルルーターやシステムプロセッサーなどのサードパーティーMADI/Dante 対応機器との接続に柔軟に対応
します。インターフェースは、各フォーマットの入力 (64ch) と出力 (64ch) で構成されています。出力には、出
力パッチ設定マトリクスの「Local」タブにあるDante/MADI ボタンで選択可能な任意のチャンネルまたはバス
から共通の信号ソースが送られます。パッチされた信号は、Dante 出力とMADI 出力の両方に同時に送られます。
入力は、「Menu-Settings」ページのグローバルスイッチにより、Dante ポートまたはMADI ポートをアクティ
ブ入力として選択可能です。選択したポートに応じて、入力パッチマトリクスの「Local」タブに「Dante」また
は「MADI」のラベルが表示されます。両方の入力を同時に使用することはできません。

録音
サードパーティーMADI インターフェースを使用して、MADI インターフェース経由で64ch 録音 /再生が行え
ます。ほとんどの場合、コンソールのMADI ストリームをレコーディングソフトウェアのクロックソースに設定
できます。あるいは、ワードクロック出力を使用してコンソールをレコーディングソフトウェアまたはルーターの
マスターにしたり、ワードクロック入力を使用してコンソールを他の機器のクロックのスレーブにしたりすること
も可能です。
さらに、Dante Virtual Soundcard(DVS) ドライバー (Audinate ウェブサイトからダウンロード可能 )のコピー
をインストールするだけで、Dante ポート経由で64ch録音 /再生を行えるようになります。Vi3000コンソー
ルに同梱の資料には、1回限りの無料ライセンストークンが付属しています。ライセンストークン番号を使用して
Audinate ウェブサイトでライセンスキーコードを取得し、DVSブート画面で入力するとソフトウェアのロック
を解除できます。Dante Virtual Soundcard(PCおよびMacに対応 )を使用すると、コンピューターの標準イー
サネットポートを64ch 入出力ローレイテンシーオーディオインターフェースとして、オーディオレコーディン
グ /プロセッシングソフトウェアに認識させることが可能です。

DANTE/MADIインターフェースと切り替えについて

MADI 入力とDANTE 入力のいずれか
一方をアクティブにできます。MADI 出
力とDANTE出力は同時に機能します。

メインメニューの［MENU］設定タブ
でDANTE/MADIを切り替え
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別のDante 対応機器またはネットワークとの接続
Dante インターフェースにより、他のDante 対応機器と直接またはネットワークスイッチ経由で接続できます。
各機器のプライマリー /セカンダリーDante ポートの構成に応じて、通常の接続またはリダンダント接続が可能
です。コンソールのチャンネルまたはバスとの間での信号のパッチ設定はコンソールのパッチマトリクスで行いま
すが、Danteネットワーク内での64ch入出力信号のルーティングは外部コンピューター (PCまたはMac) 上で、
Dante Controller ソフトウェア (Audinate ウェブサイトから無料でダウンロード可能 )を使用して設定する必要
があります。このソフトウェアを使用して、Vi3000の 64ch Dante インターフェースとネットワーク上の他の
全てのDante 機器の間でチャンネルごとに接続を行うことが可能です。

Dante 対応機器との同期
Dante ネットワークの詳細なセットアップ方法については、この取扱説明書では扱いません ( 詳細はDante 
Controller ソフトウェアの取扱説明書を参照してください )。しかし、たとえネットワーク内の機器が2台のみ
でも、Dante ネットワーク内での同期の概念を理解しておくことが重要です。オーディオネットワークでは、あ
る機器をクロックマスターとして、それ以外の機器をスレーブとして動作させなければなりません。Dante ネッ
トワークでは、クロックマスターとなる機器をプライマリーマスターといいます。また、通常はスレーブとして動
作し、指定されたマスターの故障時やネットワークからの切断時にマスタークロックの役割を引き継ぐ機器として、
セカンダリーマスターもあります。プライマリーマスター /セカンダリーマスター /スレーブの状態は、外部コン
ピューターでDante Controllerソフトウェアを使用して、Vi3000を含め機器ごとに設定しなければなりません。
この設定は、コンソールのソフトウェアでは行えません (注：Vi3000のDante インターフェースは、工場出荷
時ではプライマリーマスターとして設定されています )。
Dante インターフェースを正常に機能させるには、コンソールをネットワーク上のマスターにするか、スレーブ
にするかに応じて、Vi3000のクロック設定の状態を設定しなければなりません。

コンソールをプライマリーマス
ターとして動作させる場合

コンソールの「Menu」-「Sync」ページで「INT 48 kHz clock」を選
択します。Dante Controller ソフトウェアで、Vi3000 Danteインター
フェースの「Slave to ext wordclock」チェックボックスをオンにしま
す。

コンソールをDante ネットワーク
上のスレーブとして動作させる場合

コンソールの「Menu」-「Sync」ページで「DANTE external clock」
を選択します。Dante Controller ソフトウェアで、Vi3000 Dante イ
ンターフェースの「Slave to ext wordclock」チェックボックスをオン
にします。

注：Dante Controller ソフトウェアの「Slave to External Wordclock」オプションは、表現が紛らわしいた
め注意が必要です。これは、実際にはVi3000内のDante インターフェース自体を「外部」のクロック (この場合、
Vi3000自体の内部クロック)にロックするかどうかを意味しています。「Slave to Ext Worclock」チェックボッ
クスをオフにした場合、Dante インターフェースはネットワーククロック (つまりプライマリーマスターのクロッ
ク )に同期することになります。

詳細は第15章「メインメニューと設定」の「Sync」セクションを参照してください。
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4.1　表記法と色分け

この取扱説明書は、ユーザーが理解しやすいように一定の規則に従っています。これはVi3000自体も同様で、例え
ば独自の FaderGlowテクノロジーにより、コンソールフェーダーがアサイン状況に応じて動的に色分けされます。

この取扱説明書の表記法

以下の3種類の括弧により、コントロールのタイプを区別します。

［］ パネルマウントキーまたはエンコーダーを表します。

｛｝ VistonicsTM(VST) キーまたはエンコーダーを表します。

() タッチスクリーン上のボタンを表します。

色分け
下の表に、VISTONICS画面および本書のヘッダー /フッターに使用されている色を示します。

オーディオプロセッシング

入力機能 青
イコライザー 赤
フィルター 青
ゲート、コンプレッサー、
リミッター、ディエッサー

緑

パン、ダイレクトアウ
ト、インサート

黄

オシレーター 金
モニタリング 薄紫

バス

Aux オレンジ
オーディオグループ 緑
マトリクス 青緑

VCA/ ミュートグループ表示

VCA 1..8 青
VCA 9..16 ピンク
Aux VCAマスター
1～16

白

ミュートグループ 赤

パッチ設定その他

入力パッチ 青
出力パッチ 赤
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4.2　Visonics の概要

Vistonics II は、Studer Vistonics テクノロジーに由来する Soundcraft 独自の操作 / 表示テクノロジーで
す。Vi3000 は、ユーザーインターフェースの優れた操作性の利点から、コンソール操作の基本技術として
Vistonics II を採用しています。

Vistonics スクリーンは大きく2つのエリアに分かれています。上部はタッチスクリーンエリアで、さまざまな
働きをします。例えば、デフォルトの入力チャンネルモードでは、入力タッチスクリーンには入力チャンネルスト
リップの入力、EQ、ダイナミクス、バス出力、およびパンセクションが表示されます。いずれかにタッチすると、
そのチャンネルセクションがVistonics VSTエリアに開きます。

Vistonics スクリーンの下部は VST エリアで、それぞれ 8つの VST フィールドが 2段に並んでいます。各
VSTフィールドにはエンコーダー、ボタン、および表示エリアがあり、通常は個々のパラメーター操作に使用し
ます。例えば、デフォルトの入力Vistonics スクリーンでは、上段のエンコーダーはAux 1 バスへのセンドレベ
ルの調整、下段のボタンはセンドのON/OFF に使用します。

Vistonics II 入力ベイスクリーンのエリアおよびフィールド
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ボタンのON/OFF

ボタンに機能を割り当てると、左の図のように表示されます。「アクティブ」状態では、ボタンが明
るい色でハイライト表示されます。

タッチページの
オープン  

タッチエリアに設定ページが開くボタンの場合、「+」記号が表示されます。設定ページがすでに開
いている場合、「－」記号が表示されます。その状態のボタンを押すと設定ページが閉じます。

非アクティブフィールド

オーディオ機能ブロックが無効で、フィールドの背景色がグレーに変わると、ボタンの表示が暗い色
に変わります。
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4.3　コンソールベイ

コンソールは大きく4つのベイに分かれています。左から1番目、2番目、および4番目のベイが入力ベイで、
3番目のベイはマスターベイです。

入力ベイは通常、入力チャンネルの操作に使用しますが、コンソールの使用方法に応じて他の機能をマップするこ
とも可能です。例えば、バスマスター、グラフィック EQバンド、マトリクスミックスソース、AUXバスセンド
レベルなどを入力フェーダーにマップできます。

入力ベイVistonics タッチスクリーンエリアには通常、8本のフェーダーに対応する8つのチャンネルストリッ
ププロセッシングブロックが表示されます。プロセッシングブロックにタッチすると、VSTセクション (スクリー
ン下部のエンコーダーおよびボタンが並んだ部分 )にそのセクションがフォーカスされます。

入力ベイVSTエリアには通常Aux 1/2 センドレベルが表示されますが、これらのエンコーダーの機能も入力チャ
ンネルVISTONICSボタングループによって決まります。

マスターベイは、バスマスター用のアサイナブルフェーダーに加え、ミックスマスター (L/R/C) フェーダーとア
サイナブルモニターフェーダーを備えています。

マスターベイタッチスクリーンには、デフォルトでは全ての入力 /出力チャンネルのメーター、システムメッセー
ジエリア、およびキューリストが表示されます。

マスターベイVSTエリアのデフォルトマッピングは、最初の16系統のバスマスターです。次の8系統のマスター
は、マスターベイVISTONICSボタングループの［PAGE 2］ボタンを押すとアクセスできます。

入力ベイVistonics マスターベイVistonics 入力ベイVistonics

入力ベイ1 入力ベイ2 マスターベイ 入力ベイ3
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4.3　コンソールベイ － 入力ベイ3のナビゲーション

マスターベイタッチスクリーンのメーターは、ナビゲーション手段として使用できます。8本のメーターブロック
にタッチするだけで、それらのチャンネル (入力および出力の両方 )が右側の入力ベイにマップされます。これは
オペレーターが2人で操作する場合などに便利です。

マスターベイタッチスクリーンエリアの入
力チャンネルまたは出力バスマスターメー
ターのグループにタッチすると、それらの
チャンネルが入力ベイ3に直ちにマップさ
れます。
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4.4　FaderGlowTM

FaderGlowTM( 特許出願中 )は、フェーダーの状態を識別しやすくするSoundcraft 独自の機能で、オペレーター
の操作ミスを大幅に減らすことができます。

コンソールでは、さまざまな機能を特定のフェーダーに割り当てることができるため、フェーダーに割り当てられ
ている機能がわからなくなることがあります。FaderGlow の主な役割は、特定のフェーダーに現在割り当てられ
ている実際の機能のタイプを示すことです。FaderGlow は、機能の変更が可能な32本のフェーダー全てに搭載
されています。

フェーダー操作 FaderGlowTM の色

チャンネルレベル なし
AUXセンドレベル オレンジ
GRP 緑
MTXセンドレベル 青緑
VCAマスター1～8 青
VCAマスター9～16 ピンク
Aux VCAマスター1～16 白
GEQ 赤
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4.5　ボタン

Vi3000にはさまざまなボタングループがあります。以下、全てのボタングループおよび特定のボタンについて
説明します。全てのボタンの詳しい操作方法は、関連セクションを参照してください。

コンソール上のほとんどのボタンは、ラッチ動作 (ONのまま ) またはモメンタリー動作 ( 押すとON、放すと
OFF) が可能です。ボタンを押したままにするとモメンタリー動作となり、ボタンを押し、0.5 秒以内にボタンを
放すと「ラッチ」動作になります。

SYSTEMボタングループ

［MUTE ALL O/P］( 全出力をミュート )および［POWER ON］ボタン

EDIT ボタングループ

［COPY］、［PASTE］、および［UNDO］ボタン

コンソール上またはコンソールのライブラリーシステムとの間でチャンネル、プロセッシ
ングブロック、および個々のパラメーターのコピー＆ペーストを行う際に使用します。詳
細は第12章「編集システム」を参照してください。
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入力チャンネルVISTONICSボタングループ

入力チャンネルVISTONICSコントロールボタンは、個々のバスの「タップ」ポイントの
選択や、マスターベイでのマスターバス選択に応じたVSTスクリーンへの入力バスセンド
レベルの表示など、バスマスター機能を入力チャンネルVSTエンコーダーにアサインしま
す。

詳細は第5章「入力チャンネル」を参照してください。

出力VISTONICSボタングループ

マスターベイVistonics スクリーンのVSTセクションの機能をコントロールします。例
えば、［PAGE A］/［PAGE B］ボタンは、スクリーンのエンコーダーセクションをバス
1～16とバス17～24の間で切り替えます。詳細は第6章「出力」を参照してください。

ENCODER MODEボタングループ

入力チャンネルストリップエンコーダーに各種機能を割り当てます。詳細は第5章「入力
チャンネル」を参照してください。

MUTE & VCA GROUPSボタングループ

4つのミュートグループおよび16個のVCAをコントロール /アサインします。詳細は第
8章「ミュート /VCAグループ」を参照してください。
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INPUT FADER PAGESボタングループ

「All Busses」ビューをはじめとする5つの基本入力チャンネルページ /レイヤーと5つの
ユーザー設定ページのナビゲーションをコントロールします。これらのボタンは入力チャンネ
ルベイにのみ影響します。詳細は第5章「入力チャンネル」を参照してください。

出力 FADER PAGESボタングループ

各8系統の出力バス /VCAマスターページをナビゲートしま
す。これらのボタンはマスターベイチャンネルストリップにの
み影響します。詳細は第6章「出力」を参照してください。

CUEボタングループ

読み込んだキューリスト内は、［NEXT］/［LAST］ボタンで移動します。使用するには、メ
インメニューの「Settings」ページでボタンを有効にする必要があります。詳細は第13章「ス
ナップショット、キューリスト、およびグローバルフィルター」を参照してください。

SNAPSHOT CONTROLボタングループ

スナップショットおよびキューリストの保存、移動、およびリコールをコントロールし
ます。詳細は第13章「スナップショット、キューリスト、およびグローバルフィルター」
を参照してください。

TALKBACK/OSCボタングループ

これらのボタンのほとんどは、プリセットトークバックルーティング専用です。オシ
レーター機能にアクセスするには［SETUP］ボタンを使用します。詳細は第14章「トー
クバック /オシレーター」を参照してください。
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［SETUP］ボタン フィールド/グループ： 点灯時

マスターベイVistonicsス
クリーンに関連設定画面を
開きます。

設定画面が開いている状態で［SETUP］ボタンをもう一度押すと、
その設定画面が閉じます。詳細は各［SETUP］ボタンの関連セ
クションを参照してください。

設定画面を
表示

［SOLO/SEL］
ボタン フィールド/グループ： 消灯時 点灯時

チャンネルをソロにする/選
択します。

［SOLO/SEL］ボタンには2つの動作モードがあります。デフォ
ルトでは、チャンネルまたはバスからモニタリングシステムへのソ
ロパスをON/OFFします。タッチエリアページが開いている場合、
同一ベイ内の別チャンネルの［SOLO/SEL］を押すと、タッチエ
リアページがその新しいチャンネルに切り替わります。［SOLO/
SEL］ボタンは、コンソールのモードに応じてその他の選択機能
も実行します。それらの機能については関連セクションで説明しま
す。

通常 ソロ/選択

［GANG］ボタン フィールド/グループ： 消灯時 点灯時

ギャング機能
チャンネル、プロセッシングブロック、およびパラメーターをリンク
します。詳細はギャング機能の関連セクションを参照してください。

通常 ギャングモード

［SOLO CLEAR］
ボタン フィールド/グループ： 点灯時

現在ONのソロを解除します。 解除
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［FLW］ボタン (下
側 ) フィールド/グループ： 消灯時 点灯時

マスターバス選択に応じて
入力フェーダーにアサイン
します。

マスターベイボタンストリップの最下部の近くにあるフェーダーフォ
ロー出力ソロ［FLW］ボタンを押すと、［SOLO/SEL］ボタンを
押した時に出力バスへのセンドレベルを入力フェーダーで調整でき
ます (「センズオンフェーダー」といいます )。

マトリクス出力の［SOLO/SEL］を押すと、フォローソロモードの
設定に関係なく、出力ソロがONになり、マトリクス出力のEQ/
Dyn/Miscタッチスクリーンが表示され、出力からソロマトリクス
出力へのセンドレベルがチャンネルフェーダーにアサインされます。

注：下側の［FLW］ボタンには、入力チャンネルのAuxセンドの
VCA制御を有効にする機能もあります。詳細は第8章「ミュート
/VCAグループ」を参照してください。

フォローモード 通常

メインメニューボタン フィールド/グループ： 消灯時 Active

マスターベイにメインメ
ニュー画面を表示します。

各種コンソール機能の設定は、メインメニューのタブページで編
成されています。詳細は第15章「メインメニューと設定」を参
照してください。

通常
メインメニュー

表示

インプット 
プライオリティ フィールド/グループ： 消灯時 点灯時

出力ソロをONのまま、入
力ソロを一時的に優先して
ONにできます。

詳細は第10章「ソロシステムの動作」を参照してください。 通常
メインメニュー

表示

［LOCK MTR］
(メーターロック ) フィールド/グループ： 消灯時 点灯時

マスターベイタッチスクリー
ンのメーターセクションをス
クリーンにロックします。

メーターセクションは、タッチスクリーンにチャンネルが表示される
といった出力選択の影響を受けません。ただし、［SETUP］ボタ
ンはこのボタンに優先します。

通常
メーターを
ロック
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4.6　エンコーダー

入力チャンネルストリップごとに3つのエンコーダーを装備しています。エンコーダー1/2は、スクリーン下部の
VSTフィールドにあります。チャンネルエンコーダーはフェーダーエリアの最上部にあり、パラメーターの状態を示す
LEDリングを備えています。各エンコーダーは、他の部分の設定に応じて各種パラメーターを操作できます。

マスターセクションには16個の VSTエンコーダーと、4個の LEDリング付きパネルマウントエンコーダー (TB/
OSCレベルコントロールエンコーダー、ソロブレンド、ソロトリム、およびヘッドホンレベルエンコーダー )を装備して
います。4個のパネルマウントエンコーダーは各機能専用です。

チャンネルエンコーダーは常にそのチャンネルストリップのパラメーターを操作します。チャンネルエンコーダーの機能
は、Encoder Modeパネルの［INPUT GAIN］、［GATE THRS］、および［PAN］ボタンでグローバルに選択できます。
詳細は第5章「入力チャンネル」を参照してください。

VST入力ベイエンコーダーは、デフォルトではAux 1/2にアサインされていますが、コンソールのモードに応じて各
種機能にアサインできます。タッチフィールドがアクティブの場合、16個のVSTエンコーダーは拡張チャンネル機能
パラメーターにアサインされます。詳細は第5章「入力チャンネル」を参照してください。

マスターVSTエンコーダーは、デフォルトではマスター出力1～16の出力レベルコントロールとして設定されてい
ます。これは、マスターVistonics モードパネルの［PAGE A］ボタンを押して選択することも可能です。［PAGE B］
を押すと、マスターVSTエンコーダーがマスター出力17～24の出力レベルコントロールとしてアサインされます。

マスターVSTエンコーダーは、マスター出力拡張機能 (EQ、ダイナミクスなど)にアサインすることも可能です。マ
スター出力の［SOLO/SEL］ボタンにタッチすると、マスターVSTスクリーンにプロセッシングエリアが開きます。
その後、特定のタッチエリアにタッチすると、VSTエンコーダーがその拡張機能にアサインされます。詳細は第6章「出
力」を参照してください。

VSTエンコーダー (エンコーダー1/2)
入力ベイVISTONICSボタンにより、入力
ベイVistonics エンコーダーで出力への
センドレベルに素早く簡単にアクセスできま
す。

マスターベイ VST エン
コーダーで操作するバスマ
スターの範囲は、マスター
ベイ VISTONICS ボタン
グループ［PAGE A］およ
び［PAGE B］で設定しま
す。

入力チャンネルエンコーダーの機能は、入
力チャンネル ENCODER MODEボタン
グループで設定します。

チャンネルエンコーダー (エンコーダー3)
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4.7　ギャング

ギャングは、複数の入力チャンネルまたは出力バスの機能に同様に影響する操作を素早く行うために非常に役立つ機能
です。ギャングチャンネルのパラメーター変更は、他の全てのギャングチャンネルにオフセットとして適用されます。例
えば、あるチャンネルのAuxセンドレベルを4dB上げた場合、実際のレベルが他のギャングチャンネルに「コピー」
されるのではなく、他の全てのギャングチャンネルの対応するAuxセンドレベルも4dB上がります。

ボタンを押すと、現在その新しい状態になっていないギャングチャンネルの対応するボタンが新しい状態に変わります。
その時点からさらにボタンを押すと、全てのスイッチの状態が同時に変わります。

ギャングモードのON/OFFは［GANG］ボタンで切り替えます。ギャングチャンネルの追加または削除は、チャンネル
［SOLO/SEL］ボタンで行います。

ギャングモードをONにした時点でONであるタイプのソロはキャンセルされません。ソロシステムはギャングモードを
ONにした時点の状態が維持されます。ギャングモードがONの間、［SOLO/SEL］ボタンは点灯しません。

［GANG］ボタン フィールド/グループ： 消灯時 点灯時

ギャングモードをON/OFF
します。

ギャングモードをONにした後、［GANG］ボタンを長押しすると
全ての入力チャンネルがギャングに追加されます。

ギャングモードは［GANG］ボタンを押すことで解除できます。ギャ
ング設定は、「クリア」しない限り、次にギャングモードをONにし
た時に復元されます。

通常 ギャング選択

［SOLO/SEL］
( ギャング ) フィールド/グループ： 点灯時

ギャングチャンネルを選択 /
選択解除します。

ギャングモードでは、各チャンネルの［SOLO/SEL］ボタンを押
すと、そのチャンネルをギャングに追加できます。あるいは、最初
と最後のチャンネルの［SOLO/SEL］ボタンを同時に押すことに
より、そのチャンネル範囲を追加することも可能です。

［SOLO/SEL］を長押しすると、ギャング設定が全てクリアされま
す (ギャングモードを誤ってONにしないように、使用後はクリア
することが推奨されます )。

ギャングモードでは、チャンネルの［SOLO/SEL］ボタンは青色
に点灯します。

チャンネル選択

ギャングを使用すると、チャンネルおよびパラ
メーターを一時的にグループ化して、複数の
チャンネルの調整や設定を素早く簡単に行えま
す。
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4.8　ラベル設定

ラベル設定システムは、チャンネル、出力、キュー、ファイル、またはその他のパラメーターや項目のラベル設定
が必要な場合に、タッチスクリーンエリアに表示されます。例えば、タッチスクリーン上のチャンネルの入力エリ
アにタッチし、VSTエリアの｛CH LABEL｝ボタンを押すことにより、入力チャンネルのラベルを設定できます。

ラベル設定は、スクリーンに表示されるソフトウェアキーボードまたは外部USBキーボードで行えます。ソフト
ウェアキーボードはコンテキスト依存で、入力可能な文字および記号のみが表示されます。

ロングラベルの表示は最大10文字、ショートラベルの表示は最大6文字です。
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コンソールのベイ1、2、および4( 入力ベイ1/2/3) は、通常、入力チャンネルの操作専用ですが、マスターバス、
マトリクスセンド、グラフィックEQなどの機能をマップできます。

コンソールには、以下の4つの入力チャンネルコントロールエリアがあります。

• メインチャンネルストリップ (Vistonics スクリーンセクションを含む )：入力チャンネルのパラメーター、ルー
ティングおよびパッチ設定をコントロールします。

• INPUT FADER PAGESボタン：プリセットおよびユーザー設定フェーダーページの選択により、入力チャン
ネルをナビゲートします。

• 入力チャンネルVISTONICS コントロールボタン：バスマスター機能を入力チャンネルVSTエンコーダーに
アサインします。

• ENCODER MODEボタン：チャンネルストリップエンコーダーの機能を素早く切り替えます。

第5章　入力チャンネル

入力チャンネルストリップ
は、ハードウェアチャンネ
ルストリップとVistonics
チャンネルストリップで構
成されています。

入力ベイVISTONICSボタンにより、
入力ベイVSTエンコーダーで出力へ
のセンドレベルに素早く簡単にアクセス
できます。

入力チャンネルのエンコーダー3の機
能は、入力ベイ ENCODER MODE
ボタングループで設定します。

入力ベイ FADER PAGESボタング
ループにより、プリセットおよびユー
ザー設定フェーダーページ (レイヤー )
を素早く選択できます。

フェーダーパネルの［FLW］ボタンを
有効にすると、ソロになっているバスマ
スターに基づいて入力チャンネルバス
へのセンドレベルが入力フェーダーに
マップされます。
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入力チャンネルのナビゲーション － 入力フェーダーページ

このセクションは、フェーダーページ ( レイヤー ) のナビゲーションに使用します。それぞれ24系統の入力
チャンネルからなる4つのメインレイヤーに加えて、5つのユーザー設定レイヤーが用意されています。［ALL 
BUSSES］ボタンを押すと、出力バスが入力チャンネルストリップにマップされます (詳細は第6章「出力」を
参照 )。

また、マスターベイVistonics の入力メーターフィールドにタッチすると、それらの入力チャンネルを右端の入
力ベイに再マップできます。

入力ベイFADER PAGESボタングループにより、プリセッ
トおよびユーザー設定フェーダーページ (レイヤー ) の選択
や設定を素早く行えます。

INPUT FADER PAGESグループの
［SETUP］ボタンを押して、目的の
入力ベイのタッチスクリーンエリアで
全てのUSERページ/レイヤーを設
定します。
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固定フェーダー
レイヤー

フィールド/グループ：
INPUT FADER PAGES 点灯時

入力チャンネルストリップ
ページ/レイヤーを選択し
ます。

各ボタンは24チャンネルのページを3つの入力ベイにマップし
ます (［A］はチャンネル1～24、［B］はチャンネル25～48、
［C］はチャンネル49～64、［D］はチャンネル65～96)。

選択

ユーザーフェーダー
レイヤー

フィールド/グループ：
INPUT FADER PAGES 点灯時

ユーザー設定入力チャンネ
ルストリップページ/レイ
ヤー

ボタンを押すとそのユーザー設定フェーダーレイヤーがコンソー
ルにマップされます。ユーザーレイヤーを設定するには、FADER 
PAGESグループの［SETUP］ボタンを押します。

選択

All Bussesモード
フィールド/グループ：
INPUT FADER PAGES 点灯時

24系統の出力バスを入力
ベイフェーダーストリップに
マップします。

All Bussesモードの詳細は第6章「出力」を参照してください。 選択
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入力チャンネルストリップ

入力チャンネル
ストリップ
エンコーダー フィールド/グループ： ローレンジ ハイレンジ

入力ENCODER MODE
ボタンで機能を設定する
ロータリーエンコーダー

デフォルト機能はチャンネルのアナログ入力ゲインコントロールです。
詳細はセクション5.3「入力エンコーダーモード」を参照してください。

モードに依存 モードに依存

入力チャンネル
ストリップF フィールド/グループ：

将来のソフトウェアアップ
デート用

［ISO］ボタンを押すと、そのチャンネルまたは選択ブロック
/パラメーターがスナップショットリコールからアイソレートさ
れます。グローバルフィルター有効時はショーファイルの読み
込みからもアイソレートされます。

チャンネルストリップエン
コーダー。デフォルト機能
ではアナログゲインですが、
ENCODER MODE ボタン
グループで他の機能を選択
できます。

入力チャンネルレベル/ゲインリダクションメーター

入力チャンネルラベル

入力チャンネル［ON］/OFFボタン。チャンネルがONの
時は緑色に点灯し、OFF(ミュート)の時は消灯します。ミュー
トグループおよびVCAグループによるミュート中は赤色に
点灯します。

ミュート/VCAグループメンバーシップインジケーター。グ
ループの選択はMUTE & VCA GROUPSの DISPLAY
ボタンで行います。

FaderGlowTM 付き入力チャンネルフェーダー

［SOLO/SEL］ボタン。デフォルト機能はソロですが、モー
ドによっては選択ボタンとして機能します。
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入力アイソレート フィールド/グループ： 点灯時

チャンネル (選択項目 )を
スナップショットリコールお
よびショーファイル読み込
み (グローバルフィルター
有効時 )からアイソレートし
ます。

詳細は第13章「スナップショット、キューリスト、およびグローバ
ルフィルター」を参照してください。

アイソレート

レベル /ゲイン
リダクションメーター フィールド/グループ：

入力チャンネルのレベルお
よびゲインリダクションメー
ター

詳細は第11章「メーター」を参照してください。

入力チャンネル
ラベル フィールド/グループ：

チャンネルのショートラベル
(省略名 )を表示します。

ロング/ショートチャンネルラベルの設定は、チャンネルの「Input」
Vistonicsパラメーターブロックで行います。詳細はセクション
5.5.1を参照してください。

「PRE」
インジケーター フィールド/グループ：

将来対応予定

チャンネルON/OFF フィールド/グループ： 消灯時 点灯時

チャンネル［ON］/OFFボ
タン。「OFF」は実質的に
ミュートです。

チャンネルが「ON」の時は緑色に点灯し、OFFの時は消灯しま
す。ミュートグループONによるチャンネルミュート中およびVCA
グループミュート中は［ON］ボタンが赤色に点灯します。

チャンネル
OFF

チャンネルON

ミュートセーフ
インジケーター フィールド/グループ：

チャンネルのミュートセーフ
がONの時は赤色に点灯し
ます。

ミュートセーフシステムを(モニタリングセクションの［SETUP］で)
有効にした後、チャンネルストリップの［SOLO/SEL］ボタンでチャ
ンネルのミュートセーフをON/OFFします。
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ミュート / 
VCAグループ
インジケーター フィールド/グループ：

チャンネルが属するミュー
トグループまたはVCAグ
ループを示します。

実際の対象 (ミュート、VCA1～8、またはVCA9～16)は、
MUTE & VCA GROUPSボタングループのDISPLAYボタンに
よって決まります。詳細は第8章「ミュート/VCAグループ」を
参照してください。

チャンネルフェーダー フィールド/グループ：

チャンネル出力レベルをコン
トロールします。

フェーダー［FLW］ボタンにより、マスターベイでのバスマスター
選択に応じて入力チャンネルフェーダーにアサインし、そのバスへ
のセンドレベルを調整することもできます。

FaderGlow フィールド/グループ：

チャンネルフェーダーを機
能に応じて色分けします。

入力チャンネルレベルは色分けされません。その他の色分けは、
Aux センド(オレンジ)、グループ(緑 )、マトリクスセンドレベル(青
緑 )、VCA マスター1 ～ 8( 青 )、VCA マスター9 ～ 16(ピン
ク)、GEQ( 赤 )です。

ソロ /選択 フィールド/グループ： 点灯時

デフォルトはチャンネルソロ
機能 (モニターバスでこの
チャンネルのみを検聴 )で
す。

同じベイの他のチャンネルに対してタッチスクリーンが開いている
場合、［SOLO/SEL］ボタンを押すと、このチャンネルに切り替
わります。コンソールのモードによっては、コピー/ペーストするチャ
ンネルの選択などの機能もあります。その他の機能については関
連セクションで詳しく説明します。詳細は第10章「ソロシステム
の動作」を参照してください。

ソロONまた
は選択

Vi1000/Vi2000/Vi3000 USER MANUAL

5.2: INPUT CHANNEL > CHANNEL STRIP

5.2: INPUT CHANNEL > CHANNEL STRIP

5.2 - 3



入力エンコーダーモード

モード：入力ゲイン フィールド/グループ： 点灯時

( デフォルト)入力エンコー
ダーをアナログ入力ゲイン
コントロールに切り替えま
す。

モード選択

モード：ゲート
スレッショルド フィールド/グループ： 点灯時

入力エンコーダーをゲート
スレッショルドコントロール
に切り替えます。

モード選択

モード：パン フィールド/グループ： 点灯時

入力エンコーダーをパンコ
ントロールに切り替えます。

モード選択

メインチャンネルストリップの最上部にある入力チャンネルエンコーダーの機能を決定します。

［ALL BUSSES］またはマトリクス出力ソロがONの場合、チャンネルエンコーダーは無効になり、機能しませ
ん (直前の機能は記憶されています )。

入力チャンネルのエン
コーダー 3 の機能は、
入 力 ベ イ ENCODER 
MODEボタングループで
設定します。

Vi1000/Vi2000/Vi3000 USER MANUAL

5.3: INPUT CHANNEL > ENCODER MODE

5.3: INPUT CHANNEL > ENCODER MODE

5.3 - 1



SETUP フィールド/グループ：

将来のソフトウェアアップ
デート用

モード：ユーザー1 フィールド/グループ： 点灯時

入力エンコーダーをコンプ
レッサースレッショルドコン
トロールに切り替えます。

モード選択

モード：ユーザー2 フィールド/グループ： 点灯時

入力エンコーダーをデジタ
ルトリムコントロールに切り
替えます。

モード選択
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入力VISTONICSボタン (VSTセクションのコントロール )

プリ/ポスト フィールド/グループ： 点灯時

チャンネルからのAuxセン
ド (2列のVSTエンコー
ダーにアサインされている
場合 )のプリ/ポストフェー
ダーを設定します。

VSTモード：パン フィールド/グループ： 点灯時

状態に応じてエンコーダー
によるAuxパンコントロー
ルを有効にします。

ステレオAuxがVSTエンコーダー列にアサインされている場合、
［PAN］ボタンをONにすると、エンコーダーはAuxセンドレ
ベルではなくAuxパンのコントロールとなります。上段と下段に
アサインされたAuxがいずれもステレオAux の場合、2列とも
パン機能に切り替わります。2列の一方のみがステレオAux の場
合、その列のみがパンに切り替わります。どちらの列にもステレオ
Auxがアサインされていない場合、［PAN］ボタンは機能しません。

モードON

高速アサイン フィールド/グループ： 点灯時

バス機能を素早くVSTエ
ンコーダー列に一時的にア
サインします。

いずれかの［FAST ASSN］ボタンを押しながら、いずれかの出
力マスターの［SOLO/SEL］ボタンを押すと、対応するVSTエ
ンコーダー列がその出力マスターにアサインされ、その［FAST 
ASSN］ボタンが点灯します。音声には影響せず、出力ソロは
ONになりません。

モードON

入力チャンネルVSTエンコーダーの機能をコントロールします。

このボタングループにより、バスセンドレベルやバスのパンをエンコーダーに素早く簡単にアサインできます。

入力ベイVISTONICSボタンによ
り、入力ベイVSTエンコーダーで
出力へのセンドレベルに素早く簡単
にアクセスできます。
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エンコーダー
フォローマスター フィールド/グループ： 消灯時 点灯時

各VSTエンコーダー列の
フォローソロ機能を有効に
します。

バスマスターの［SOLO/SEL］ボタンを押すと、ソロONのバス
マスターがデフォルトまたは［USER］レイヤーに優先してこの列
に自動的にアサインされます。同時に複数の［FLW］をONにす
ることはできません。

モードON

VSTモード：USER フィールド/グループ： 消灯時 点灯時

両方のVSTエンコーダー
列を各入力チャンネルの
AUX 3およびAUX 4セン
ドレベルコントロールとして
アサインします。

モードON

入力VST SETUP フィールド/グループ： 消灯時 点灯時

将来対応予定 モードON
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入力タッチスクリーン音声ブロック － 入力

モノ入力チャンネルの入力セクションタッチスクリーンエリアは、Vistonics 入力チャンネルストリップエリア
の最上部にあり、青色に色分けされています。入力セクションは、そのチャンネルの入力ソース選択、プリアンプ
/ゲインステージコントロール、ステレオ ( およびその他のフォーマットの ) チャンネル作成のためのチャンネル
ペアリング選択、チャンネルラベル設定、およびチャンネルディレイ調整で構成されています。
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チャンネル入力選択
フィールド/グループ：

INPUT ローレンジ ハイレンジ

入力1または入力2をチャ
ンネル入力として選択しま
す。

IN 1 PATCHおよびIN 2 PATCHフィールドで2系統の物理チャ
ンネル入力をアサインします。

IN 1 IN 2

オシレーター入力選択
フィールド/グループ：

INPUT 消灯時 点灯時

コンソールのオシレーター
をチャンネルの入力にアサ
インします。

OSCがONの時は通常の入力選択が無効になり、対応する入力
タッチフィールドはオレンジ色でハイライト表示されます。

OFF ON

入力ゲイン
フィールド/グループ：

GAIN ローレンジ ハイレンジ

アナログ入力ゲインを調整
します。

これはA/D変換前のアナログゲインステージです。 +10dB +65dB

入力パッド
フィールド/グループ：

GAIN 消灯時 点灯時

入力感度を20 dB下げま
す。

パッドがONの時は、入力タッチフィールドの「PAD」マークが青
色でハイライト表示されます。

0dB -20dB

入力トリム
フィールド/グループ：

TRIM ローレンジ ハイレンジ

デジタル入力ゲインを調整
します。

これはA/D変換後のデジタルゲインです。 -36dB +15dB

アナログロー
カットフィルター

フィールド/グループ：
TRIM 消灯時 点灯時

アナログ (プリA/Dコン
バーター )ローカットフィル
ターを挿入します (アナロ
グ入力のみ )。

アナログローカットフィルター IN時は、入力タッチフィールドの「LO 
Cut」マークが青色でハイライト表示されます。このフィルターは
アナログ入力にのみ影響します。

OUT IN
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ローカットフィルター
カットオフ周波数

フィールド/グループ：
LO CUT ローレンジ ハイレンジ

ローカットフィルターのカッ
トオフ周波数を調整します。

これはデジタル (ポストA/D)ローカット/ハイカットセクションの
一部であり、全ての入力に影響します。影響を受ける周波数領域
はタッチスクリーンのEQセクションにグラフ表示されます。

20Hz 600Hz

ローカット IN
フィールド/グループ：

LO CUT ローレンジ ハイレンジ

デジタルローカットフィル
ターの IN/OUTを切り替え
ます。

デジタルローカットフィルター IN時は、EQタッチセクションの特
性グラフ上の LO CUTインジケーターが青色でハイライト表示さ
れます。

OUT IN

ハイカットフィルター
カットオフ周波数

フィールド/グループ：
HI CUT ローレンジ ハイレンジ

ハイカットフィルターのカッ
トオフ周波数を調整します。

これはデジタル (ポストA/D)ローカット/ハイカットセクションの
一部であり、全ての入力に影響します。影響を受ける周波数領域
はタッチスクリーンのEQセクションにグラフ表示されます。

1kHz 20kHz

ハイカット IN/OUT
フィールド/グループ：

HI CUT ローレンジ ハイレンジ

デジタルローカットフィル
ターの IN/OUTを切り替え
ます。

デジタルハイカットフィルター IN時は、EQタッチセクションの特
性グラフ上のHI CUTインジケーターが青色でハイライト表示さ
れます。

OUT IN

チャンネルペアリング
選択

フィールド/グループ：
PAIRING 消灯時 点灯時

タッチスクリーンにチャンネ
ルペアリング選択画面を開
きます。

チャンネルのペアリング候補として、連続チャンネル番号 (水平隣
接チャンネル )と上位および下位レイヤーの対応チャンネル (垂直
隣接チャンネル )がタッチスクリーンに表示されます。選択したペ
アリング候補に全てのチャンネルパラメーターがコピーされ、ペア
リングFORMATフィールドが表示されます。

選択なし
チャンネル選

択

ペアリングフォーマット
選択

フィー ルド / グ ル ープ：
FORMAT ローレンジ ハイレンジ

ペアチャンネルのステレオ
フォーマットを選択します。

選択項目はLR、RL、LL、RR、MONOです。チャンネルがペ
アでない場合、FORMATフィールドは表示されません。

LR MONO
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ファンタム電源
フィールド/グループ：

PHANTOM 消灯時 点灯時

その入力にパッチされた
XLR端子にファンタム電源
(+48 V)を供給します。

ファンタム電源がONの時は、タッチスクリーン入力セクションの
「48 V」マークが赤色でハイライト表示されます。

OFF 48 V

位相反転
フィールド/グループ：

PHASE 消灯時 Active

そのチャンネルを流れる信
号の位相を反転します。

位相反転がONの時は、タッチスクリーン入力セクションの位相
マークが青色でハイライト表示されます。

OFF 180°

入力パッチ
フィールド/グループ：

IN 1 PATCH/IN 2 PATCH 消灯時 点灯時

タッチスクリーンに入力パッ
チ選択画面を開きます。

入力パッチ選択画面では、全ての外部 (ローカル I/O、ステージボッ
クス、MADI など ) および内部 (Lexicon FX) 入力 /ソースにア
クセスできます。入力チャンネルがペアの場合、LまたはRへの
アサインも同じ画面で選択できます。選択したソースは、IN 1 お
よび IN 2フィールドテキストエリアに表示されます。

消灯時 選択ON

チャンネルラベル
フィールド/グループ：

CH LABEL 消灯時 点灯時

メインタッチスクリーンに
チャンネルラベル設定画面
を開きます。

チャンネルラベルの設定を行うための標準ASCII キーボードとカ
ラーセレクターが表示されます。ショートおよびロングラベル(チャ
ンネル名 )とラベルの色を指定できます。USBキーボードを接続
して入力することも可能です。

消灯時 点灯時

ディレイ微調整
フィールド/グループ：

DLY FIN ローレンジ ハイレンジ

チャンネルディレイタイムを
微調整します。

全体のディレイタイムを細かいステップで調整します。ディレイ単
位 (フィート、メートル、秒など)は、［MENU］ボタンを押してメ
イン「Settings」画面で変更できます。

0 s

ディレイ調整
フィールド/グループ：

DLY ローレンジ ハイレンジ

チャンネルディレイタイムを
調整します。

全体のディレイタイムを調整します。ディレイ単位 (フィート、メー
トル、秒など)は、［MENU］ボタンを押してメイン「Settings」
画面で変更できます。

0 s MONO

ディレイ IN/OUT
フィールド/グループ：

DLY ローレンジ ハイレンジ

チャンネルのディレイの IN/
OUTを切り替えます。

チャンネルディレイがONの時は、タッチスクリーン入力エリアの
「DLY」インジケーターが青色でハイライト表示されます。

OUT IN
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入力タッチスクリーン音声ブロック － EQ

モノ入力チャンネルのパラメトリック EQセクションタッチスクリーンエリアは、Vistonics 入力チャンネルス
トリップエリアの最上部近くにあり、赤色に色分けされています。EQセクションは4バンドパラメトリックイコ
ライザーで構成されており、LFおよびHFはシェルビング特性の選択が可能です。
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周波数コントロール
フィールド/グループ：

FREQ ローレンジ ハイレンジ

EQの中心周波数 (バンドパ
ス )またはカットオフ周波数
(シェルビング )を調整しま
す。

変更はグラフィックVistonicsタッチスクリーンのEQセクション
に全て反映されます。現在調整中のバンドは白色でハイライト表
示されます。4バンドのいずれもフルレンジ周波数コントロールが
可能です。

20Hz 20kHz

EQバンド幅 /
Qコントロール

フィールド/グループ：
BwOct ローレンジ ハイレンジ

現在のフィルターのバンド
幅またはQを調整します。

［MENU］ボタンを押すことにより、メイン「Settings」画面で
調整単位 (バンド幅またはQ)を選択できます。

0.3 Q/0.2 
oct

8.7 Q/4 oct

シェルビング選択
フィールド/グループ：

BwOct/Q 消灯時 点灯時

フィルターのシェルビング特
性を選択します。

ハイ (HF) およびロー (LF)EQバンドはシェルビング特性の選択が
可能です。

ベル シェルビング

ゲインコントロール
フィールド/グループ：

GAIN ローレンジ ハイレンジ

設定したフィルターバンドに
加えるゲインを調整します。

-18dB +18dB

EQバンド IN
フィールド/グループ：

GAIN 消灯時 点灯時

選択したEQバンドをイコラ
イザー信号パスに切り替え
ます。

EQセクションをチャンネル信号パスに切り替えるEQ INボタンも
あります。

OUT IN

オールフラット フィールド/グループ： 点灯時

EQセクション全体の設定を
フラットにします。

フラット

EQ IN
フィールド/グループ：
EQUALISER 消灯時 点灯時

チャンネル信号パスへの
EQセクション全体の IN/
OUTを切り替えます。

各バンドの IN/OUT設定が考慮されます。EQセクションが「IN」
の時は、Vistonics 入力チャンネルタッチスクリーンエリアのEQ
グラフが赤色でハイライト表示されます。

OUT IN
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入力タッチスクリーン音声ブロック － ダイナミクス

ダイナミクスセクションには3つのコンポーネントがあります。最初のセクションはゲートまたはディエッサー
を選択できます。その他の2つはコンプレッサーとリミッターで、3つのセクションは全て個別にON/OFF 可能
です。

Vistonics タッチスクリーンのダイナミクスセクションには、圧縮変換としてのゲインリダクションと、ゲート /
ディエッサーの選択が表示されます。また、ゲート /ディエッサーの選択に応じて、ゲートの状態またはゲインリ
ダクションメーターも表示されます。
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ゲート /ディエッサー
選択

フィールド/グループ：
MODE ローレンジ ハイレンジ

最初のダイナミクス処理に
対してゲートまたはディエッ
サー機能を選択します。

この選択に応じてダイナミクスの最上行が切り替わります。 ゲート ディエッサー

ゲートスレッショルド
設定

フィールド/グループ：
GATE ローレンジ ハイレンジ

ゲートスレッショルドレベル
を調整します。

-40dB +18dB

ゲート IN
フィールド/グループ：

GATE 消灯時 点灯時

ダイナミクス信号パスに
ゲートを挿入します。

ゲート INの選択時は、タッチスクリーンのダイナミクスセクション
に「GATE」マークがハイライト表示されます。

OUT IN

ゲートアタックタイム
フィールド/グループ：

ATCK ローレンジ ハイレンジ

ゲートのアタックタイムを調
整します。

10uS 957mS

ゲートダッキング機能
フィールド/グループ：

ATCK 消灯時 点灯時

ゲートダッキングモードを選
択します。

逆ゲートモードにより、サイドチェイン入力がスレッショルドを超え
た時にレベルを下げます。例えば、マイク入力時にBGMを「ダッ
キング」することができます。

OFF ON

ゲートホールド機能
フィールド/グループ：

HOLD ローレンジ ハイレンジ

ゲートのホールドタイムを調
整します。

これは、作動したゲートが「リリース」に入るまで完全に閉じた状
態を維持する時間です。

2.2 mS 2 s

ゲート

ゲートはスレッショルドに基づくゲインリダクション処理で、通常はスレッショルドを下回る信号のレベルを下げ
て無音にするために使用します。ゲートセクションは、フィルター付きアサイナブルサイドチェイン入力、キー信
号ソロ機能、およびダッキングモードを備えています。
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ゲートリリースタイム フィールド/グループ：REL ローレンジ ハイレンジ

ゲートのリリースタイムを調
整します。

これは、動作したゲートが「ホールド」状態から開くまでの時間です。 2.2 mS 3.7 Sec

ゲートレンジ
フィールド/グループ：

RNG ローレンジ ハイレンジ

ゲートレンジを調整します。 これは通常の信号レベルとゲート信号レベルの差です。 -60dB 0dB

ゲートサイドチェイン
ソロ

フィールド/グループ：
RNG 消灯時 点灯時

ゲートサイドチェイン信号を
ソロバスに切り替えます。

ゲート「キー」として使用している信号 (ゲートスレッショルドのテ
ストに使用している信号 )をモニターします。

OFF ソロ

ローカット周波数
フィールド/グループ：

LO CUT ローレンジ ハイレンジ

ゲートサイドチェインロー
カットフィルターのカットオ
フ周波数を調整します。

ゲートハイカットフィルターと併せて、ゲートサイドチェインコント
ロール用のバンドパスフィルターとなります。

20Hz 20kHz

サイドチェイン
フィルター IN

フィールド/グループ：
LO CUT 消灯時 点灯時

ゲートハイカット/ローカッ
トサイドチェインフィルター
をサイドチェイン信号パスに
挿入します。

ゲートローカット/ハイカットサイドチェインフィルターと併せて、
ゲートサイドチェインコントロール用のバンドパスフィルターとなり
ます。

OUT IN

ゲートハイカット
フィルター

フィールド/グループ：
HI CUT ローレンジ ハイレンジ

ゲートサイドチェインハイ
カットフィルターのカットオ
フ周波数を調整します。

ゲートローカットフィルターと併せて、ゲートサイドチェインコント
ロール用のバンドパスフィルターとなります。

20Hz 20kHz

ゲート外部キー IN
フィールド/グループ：

HI CUT 消灯時 点灯時

サイドチェインキー信号をメ
インチャンネル信号から外
部信号に切り替えます。

MODEフィールドのキーアサインボタンでキー入力パッチをアサ
インします。

OUT IN
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ディエッサー感度
フィールド/グループ：

SENS ローレンジ ハイレンジ

ディエッサー処理の感度を
調整します。

0% 100%

ディエッサー IN
フィールド/グループ：

DEES 消灯時 点灯時

ディエッサー処理を有効にし
ます。

OUT IN

ディエッサーレンジ
フィールド/グループ：

RNG ローレンジ ハイレンジ

ディエッサーの減衰量を調
整します。

ディエッサー作動時の「エス」バンド信号の最大減衰量 -18dB 0dB

エスバンドソロ
フィールド/グループ：

RNG 消灯時 点灯時

ディエッサーのダイナミック
フィルターをソロにします。

現在の信号に最も適切な「エスバンド」の特定に役立ちます。 OFF ソロ

ディエッサー
フィルター周波数

フィールド/グループ：
FREQ ローレンジ ハイレンジ

ディエッサーダイナミック
フィルターの中心周波数を
調整します。

20Hz 20kHz

外部キーアサイン
フィールド/グループ：

MODE 消灯時 点灯時

x

メインVistonicsタッチス
クリーンパネルに外部キー
アサイン画面を開きます。

外部キーに対して全ての外部 I/Oオプションが選択可能になりま
す。

+ －

ディエッサー機能

ディエッサーは動的に制御されるフィルターで、一般にボーカルの歯擦音 (サ行の子音など )を低減するために使
用します。ディエッサーを有効にすると、フィルターによって設定されたバンドの信号がスレッショルドを超えた
時に、そのバンドのみ信号レベルが下がります。
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コンプレッサー /リミッター

コンプレッサーは、信号レベルがスレッショルドを超えた時にゲインリダクションを適用し、「メイクアップゲイン」
を加えて全体的なレベルを一定に保つことにより、信号のダイナミックレンジを圧縮します。また、自動メイクアッ
プゲイン機能も備えています。
リミッターは、信号レベルがスレッショルドに近づくか超えた時に信号レベルを下げることにより、ピーク信号レ
ベルを制限するダイナミクス処理です。

コンプレッサー
スレッショルド

フィールド/グループ：
CMP ローレンジ ハイレンジ

コンプレッサーのスレッショ
ルドを調整します。

スレッショルドを超えた信号は、コンプレッション設定に従って減衰
されます。

-40dB +18dB

コンプレッサー IN
フィールド/グループ：

CMP 消灯時 点灯時

コンプレッサー処理を有効
にします。

コンプレッサーを有効にすると、ダイナミクスタッチスクリーンエリ
アの圧縮変換グラフが緑色でハイライト表示されます。

OUT IN

コンプレッサー
アタック

フィールド/グループ：
ATCK ローレンジ ハイレンジ

コンプレッサーのアタックタ
イムを調整します。

信号がスレッショルドを超えてからコンプレッション機能が最大減衰
量に達するまでの時間。アタックタイムを遅くするほど、コンプレッ
ションが「ソフト」になります。

0.5mS 98.6mS

コンプレッサー
リリースタイム フィールド/グループ：REL ローレンジ ハイレンジ

コンプレッサーのリリースタ
イムを調整します。

コンプレッション機能が最大減衰量に達してから減衰量がゼロに戻
るまでの時間

5.5mS 5 Sec

コンプレッサー
リリースタイム フィールド/グループ：REL ローレンジ ハイレンジ

コンプレッサーのリリースタ
イムを調整します。

コンプレッション機能が最大減衰量に達してから減衰量がゼロに戻
るまでの時間

5.5mS 5 Sec

ディエッサー
フィルターバンド幅

フィールド/グループ：
BwOct ローレンジ ハイレンジ

ディエッサーダイナミック
フィルターのバンド幅または
Qを調整します。

調整単位 (バンド幅 (oct)またはQ)は、［MENU］ボタンで開く
メイン「Settings」画面で設定できます。

0.2oct / 
0.3Q

4oct / 8.7Q
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コンプレッションレシ
オ

フィールド/グループ：
RTIO ローレンジ ハイレンジ

コンプレッションレシオを調
整します。

通常の信号レベルと減衰 (圧縮 ) 後の信号レベルの比率。レシオ
が高いほどコンプレッションが深くなります。

1 20

コンプレッサー
メイクアップゲイン

フィールド/グループ：
MKUP ローレンジ ハイレンジ

コンプレッション後のメイク
アップゲインを調整します。

コンプレッサーの後に圧縮で失われるレベルを考慮して加えるゲイ
ン

-20dB +20dB

コンプレッサー自動
メイクアップゲイン

フィールド/グループ：
MKUP 消灯時 点灯時

自動メイクアップゲインを有
効にします。

有効にした場合、スレッショルドおよびレシオの設定に応じて自動
的にコンプレッサーの後にメイクアップゲインを加えます。

OFF ON

リミッター
スレッショルド フィールド/グループ：LIM ローレンジ ハイレンジ

リミッターのスレッショルド
を調整します。

リミッターが作動するスレッショルド -40dB -6dB

リミッター IN フィールド/グループ：LIM 消灯時 点灯時

リミッターを有効にします。 ダイナミクスセクションにリミッターを挿入します。 OUT IN

リミッターアタック
タイム

フィールド/グループ：
ATCK ローレンジ ハイレンジ

リミッターのアタックタイム
を調整します。

リミッターが最大減衰量に達するまでの時間 10uS 98.6mS

リミッターリリース
タイム フィールド/グループ：REL ローレンジ ハイレンジ

リミッターのリリースタイム
を調整します。

リミッティング後にリミッターの減衰量がゼロに戻るまでの時間 5.5mS 957mS
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入力タッチスクリーン音声ブロック － バス

入力チャンネルVistonics タッチスクリーン信号パスのバスセクションにより、VSTエリアで全てのAux およ
びグループ、センドレベルにアクセスできます。タッチスクリーンブロックでは、ONのAux レベルがオレンジ色、
グループルーティングが緑色で表示されます。コントロールはAux かグループかによって異なります。

Auxセンドレベル フィールド/グループ：Aux n ローレンジ ハイレンジ

入力チャンネルからAuxバ
スへのセンドレベルを調整し
ます。

バスタッチスクリーンエリアのオレンジ色のバーもAuxセンドレベ
ルを示します。また、Auxバスのプリ/ポストフェーダールーティ
ングも表示されます。

-90dB +10dB

AuxセンドON フィールド/グループ：Aux n 消灯時 点灯時

入力チャンネルからAuxバ
スへのセンドをON/OFFし
ます。

AuxセンドがONの時は、バスタッチスクリーンエリアの対応する
Auxレベルバーがオレンジ色でハイライト表示されます。

OFF ON
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ステレオAuxセンド
バランス フィールド/グループ：Aux n ローレンジ ハイレンジ

ステレオAuxセンドのバラ
ンスを調整します。

エンコーダーの上のステレオマークは、そのAuxセンドと隣接す
るAuxを組み合わせてステレオAuxセンドを作成していることを
示します。「隣接」Auxセンドのスペースは、バスの「チャンネル
パン」状態に応じてブランクか、バランスコントロールが表示され
ます。Auxが入力チャンネルパン設定に従うように設定されてい
る場合、バランスコントロールは表示されません。

30L 30R

グループバス
ルーティング

フィールド/グループ：
Group n 消灯時 点灯時

グループバスに入力チャン
ネル信号をルーティングし
ます。

グループバスルーティングがONの時は、対応するグループアサ
インバーがバスタッチスクリーンエリアに表示され、青色でハイラ
イト表示されます。

OFF ON

ステレオグループ
バスルーティング

フィールド/グループ：
Group n 消灯時 点灯時

ステレオグループバスに入
力チャンネル信号をルー
ティングします。

エンコーダーの上のステレオマークは、そのグループと隣接するグ
ループのペアで、チャンネルパン設定に従うステレオグループバス
を作成していることを示します。隣接グループのスペースはブラン
クとなります。

OFF ON

バス「ブランク」 フィールド/グループ： 消灯時 点灯時

そのバスがマトリクスバスと
してアサインされているこ
とを示します。

̶ ̶
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入力タッチスクリーン音声ブロック － パン、インサート、ダイレクトアウト、ディレイ

このページは、パン、ミックスマスターへのルーティング、インサートポイント、ダイレクトアウトパラメーター
をはじめとする、入力チャンネルの出力機能で構成されています。パンは LRまたは LCRモードで動作可能で、
LCRモードではWIDTH機能が追加されます。

パン
フィールド/グループ：

PAN ローレンジ ハイレンジ

選択されたパンモードに応
じてマスター L/R/Cバス
へのパンを調整します。

チャンネルがペアの場合、バランスを調整できます。パン｛MODE｝
をLCRに設定した場合、WIDTHフィールドが追加されます。

30L 30R

パンON
フィールド/グループ：

PAN 消灯時 点灯時

パンコントロールをON/
OFFします。

パンをOFFに設定した場合、全てのマスターバスへのセンドレベ
ルはパンを「センター」に合わせた場合と同じになります (つまり、
モノチャンネルパン設定の場合は－3 dB、ペアチャンネルバラン
スの場合は0 dB)。パンをONに設定した場合、マスターバスへ
のセンドレベルは0 dB～－∞、バランスは+3 dB～－∞の間で
変化します。

OFF ON
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LR ON
フィールド/グループ：
MASTER LR 消灯時 点灯時

チャンネル信号をL/Rマス
ターにルーティングします。

OFF ON

センターON
フィールド/グループ：

MASTER C 消灯時 点灯時

チャンネル信号をCマス
ターにルーティングします。

OFF ON

パンモード
フィールド/グループ：

MODE ローレンジ ハイレンジ

LRまたはLCRモードを設
定します。

LRモードでは、パンのみ設定可能です (Cマスターバスへのルー
ティングは可能です)。LCRモードが有効な時は、WIDTHパラメー
ターが設定できます。

LR LCR

インサートパッチ
フィールド/グループ：

INSERT 点灯時

インサートセンド/リターン
の I/Oを選択 /アサインし
ます。

インサートポイントにより、チャンネル信号の流れに割り込むセンド
/リターンパスを設定できます。

インサート選択ページでは、画面上の (SETUP)ボタンにタッチす
ることにより、設定可能な全てのインサートポイントを I/Oにパッ
チできます。(SETUP)ボタンにもう一度タッチするとインサート
アサインに戻ります。インサート設定モードでは、任意の I/Oから
センド/リターン I/Oを選択でき、インサートのペアリングも可能
です。

入力チャンネルインサートは、任意の未使用インサートポイントま
たは内部 FXにアサインできます。アサイン済みのインサートポイ
ントを選択しようとした場合、そのインサートを「奪う」かどうか
を選択できます。

パッチ設定画
面クローズ

パッチ設定画
面オープン

インサートポイント
フィールド/グループ：

POINT

インサートポイントとする入
力チャンネルの信号パス内
のポイントを選択します。

ポストHPF/プリプロセッシング、ポストプロセッシング/プリフェー
ダー、またはポストフェーダーの選択が可能です。
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インサートトリム
フィールド/グループ：

TRIM ローレンジ ハイレンジ

実際のセンド信号レベルを
調整します。

インサートON
フィールド/グループ：

TRIM 消灯時 点灯時

インサートポイントをON/
OFFします。

OFF ON

ダイレクトアウトON フィールド/グループ： 消灯時 点灯時

その入力チャンネルのダイ
レクトアウトをON/OFFし
ます。

OFF ON

ダイレクトアウト
ゲイン フィールド/グループ： ローレンジ ハイレンジ

チャンネルのダイレクトアウ
トのゲインを調整します。

-90dB +10dB

ダイレクトアウト
ポイント フィールド/グループ：

ダイレクトアウトとする入力
チャンネルの信号パス内の
ポイントを選択します。

プリHPF、ポストHPF/プリプロセッシング、ポストプロセッシン
グ/プリフェーダー、またはポストフェーダーの選択が可能です。

ダイレクトアウト
パッチ

フィールド/グループ：
DIRECT OUT 消灯時 点灯時

ダイレクトアウトの I/Oを 
選択 /アサインします。

対応するVistonicsタッチスクリーンエリアにパッチ設定画面が開
きます。

パッチ設定画
面クローズ

パッチ設定画
面オープン

Vi1000/Vi2000/Vi3000 USER MANUAL

5.5.5: INPUT CHANNEL > OUTS

5.5.5: INPUT CHANNEL > OUTS

5.5.5 - 3



出力
Aux、グループ、およびLCRミックスバス

マスターベイタッチスクリーンのバスメーターにタッ
チすると、それらの出力が右側の入力ベイコントロー
ルにアサインされます。

入力ベイVISTONICSボタンにより、入力
ベイVistonics エンコーダーで出力への
センドレベルに素早く簡単にアクセスできま
す。

［ALL BUSSES］ボタンを押すと、全
てのバスマスターが24系統の入力チャ
ンネルにアサインされ、操作や設定が簡
単に行えます。

［FLW］ボタンを押し、バスマスターの［SOLO/
SEL］ボタンを押すと、そのバスへのセンドレベル
が入力フェーダーにマップされます。

マスター FADER PAGESにより、各 8系統
の VCA/ バスマスターページをマスターベイ
チャンネルストリップにアサインします。

［PAGE A］および［PAGE B］
ボタンを使用してバスマスター
バンク間でマスターベイVST
エンコーダーを切り替えます。
SWITCH FUNCTIONボタン
により、VSTボタンの機能が
切り替わります。
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Vi3000は24系統の出力バスに加え、マスターL/R/C(LRC)バスを装備しています。24系統のバスはいずれも、
プロセッシング機能を備えたモノ /ステレオAux またはグループとしてアサインできます。使用可能なバス数を
減らさずにステレオバスを作成することが可能です (モノ /ステレオに関係なく24系統のバスを使用可能 )。

それぞれ最大24系統のソース (バスを含む )を使用して、最大16バスをプロセッシング機能を備えたモノ /ス
テレオマトリクス (MTX) 出力として設定でき、実質的に24系統のソースから最大16種類のミックスの作成が
可能です。この章では主にAux およびグループのアサインについて説明します。マトリクスシステムの詳細は、
第7章「マトリクスのモニタリング」を参照してください。

通常のオペレーション (出力フェーダーページA/B/Cおよびユーザービュー )では、バスマスター出力コントロー
ルは2ページにわたってマスターベイVistonics スクリーンのVSTエンコーダーにマップされます。ページの
切り替えは、［PAGE A］および［PAGE B］ボタンを使用して行います。
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LRCミックス出力

マスターベイのマスターセクションには、LRCバスマスターフェーダーがあります。これらは専用フェーダー /
コントロールであり、他の用途には使用しません。

LRC バスマスター設定ページにアクセスするには、マスターの［SEL］ボタンを押します。マスターベイ
Vistonics タッチスクリーンエリアにプロセッシングページが開きます。

LRC マスターバスは、パラメトリック /グラフィックEQ セクションをリンクできます。詳細は次の説明を参照
してください。

出力：LCRミックスマスターバス

［ISO］ボタン

LR および Cゲイ
ンリダクション/レ
ベルメーター

LR お よ び C
［ON］ボタン

ミックスマスター
フェーダー

［SEL］ボタンを押すと、マスター
ベイVistonicsスクリーンにミッ
クスマスタープロセッシングペー
ジが開きます。
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アイソレート 点灯時

LRCマスターをスナッ
プショットリコールまたは
ショーリコール (グローバル
フィルター有効時 )からアイ
ソレートします。

詳細は第13章「スナップショット、キューリスト、およびグローバ
ルフィルター」を参照してください。

チャンネルを 
アイソレート

ON 消灯時 点灯時

バスON/OFF(ミュート)
OFF(ミュー

ト)
ON

LCR選択 点灯時

LCRマスターバスプロセッ
シングページを開きます。

マスターベイVistonicsタッチスクリーンエリアでマスター LRC
出力のプロセッシングブロックにアクセスできます。

GEQ IN

LCRフェーダー

LRCマスターの出力レベル
をコントロールします。

LRCマスター出力の出力レベルは常に各専用フェーダーでコント
ロールします。これらのフェーダーは他の用途には使用しません。

L/C/Rリンク設定

LRCマスターバスEQお
よびGEQリンクを設定しま
す。

L/Rバスはリンク可能、CバスはリンクされたL/Rに追加可能で、
それによって3つのバスを全て同時に調整できます。LとC、R
とCのリンクはできません。デフォルトショーファイル読み込み時
のデフォルト状態では、EQとGEQのいずれもLCRバスのリン
クがONに設定されています。

EQ呼び出し

そのマスターのパラメトリッ
クEQを調整します。

出力バスパラメトリックEQは入力チャンネルEQと同じです。詳
細は入力チャンネルの該当セクションを参照してください。
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L/C/R GEQ
呼び出し

そのブロックのBSSグラ
フィックイコライザーをコン
ソールフェーダーにマップし
ます。

詳細はこの章のBSSグラフィックEQの説明を参照してください。

L/C/Rダイナミクス

L/C/Rバスダイナミクスを
呼び出します。

コントロールは、ゲート/ディエッサーモードを備えていないこと
以外は、入力チャンネルのダイナミクスセクションと同じです。

L/C/Rインサート /
ディレイ

インサート/ディレイセク
ションのコントロールは、入
力チャンネルと似ています。

出力チャンネルのインサートセクション固有の機能として、ローカッ
トフィルター、位相、およびディレイがありますが、入力チャンネ
ルの入力セクションのものと同じです。
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コンソールバスを設定し、バスマスターをコンソール入力チャンネルストリップにマップするには、入力フェー
ダーページの［ALL BUSSES］ボタンを押すか、マスターベイタッチスクリーンで該当するメーターグループに
タッチして、各8系統のバスマスターバンクを入力ベイ3( 右端のベイ )にアサインします。その後、タッチスク
リーンエリアのパン /インサートプロセッシングブロックにタッチし、VSTエリアの｛BUS OUT｝および｛OUT 
LABEL｝ボタンを押すことにより、出力をパッチし、バスのラベルを設定します。

最後のPAN/INSERT/DELAYプロセッシングブロックにタッチし、VSTエリアの｛BUS OUT｝および｛OUT 
LABEL｝ボタンを押すことにより、出力バスのラベルを設定し、出力をアサインできます。

出力：バス設定

［ALL BUSSES］ボタンを押すと、全ての
バスマスターが24系統の入力チャンネルに
アサインされ、出力パッチ設定やラベル設定
などの操作や設定が簡単に行えます。
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バスタイプ

そのバスのバスタイプを設
定します。

エンコーダーでAUX、GRP、またはMTXを選択します。
Auxを選択し、FORMATフィールドをステレオに設定すると、

｛CHPAN｝フィールドが有効になります。

パンフォロー
チャンネル

ステレオバスの「パンフォ
ローチャンネル」を設定し
ます。

これを設定すると、ステレオAux へのパン設定がAuxパン設定
ではなくチャンネルパン設定に従います。

バスフォーマット

バスのフォーマット(モノま
たはステレオ )を選択しま
す。

ステレオAuxバスの場合、CHPANオプションが使用可能になり
ます。
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出力コントロール

コンソールのバスマスターのコントロールには4通りの方法があり、出力バスプロセッシングおよびパラメーター
の呼び出しには2通りの方法があります。

マスターベイVSTエンコーダー

バスマスターレベルは、マスターベイのVSTエンコーダーでコントロールできます。バスマスターのグループは、
［PAGE A］および［PAGE B］Vistonicsコントロールボタンで選択します。［TB ASN］(トークバックアサイン )、
［ON/OFF］、および［SOLO/SEL］Vistonics コントロールボタンにより、VSTボタンの機能を選択します。

出力：バスマスターコントロール

マスターベイVSTエリアでは、エンコーダーで
バスマスターを直接コントロールできます。

タッチスクリーンエリアのマスターベイバスマス
ターにタッチすると、そのバスマスターグループ
が入力ベイ3にアサインされます。

マスターフェーダーページ［A］/［B］/［C］
ボタンは、バスマスターをマスターベイフェー
ダーにアサインします。

All Bussesモードは、24のバスマスターを全
て24系統の入力チャンネルストリップにアサイ
ンします。
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マスターベイ出力チャンネルストリップ

マスターベイ FADER PAGESボタン［A］( バス1～8)、［B］( バス9～16)、または［C］( バス17～ 24)
を選択することにより、バスマスターレベルを8本のマスターベイフェーダーおよび対応するチャンネルストリッ
プコントロールにマップできます。

All Busses モード

マスターベイ INPUT FADER PAGESのマスターベイ入力［ALL BUSSES］ボタンを押してAll Busses モー
ドを有効にした場合、全ての入力ベイの入力ストリップが24系統の出力バスのコントロールに切り替わり、フェー
ダーはバスマスター出力レベルのコントロールとなります。

入力ベイ3 － 高速選択

マスターベイタッチスクリーンエリアのチャンネルメーターエリアにタッチすることにより、各8系統のバンク
が入力ベイ3にアサインされます。マスターベイタッチスクリーンの最上列に各8系統3バンクの出力があります。

バスパラメーターコントロール

All Busses モードでは、コンソールのVistonics スクリーンで24系統の出力バスチャンネルストリップのプ
ロセッシングチェインに直接タッチアクセスできます。

あるいは、マスターベイVistonics ボタンの機能を［SOLO/SEL］に設定した状態で、バスマスターチャンネル
ストリップの［SOLO/SEL］ボタンを押すと、そのバス出力のプロセッシングチェインがマスターベイタッチス
クリーンエリアに表示されます。

いずれの場合も、プロセッシングブロックを選択すると、そのブロックのパラメーターがVistonics スクリーン
のVSTエリアに表示されます。
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マスターベイのVSTフィールドのバスマスターコントロールにより、さまざまな基本機能を使用できます。どの
機能をどのマスターで使用するかは、マスターベイVISTONICSボタングループでコントロールします。

出力：マスターベイVistonics

トークバックアサイン
モード

バスマスターVSTボタンに
｛TB ASSN｝機能をアサ
インします。

詳細は第14章「トークバック/オシレーター」を参照してください。

ON/OFFモード

バスマスターVSTボタンに
｛ON｝機能をアサインしま
す。

ソロ /選択モード

ソロ/選択モードを有効にし
ます。

バスマスターVSTボタンに｛SOLO｝機能をアサインし、バスチャ
ンネルストリップの［SOLO/SEL］ボタンにより、マスターベイタッ
チスクリーンでバスパラメーターにアクセスします。
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マスターバンク
ページ

マスターベイVistonics 
VSTエリアのバスマスター
バンクを切り替えます。

バスレベル

バス出力のレベルをコント
ロールします。

バスソロ

そのバス出力をソロにしま
す。

詳細は第10章「ソロシステムの動作」を参照してください。

バスON

バスをON/OFF(ミュート)
します。

トークバックアサイン

そのバスをトークバックシス
テムにアサインします。

詳細は第14章「トークバック/オシレーター」を参照してください。
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マスターベイチャンネルストリップは、マスターベイフェーダーページ選択によって決定される出力バスおよび
VCAコントロール用です。［VCA］ボタンは、VCAマスター1～8をマスターベイフェーダーにマップします。
［A］～［C］ボタンは、バス1～24を各8系統のグループ単位でマスターベイチャンネルストリップにマップ
します。［D］ボタンは、VCAマスター9～16を 8本のマスターベイフェーダーにマップします。VCAの詳細
は第8章「ミュート /VCAグループ」を参照してください。ただし、［ALL-BUSSES］モードとマスターベイメー
ター選択を使用すると、入力チャンネルストリップはバスマスターストリップになります。

出力：マスターチャンネルストリップ

［ISO］ボタン

レベル /ゲインリダクショ
ンメーター

バスレベル

［ON］ボタン

FaderGlow付きフェーダー

ミュートグループ /VCA
インジケーター

［SOLO/SEL］ボタン
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ISO：
バスアイソレート

そのバスをスナップショット
リコールおよびショーリコー
ル (グローバルフィルター
有効時 )からアイソレートし
ます。

詳細は第13章「スナップショット、キューリスト、およびグローバ
ルフィルター」を参照してください。

ミュートセーフLED

そのバスのミュートセーフが
ONの時に点灯します。

ミュートセーフシステムを(モニタリングセクションの［SETUP］で)
有効にした後、チャンネルストリップの［SOLO/SEL］ボタンでチャ
ンネルのミュートセーフをON/OFFします。

バスフェーダー

バスマスター出力レベルを
コントロールします。

FaderGlow

チャンネルフェーダーを機
能に応じて色分けします。

入力チャンネルレベルは色分けされません。その他の色分けは、
Aux センド(オレンジ)、グループ(緑 )、マトリクスセンドレベル(青
緑 )、VCA マスター1 ～ 8( 青 )、VCA マスター9 ～ 16(ピン
ク)、GEQ( 赤 )です。

バスミュート /VCA
インジケーター

そのチャンネルのミュートグ
ループおよびVCAグルー
プアサインを示します。

バスソロ /選択

デフォルトではソロをONに
するチャンネルを追加しま
す。

同じベイの他のチャンネルに対してタッチスクリーンが開いている
場合、［SOLO/SEL］ボタンを押すとこのチャンネルに切り替わり
ます。コンソールのモードによっては、コピー /ペーストするチャ
ンネルの選択などの機能もあります。その他の機能については関
連セクションで詳しく説明します。
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バス出力プロセッシングチェインは、パラメトリックEQブロック、BSSグラフィックEQブロック (GEQ)、ダ
イナミクスブロック、およびパン /インサートブロックを搭載しています。また、バスのラベル設定、出力のアサ
イン、およびパン /インサートブロック内のディレイ設定が可能です。

出力：マスターバスプロセッシングチェイン
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バスチャンネル
ストリップEQ

そのマスターのパラメトリッ
クEQを調整します。

出力バスパラメトリックEQは入力チャンネルEQと同じです。詳
細は入力チャンネルの該当セクションを参照してください。

バスチャンネル
ストリップEQ

そのブロックのBSSグラ
フィックイコライザーをコン
ソールフェーダーにマップし
ます。

詳細はこの章のBSSグラフィックEQの説明を参照してください。

バスチャンネル
ストリップダイナミク

ス

コントロールは、ゲート/ディ
エッサーモードを備えてい
ないこと以外は、入力チャ
ンネルのダイナミクスセク
ションと同じです。

バスチャンネル
ストリップインサート、

ディレイ

インサートセクションのコン
トロールは、入力チャンネ
ルと似ています。

バスのパッチおよびラベル設定に加え、パン設定、インサート設定、
ディレイなどをコントロールします。出力チャンネルのインサートセ
クション固有の機能として、ローカットフィルター、位相、およびディ
レイがありますが、入力チャンネルの入力セクションのものと同じ
です。
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Vi3000は、24系統のアサイナブルバスおよびLCRマスター出力ごとに1つ、合計27の高品質BSSグラフィッ
クイコライザー (GEQ) を搭載しています。GEQは全て30バンド EQで、バンド幅が調整可能です。

GEQにアクセスするには、出力のタッチスクリーンパラメーターディスプレイからGEQプロセッシングブロッ
クを選択します。

バスパラメーターディスプレイにアクセスするには、［ALL BUSSES］ボタンでAll Busses モードに切り替え、
対応するチャンネルのタッチスクリーンエリアからGEQブロックを選択するか、マスターベイBay Vistonics
ボタンアサインをソロ/選択に設定した状態でバス［SOLO/SEL］ボタンを選択します。詳細はバス出力のセクショ
ンを参照してください。

GEQを選択すると、バンド幅、フラット、およびGEQ IN コントロールが右端のVSTコントロールにマップされ、
グラフィックEQバンドが、コンソールフェーダーにマップされます。GEQには2つのモードがあります。ラー
ジGEQモードでは、30バンド全てがコンソールフェーダー全体にマップされます。スモールGEQモードでは
8つのGEQバンドがマスターベイフェーダーにマップされ、出力フェーダーページボタン［A］～［E］でスクロー
ルできます。GEQコントロールモードは、メインメニューの「Settings」タブで設定します。

グラフィックイコライザー (GEQ)

Vi3000は27の高品質BSS®グラフィックイコライザー
を搭載しており、バスマスターおよびミックスマスターチャ
ンネルパスのグラフィックEQブロックからアクセスできま
す。ソロ/選択モード (VISTONICSボタングループ )でバ
スマスター［SOLO/SEL］ボタンを押すと、マスターベイ
タッチスクリーンにそのマスターのプロセッシングチャンネ
ルが開きます。

タッチスクリーンのGEQブロックにタッチすると、そのグラ
フィックEQがコントロールフェーダー全体にマップされます。
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バンド幅 ローレンジ ハイレンジ

30 GEQバンドのバンド幅
を調整します。

バンド幅の単位は、メインメニュー (「Settings」タブ ) の｛EQ 
UNIT｝設定に応じてQまたはoctです。

0.24Oct 0.36Oct

オールフラット 点灯時

現在ONのGEQの全バンド
のレベルを0 dBにします。

全GEQバンド
0 dB

GEQ IN 消灯時 点灯時

現在選択されているGEQ
を IN/OUTします。

GEQ OUT GEQ IN

グラフィックEQ
フェーダー ローレンジ ハイレンジ

対応するバンドのレベルを
調整します。

GEQバンドの FaderGlowは赤色です。チャンネルラベルディス
プレイにバンドの中心周波数が表示されます。

-12dB +12dB

GEQフェーダー
ONボタン 点灯時

0 dBでないGEQバンドを
示し、バンドをフラットにし
ます。

GEQバンドのレベルを調整すると、対応する［ON］ボタンが赤
色でハイライト表示されます。その後、［ON］ボタンを押すとそ
のバンドがフラット(0 dB)になり、［ON］が消灯します。

バンドレベル
0 dB
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Vi3000は、単純な出力マトリクスではなく、パラメトリックEQ、ダイナミクス、ディレイ、グラフィックEQ
などのプロセッシング機能を備えた、最大16系統の出力 (モノまたはステレオ )を自由に設定可能なマトリクス
を搭載しています。各マトリクス出力は最大24系統のソースのミックスで、バス出力、チャンネルダイレクトア
ウト、あるいはパッチシステムから直接、入力信号をソースとすることができます。

各マトリクスミックスのソースは個別にパッチできるため、マトリクスはそれぞれ最大24入力で、出力プロセッ
シング機能を備えた16台のミキサーとして使用することが可能です。

マトリクスを使用するにはまず、出力バスをマトリクス出力として設定しなければなりません。この操作は、All 
Bussesモードにする(入力フェーダーページセクションの［ALL BUSSES］ボタンを押す)か、マスターベイタッ
チスクリーンで目的のメーターグループにタッチすることで簡単に行えます。この場合、バスマスターおよびアサ
インは右端の入力ベイにマップされます。

マトリクスコントロール
マトリクスセンドレベルを入力ベイにマップするには、［ALL BUSSES］ボタンが選択されていないことを確認し
てから、マトリクスマスターの［SOLO/SEL］を押します。全ての入力ベイがマトリクスセンドレベル表示に切
り替わり、FaderGlowTM がマトリクスの色 (青緑 ) で点灯します。

ソースのコトンロールに使用するフェーダーの上にある入力画面で、マトリクスソースの「+」Vistonics ボタン
を押します。パッチ設定画面が開き、画面の右側でMADI、ステージボックス、ローカル、ダイレクトアウト、ま
たはバス出力カテゴリーからソースを選択できます。

ソースを選択した後、マトリクスバス出力へのセンドレベルをチャンネルフェーダーと［ON］ボタンでコントロー
ルします。一部のソースタイプ (ダイレクトアウトおよびバス出力 )は、マトリクスバスに送る信号を取り出すソー
スチャンネルまたはバスの信号パス内のポイントを選択することが可能です。

青緑の FaderGlowはマ
トリクスセンドレベルを表
します。

マトリクスソースはチャン
ネルストリップVSTでア
サインできます。

マトリクスポイントは、マトリクス
に送る信号を取り出すポイントで
す。
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マトリクスソースON

対応するマトリクスソースを
ON/OFFします。

マトリクスソース
フェーダー

マトリクスミックスへのセン
ドレベルとしてソースのレ
ベルを調整します。

マトリクスソースソロ
/選択

マトリクスマッピングを取り
消してチャンネルを元に戻し
ます。

マトリクスパン
エンコーダー

ステレオマトリクスソースの
パンコントロール

マトリクスバスがステレオの場合、各マトリクスソースフェーダーの
上にパンコントロールが表示され、選択したソースをマトリクスバ
スのステレオイメージ内に定位させることができます。マトリクス
がモノの場合、このコントロールは機能しません。

マトリクスソース

マトリクス入力のソースを選
択します。

ボタンを押すとパッチ選択画面が開き、出力バス、物理コンソー
ル入力、入力チャンネルダイレクトアウトなどの選択可能なマトリク
スソースが全て表示されます。

マトリクスXポイント

選択したマトリクスソースを
取り出すポイントを選択しま
す。例えば、バスマスター
をマトリクスソースとして
選択した場合、プリフェー
ダー、ポストフェーダー、ま
たはポストONを選択でき
ます。
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Vi3000は、入力チャンネルと出力チャンネルの両方をアサインできる最大4系統のミュートグループ (MG) と
16系統のプライマリーVCAマスターをサポートしています。

モニタリングに最適なセカンダリーレベルのVCA機能があり、最大16系統のVCAマスターを各Aux ミックス
にアサインし、チャンネルフェーダーでAux をコントロールすることが可能です。つまり、各16系統25組の
VCAグループがあることになります。この機能についてはセクション8.3 で詳しく説明します。

各入力 /出力ストリップは、VCA/ ミュートグループインジケーターとして、8セグメントの LEDインジケーター
でフェーダーの横に装備しています。これらのインジケーターは、各チャンネルが属するミュートおよびVCA
グループを3モード ( ミュートグループ1～4、VCA 1 ～ 8、およびVCA 9 ～ 16) で示します。インジケー
ターのモード選択は、マスターベイフェーダーパネルの左側にあるMUTE & VCA GROUPSボタングループの
DISPLAYセクションで行います。

ミュート /VCAグループ

マスター FADER PAGESにより、各 8系
統のVCA/バスマスターページをマスターベ
イチャンネルストリップにアサインします。

ミュート/VCAグループ設定およびミュートグ
ループリコールボタングループ

［ON］ボタン、ミュートセーフLED、および
ミュートグループ /VCAインジケーター。イ
ンジケーターのアサインはMUTE & VCA 
GROUPSのDISPLAYボタンで行います。

MUTE & VCA GROUPSの［SETUP］ボ
タンを押すと設定手順が開始され、設定オプ
ションがマスターベイタッチスクリーンに表示
されます。
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4系統のコンソールミュートグループがあり、MUTE & VCA GROUPSボタングループの［1］/［2］/［3］/［4］
ボタンでそれぞれ呼び出せます。ミュートグループには入力チャンネルと出力チャンネルの両方をアサインできま
す。

ミュートグループによってチャンネルミュートをONにすると、チャンネルのONボタンが赤色に点灯します。

ミュートグループのアサインを開始するには、MUTE & VCA GROUPSの［SETUP］ボタンを押します。

ミュートグループの操作

ミュート設定 消灯時 点灯時

MUTE & VCA GROUPS
の［SETUP］ボタンを押し、
設定するミュートグループの
ボタンを選択します。

［SETUP］ボタンはONにすると青色に点灯します。ミュートグルー
プマスターボタン (［1］/［2］/［3］/［4］)は、選択時に赤
色に点灯します。チャンネル (入力 /出力 ) の［SOLO/SEL］ボ
タンを押すと、選択されたミュートグループにそのチャンネルがア
サインされます。［SETUP］ボタンをもう一度押すと設定モード
が終了します。

通常
ミュート設定

モード

ミュートグループ「n」 消灯時 点灯時

ミュートグループをON/選
択します。

ミュートグループセレクターは、通常モードでは選択されたミュート
グループをONにします (それらのチャンネルをミュートします )。
設定モードでは、設定するミュートグループを選択します。

通常
ミュート

グループ選択
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VCAグループの設定を開始するには、MUTE & VCA GROUPSの［SETUP］ボタンを押します。VCAマスター
の［SOLO/SEL］ボタンを押すと、各チャンネルの［SOLO/SEL］ボタンでチャンネルをそのVCAグループに
アサインできるほか、マスターベイVistonics で VCAグループオプション (ラベル設定など )にアクセスできま
す。詳細は以下の説明を参照してください。

通常のVCAグループのメンバーとして、出力チャンネルと入力チャンネルのいずれかを選択できます。

VCAをアサインするには、目的のマスターベイフェーダーページレイヤーを選択することにより(VCAマスター1
～8は［VCA］、VCAマスター 9～16は［E］)、VCAマスターの［SOLO/SEL］ボタンを有効にする必要があ
ります。

設定時のVCAマスターレベル
VCAのアサインは、定格レベルが合ったチャンネルまたはグループフェーダーとVCAマスターで行う必要があり
ます。つまり、VCAマスターが－40 dB、チャンネルまたはグループが 0 dB の場合、VCAマスターをチャンネ
ルまたはグループにアサインしてはなりません。VCAマスターは、VCAグループ設定モードで使用可能な 0 dB
ボタンを備えています。

VCAグループの操作

VCAおよび「E」
ボタン 点灯時

VCAをマスターベイフェー
ダーにマップするための
フェーダーページボタン

［VCA］ボタンは、VCAマスター1～8を8本のマスターベイ
フェーダーにマップします。［E］ボタンは、VCAマスター9～
16を8本のマスターベイフェーダーにマップします。
VCAマスター1～16は、ユーザー設定フェーダーページ設定
を使用して、バス出力フェーダーと共に出力フェーダーページA
～Eにアサインできます。VCAページは再マップできず、常に
VCA 1～ 8を含みます。

VCA範囲選択

VCAマスター［ON］
ボタン 消灯時 点灯時

VCAの全メンバーチャンネ
ルのマスターON/OFFボ
タン

すでにONになっているチャンネルをVCAマスター［ON］/
OFFボタンでOFFにした場合、手動「OFF」チャンネルと区別
するために、そのチャンネルの［ON］ボタンが赤色で点灯します。
VCAマスターON/OFFスイッチ自体の状態は2つのみで、
OFF時は赤色、ON時は緑色に点灯します。

全VCA
メンバー

OFF(ミュー
ト)

全 VCA
メンバーON

VCAグループ
フェーダー ローレンジ

VCAグループのメンバーで
ある全チャンネルのオフセッ
トdBレベル

・ VCAマスターフェーダーを動かしても、メンバーチャンネルの
チャンネルフェーダーレベルは変わりません。

・ チャンネルが複数のVCAグループにアサインされている場合、
そのチャンネルに適用されるオフセットは、各VCAマスターの
dB値の算術和として計算されます。

・ いずれかのVCAマスターフェーダーを－∞ dB(フェーダー突き
下げ位置 )にすると、他のマスターフェーダーの設定に関係なく、
全メンバーチャンネルが－∞ dBに設定されます。

・ チャンネルフェーダー設定およびVCAマスターフェーダーとの
オフセットの結果としてメンバーチャンネルに加えられる最大ゲイ
ンは、+10 dBに制限されます。

ー∞

VCAマスターソロ /
選択 消灯時 点灯時

VCAの全メンバーチャンネ
ルのマスターソロボタン

VCAソロをONにすると、モニター設定ページ(SOLOセクション)
の AUTOボタンの設定に応じて、PFL(グループのメンバーチャ
ンネルが1つのみの場合 )またはAFL(グループのメンバーチャ
ンネルが複数の場合 )になります。
それ以外は、モニター設定ページのPFL/AFLスイッチの設定に
従います。

通常 ソロON

Vi1000/Vi2000/Vi3000 USER MANUAL

8.2 MUTE & VCA GRPS > VCA GROUPS

8.2 MUTE & VCA GRPS > VCA GROUPS

8.2 - 1



VCA設定 消灯時 点灯時

MUTE & VCAGROUPS
の［SETUP］ボタンを押し、
設定するVCAグループの
VCA［SOLO/SEL］ボタ
ンを選択します。

［SETUP］ボタンはONにすると青色に点灯します。また、選択
したVCAマスターの［SOLO/SEL］ボタンも青色に点灯します。
その状態で、そのVCAグループのメンバーにしたいチャンネルの
［SOLO/SEL］ボタンを押します。その後、［SETUP］ボタン
をもう一度押して設定モードを終了するか、別のVCAマスターの
［SOLO/SEL］ボタンを押して新しいVCAグループを設定しま
す。VCAグループの設定中は、マスターベイタッチスクリーンお
よびVSTエリアでいくつかのオプションの設定が可能です (下記
参照 )。

通常 設定モード

一括VCAアサイン

全入力チャンネルをVCA
グループのメンバーとして
選択 /選択解除します。

まず［SOLO/SEL］ボタンを押して、必要なVCAグループを選
択します。

Aux VCAモード
一括ON/OFF

マスターベイの全VCAマ
スターのAux VCAモード
と通常モードを切り替えま
す (Aux VCAモードのセク
ションを参照 )。

VCAマスター
リセット

VCAマスターを0 dBに
設定します。

現在選択されているマスターを0 dBに設定するか、全てAuxセ
ンドVCAマスターに設定します (Aux VCAモードのセクションを
参照 )。

VCAグループラベ
ル

VCAマスターのラベル設
定のために、標準ラベル設
定キーボードをマスターベ
イタッチスクリーンエリアに
開きます。

ラベル設定
キーボード
非表示

ラベル設定
キーボード表示

Aux VCAモード
［ON］/OFF

現在選択されているAux 
VCAマスターをON/OFF
します (Aux VCAモードの
セクションを参照 )。

フェーダー［FLW］モードでAuxマスターを選択すると、「ON」
に設定されたVCAマスターは通常のVCAグループではなく
Aux VCAグループをコントロールします。Aux VCAグループマ
スターフェーダーは白色のFaderGlowでハイライト表示され、「通
常」のチャンネルVCAは青色の FaderGlowでハイライト表示さ
れます。

通常
Aux VCA
モードON
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Aux VCAグループ (フェーダーコントロール )

VCAグループは通常、FOHエンジニアが入力チャンネルフェーダーのグループをコントロールするために使用し
ます。この場合、モノ /ステレオチャンネルをグループ化して1本のマスターフェーダーでコントロールするこ
とで、ミックス時のコントロールが簡単になります。

一方、モニターミックスエンジニアにとっては、チャンネルフェーダーのコントロールよりもAux センドのコン
トロールの方が重要です。そのため、VCAグループの機能は、チャンネルフェーダーだけでなくAux センドのグ
ループもコントロールできるように拡張されています。

最大24系統のAux センドを設定できるため、メインチャンネルフェーダーVCAグループに加えて、最大24
組のVCAグループ (それぞれ最大16系統のグループマスター )があることになります。

Aux の VCAコントロールは、マスターフェーダーの横にあるフォロー出力ソロ［FLW］ボタンをONにした場
合のみ可能です。VSTエンコーダー列にある［FLW］ボタンのペアでは、この機能にアクセスできません。

VCAマスターでコントロールできるAux ミックスは、一度に1つのみです。

Aux VCA を設定する際、VCAマスターごとにAux VCA マスターモードをON/OFF できるため、「通常」の
VCAも使用可能です。

チャンネル1の入力フェーダーはVCA 1にアサインされ、入力チャンネ
ル3/4/5のフェーダーはVCA 4にアサインされています。

各16系統最大24組のAuxセンドVCAマスターがあります (24系統のAuxセンドに対応 )。アサイン
はチャンネルフェーダーVCAアサインを反映します。
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Aux VCAの設定手順

1) マスターフェーダーページ［A］～［C］の選択により、目的のAux バスを選択します。

2) マスターフェーダーの横にある［FLW］ボタンを有効にします。

3) 目的のAux マスターフェーダーの下にある［SOLO/SEL］ボタンを押します (または、マスターVSTエリア
のソロスイッチを使用します )。

4) ［VCA］(VCA1～ 8の場合 )または［E］(VCA9～ 16の場合 )を押します。

5) VCAマスターフェーダーの FaderGlow が白色に変わり、フェーダーを動かすとVCAにアサインされたチャ
ンネルからAux センドに適用されるオフセットが表示されます。この時、VCAマスター［SOLO/SEL］ボタ
ンは機能しません。メンバーチャンネルのAux センドON/OFF は、VCA［ON］ボタンでコントロールします。

6) 別の Aux を選択するには、目的のバンクキー［A］～［C］を押し、必要なAux をソロにし ( またはVSTス
クリーンで直接ソロにし )、［VCA］または［E］を押します。終了するには［SOLO CLEAR］を押し、［FLW］
を選択解除します。

注：Aux VCAを設定するには、ステップ4の後にMUTE & VCA GROUPSの［SETUP］ボタンを押し、通
常のVCAグループ設定手順 (チャンネルの［SOLO/SEL］ボタンでメンバーを選択し、［SETUP］を押して終了 )
に従って、メンバーチャンネルをそのAux VCAグループにアサインします。Aux VCAグループは、「通常」のチャ
ンネルVCAと同じ入力アサインを共有する必要があります。
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モニタリングシステムのメインソースは、モニターA、モニターB、およびヘッドホンの3つです。信号は、ソロ、
LCR、トークバックリターンなどのサブソース、および L/R信号を個別にパッチ可能な2系統のユーザー設定ス
テレオソースから送られます。

モニタリングシステム

モニター出力はA、B、およびヘッドホンの3つです。L/Rを個別にアサイン可能
な2つのユーザー設定ソース (USER A、USER B)を含め、さまざまなソースの
出力をモニタリングできます。
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MONITOR A、MONITOR B、
およびHEADPHONE(HP)ソー
スタイプに応じて、LCR また
は LR+Cがありますが、これと
USER A/B の選択は排他的で
す。つまり、LCRまたはLR+Cか、
USER A または USER B を選
択できます。ソロおよびトークバッ
クリターンは全てのソースと組み
合わせることが可能です。

入力 /出力ソロ、およびユーザー
A/ユーザーBモニターソースに
は、それぞれ固有のパッチ設定
オプションがあり、モニター設定
画面で設定できます。

Vi1000/Vi2000/Vi3000 USER MANUAL

 9.0: MONITORING

 9.0: MONITORING

9.0 - 1



コンソールモニターコントロールは、マスターベイのマスターフェーダーの右側にあります。ただし、［INPUT 
PRI］( ソロインプットプライオリティ )は上部セクションのSOLOボタングループと共にマスターベイの右側に
あります。

モニター出力はA、B、およびヘッドホンの3つのです。モニターAは LCR出力、モニターBは LR出力、ヘッ
ドホン出力はコンソール前面のヘッドホン端子に送られるLR出力です。L/Rを個別にアサイン可能な2つのユー
ザー設定ソース (USER A、USER B) を含め、さまざまなソースの出力をモニタリングできます。

ソロは、メインモニターへのセンド信号とミックスできます。また、オート機能の設定により、ソロ選択に応じて
PFLまたはAFLを選択することも可能です。

ソロシステムのコントロールについては、モニター設定のセクションで説明します。コンソールのソロシステムの
ロジックおよび使用方法については第10章で説明します。

モニタリング：コントロール

ソロトリム ( 状況依存 )、ソロブレン
ド (バックグラウンドレベル )、およ
びヘッドホンレベル

［SETUP］ボタンを押すと、モニター設定画面がマスターベイ
Vistonicsに開きます。

選択したモニターソースのメーター

ソロタイプインジケーター (PFLまたはAFL)

選択したモニターソースの ON/
OFFスイッチ

選択したモニターソースレベルのフェーダーコントロール

モニターA/モニターBソース選択
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MNTR B － 
モニターA/B選択 消灯時 点灯時

メーターに表示する、フェー
ダーでコントロールする、
および［ON］ボタンで
ON/OFFするモニターを選
択します。

モニターAおよびBソースはいずれも常にONです (個々の
ON/OFF 状態に従います )。MTR Bボタンを押すとメーターお
よびコントロールのアサインが切り替わります。

モニターA モニターB

モニターフェーダー ローレンジ ハイレンジ

モニタリング音量レベルを
コントロールします。

－∞ +10dB

AFL/PFL
インジケーター

ONになっているソロが
PFLかAFLかを示します。

モニター設定 点灯時

マスタースクリーンにモニ
ター設定ページを開きま
す。

［SETUP］ボタンはONにすると青色に点灯します。 設定ON

ヘッドホンレベル ローレンジ ハイレンジ

ヘッドホンの音量レベルをコ
ントロールします。

ヘッドホン出力端子はコンソール前面のアームレストの下にあり、
インピーダンスが50～600 Ωのヘッドホンに対応しています。

OFF +20dB

ソロトリム ローレンジ ハイレンジ

ソースソロレベルを調整し
ます。

このコントロールはソロの状態に依存します。グローバル入力ソロ
トリムレベルに加えて、24出力ごとに異なるトリムを設定すること
が可能です。

-10dB +10dB
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ソロブレンド ローレンジ ハイレンジ

モニターソース信号のバッ
クグラウンドレベルを調整し
ます。

ソロ以外のソースのレベルをOFF～－10 dBの範囲で調整して、
ソロが聞こえるようにミックスのレベルを下げることができます。

OFF ‐10dB

ソロインプット 
プライオリティ 点灯時

インプットプライオリティ
モードを有効にします。

出力ソロをONのまま、入力ソロを一時的に優先してONにでき
ます。入力ソロをOFFにすると、出力ソロの音声信号がソロバス
に戻ります。詳細は第10章「ソロシステムの動作」を参照して
ください。

インプット 
プライオリティ

有効
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モニター設定ページでは、MONITOR A/B およびHPへの全てのモニターソースのアサインやモニターディレイ
の設定を行います。

モニター設定

モニター入力
ソロソース

入力ソロソースとして、入
力チャンネルPFL、AFL、
または「AUTO」を選択し
ます。

AUTOオプションを選択した場合、1つのソロのみがONの場合
はPFL、複数のソロがONの場合はAFLが選択されます。

出力ソロソース

出力ソロソースとして出力
バスPFLまたはAFLを選
択します。
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ソロインプレイス
モード

ソロインプレイスモードを有
効にします。

これはサウンドチェックやリハーサル専用のモードです。SIPモー
ドでチャンネルをソロにすると、他のチャンネルは全てミュートさ
れ、ソロチャンネルのみがコンソールのミックス出力にステレオ定
位で送られます。

ミュートセーフモード

ミュートセーフ (SIPアイソ
レーション )設定モードを有
効にします。

(MUTE SAFE)を有効にした場合、入力チャンネルからミュート
セーフ状態をチャンネルのSELキーで切り替えることができます。
チャンネルの状態は、そのチャンネルのミュートセーフLEDによっ
て表示されます。
注：この設定モードは、設定ページを閉じると無効になります。

モニター設定モード

モニター設定サブページを
開きます。

モニター設定サブページのパラメーターが、マスタースクリーン
のVSTエリアに開きます。詳細は以下の説明を参照してください。

自動解除モード

TBC

LCRソース選択

モニター出力A/B/HPの
ミックスマスター出力ソース
を選択します。

モニターA(LCR) 出力の場合はLCR/C、モニターBおよびヘッ
ドホン出力の場合はLR/Cを選択できます。この選択はユーザー
AまたはユーザーBソースと組み合わせることはできませんが、
ソロおよびトークバックオプションとの組み合わせは可能です。

ユーザーA/Bソース
選択

モニター出力A/B/HPの
ユーザー設定出力ソースを
選択します。

モニター出力のメインソースとしてユーザーAとユーザーBのい
ずれかを選択します。この選択は、LCR、LR、またはCソース
と組み合わせることはできませんが、ソロおよびトークバックオプ
ションとの組み合わせは可能です。ユーザーA/Bのアサインはモ
ニター出力ごとに独立しています。
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入力ソロ選択

入力ソロ信号をモニターA、
B、およびヘッドホン出力に
ルーティングします。

入力ソロ信号はモニター設定画面のSOLOセクションで設定しま
す。入力ソロのアサインはモニター出力ごとに独立しています。

出力ソロ選択

出力ソロ信号をモニターA、
B、およびヘッドホン出力に
ルーティングします。

出力ソロ信号は、モニター設定画面のSOLOセクションで設定し
ます。出力ソロのアサインはモニター出力ごとに独立しています。

トークバックリターン
選択

トークバックリターン信号を
モニターA、B、およびヘッ
ドホン出力にルーティングし
ます。

トークバックリターンのアサインはモニター出力ごとに独立してい
ます。

モニターフォローA

モニターB/ヘッドホンソー
スのアサインをモニターA
に強制的に合わせます。

モニター出力
フォーマット

モニターA、B、および
ヘッドホン出力のステレオ
フォーマットを選択します。

・ LR：Lソース → L モニター出力、Rソース  → Rモニター出力
・ RL：Lソース  → Rモニター出力、Rソース  → L モニター出力
・ LL：Lソース  → L/Rモニター出力
・ RR：Rソース  → L/Rモニター出力
・ Mono：L/RソースをサミングしてL/Rモニター出力に送ります。
C信号は影響を受けません。フォーマット選択はモニター出力ご
とに独立しています。

モニターディレイ
微調整 ローレンジ ハイレンジ

モニターディレイタイムを
微調整します。

ディレイ0 必要

Vi1000/Vi2000/Vi3000 USER MANUAL

 9.2: MONITORING > SETUP

  9.2: MONITORING > SETUP

9.2 - 3



モニターディレイ ローレンジ ハイレンジ

モニターディレイを調整しま
す。

モニターディレイにより、PAスピーカーから離れた場所で作業す
る場合に、ヘッドホンやモニタースピーカーをメインPAシステム
からの出力にタイムアラインメントできます。ディレイは全モニター
出力 (モニターA、B、およびヘッドホン )に適用されます。

ディレイ0 2000mS

モニターディレイON

モニターディレイをON/
OFFします。
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モニター設定サブページでは、パッチ設定やユーザーソースのラベル設定などの基本設定を行います。

モニター設定サブページ

ユーザーA/Bパッチ
設定

ユーザーAおよびユーザー
Bモニターソースに個別に
入力をアサインします。

選択すると、ソースアサイン画面がタッチスクリーンに表示されま
す。コンソール I/O、グループバス、ミックスバスチャンネル、ソ
ロチャンネルなど、任意の入力をL/Rユーザーチャンネルに個別
にアサインできます。

ユーザーA/Bラベル
設定

ユーザーA/Bモニターソー
スにラベルを設定します。

選択すると、キーボード入力画面がタッチスクリーンに表示されま
す。画面上のキーボードまたは外部USBキーボードで、ラベル
「USER A」および「USER B」を変更できます。
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出力ソロアサイン

モニターA、B、およびヘッ
ドホン出力に出力ソロを個
別にアサインします。

選択すると、出力アサイン画面がマスタータッチスクリーンエリア
に表示されます。モニター出力ごとに出力バスソロを選択できま
す。これは、ステージモニター用途において役立ちます。例えば、
モニターBにインイヤーヘッドホンシステムを接続し、インイヤー
モニターミックスのソロをモニターBにのみ送るようにプログラム
することが可能です。この例では、通常のウェッジスピーカーシス
テムはモニターAに接続し、ウェッジモニターミックスをソロ時に
モニターAにのみ送るようにプログラムします。

DIMレベル ローレンジ ハイレンジ

モニターDIMレベルを0
～－∞の間で調整します。

DIM機能は、GPIO機能でトークバックリターン機能をONにした
場合にのみ有効になります。

－∞ 0dB
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AFL、PFL、SIP
Soundcraft Vi3000TM のソロシステムは、入力および出力からのPFL/AFL ソロ機能に加え、サウンドチェッ
クやリハーサル専用のソロインプレイスモードを備えています。ソロインプレイスモードはモニター設定画面で有
効にする必要があり、有効にするとソロシステムの動作モードが切り替わります。誤ってONのままにならない
ようにモニター設定画面を閉じると自動的にキャンセルされます。

PFL およびAFLソロ (SIP モードOFF)

• 1 つの入力をローカルでソロにすると、モニター設定ページで選択されているモード ( デフォルトはAUTO、
次項参照 )に応じて、PFLまたはAFLソロがソロバスに送られます。

• モニター設定ページで入力ソロモードがAUTOに設定されている場合、複数の入力をローカルでソロにすると
(最初の［SOLO/SEL］ボタンを押しながら別の［SOLO/SEL］ボタンを押すか、自動解除モードをOFFにする )、
全てのソロ入力からのAFLソロがソロバスに送られます。1つの出力をソロにするとソロはPFLとなります。

• モノ入力から送られるPFL信号は、チャンネルパンコントロールの後から取り出されるため、モニター出力に
送られる信号はパン設定を反映します。入力がステレオ入力の場合、PFL 信号は Lチャンネルが Lソロバス、
RチャンネルがRソロバスに送られます。

• モノまたはステレオ (ペア ) 入力から送られるAFL信号はステレオで、チャンネルパンに従います。

• ( ローカルまたはVCAマスターソロで ) 出力をソロにすると、モニター設定で選択されているモード ( 出力ソ
ロのデフォルトはAFL) に応じて、AFLまたはPFLソロが送られます。ポストフェーダー出力信号はソロバス
に送られます。

• SIP モードがOFFの場合は必ず、ソロをONにすると音声がソロバスに送られ、モニター設定ページで入力ソ
ロおよび /または出力ソロがモニターソースとして選択されていれば、モニターセクションは自動的に前のモ
ニターソースに優先してソロ信号に切り替わります。

SIP ソロ (SIP モードON)

• 入力をソロにするとSIP ソロになり、ソロまたはミュートセーフに設定されていない入力は全てミュートまた
は減衰されます。その後にソロにしたチャンネルはミュートが解除されます。減衰量は、前面パネルのSOLO 
BLENDコントロールで調整します。

• 入力がアサインされているVCAマスターをソロにすることで入力 ( または入力グループ ) をソロにすると、
VCAグループの全ての入力がSIP ソロになります。

* 入力信号はソロバスに送られず、モニターセクションはソロバス音声に切り替わりません (ソロ信号はマスター
LRCバスに直接送られます )。

• 出力をソロにすると、SIP モードがOFF の時と同様に、( モニター設定でのモード選択に応じて ) 通常の出力
AFLまたはPFLソロが送られます。出力信号はソロバスに送られ、モニターセクションは前のモニターソース
に優先して出力ソロ信号に切り替わります。

ソロシステムの動作
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ソロの動作ロジック

ソロの作動

以下の条件を満たしている限り、コンソールのいずれかの［SOLO/SEL］ボタンを押すとソロが作動します。
• ギャングモードがONでない。
• VCAまたはミュートグループ設定ページが開いていない。
• 入力または出力フェーダーページ設定ページが開いていない。

ソロの解除

• コンソールのマスターセクションにある［SOLO CLEAR］ボタンを押すことにより、全てのソロを解除できます。
このボタンは、ONのソロがあると点灯します。

• ソロは手動でOFFにできます。
• 自動解除モード (後述 ) が有効な場合、他のソロを押すとソロを解除できます。

インプットプライオリティモード

マスターベイの［INPUT PRI］ボタンでインプットプライオリティモードを有効にすると、出力ソロをONのま
ま、入力ソロを一時的に優先してONにできます。入力ソロをONにすると、その音声信号がソロバスの出力ソ
ロ音声信号に置き換わりますが、出力の［SOLO/SEL］ボタンは点灯状態のままです。入力ソロをOFFにすると、
出力ソロの音声信号がソロバスに戻ります。
ヒント：インプットプライオリティモードは、通常の作業時は出力ソロが常にONで、トラブルシューティング
時にのみ入力をソロにする必要があるモニターエンジニアに適しています。このモードでは、入力ソロを解除する
と、その前にモニターしていた出力ソロに自動的に戻ります。

自動解除モード

ライブSRミキシングでは、ほとんどの場合、ソロにするのは常に1チャンネルのみです。そのため、ソロを押
した時に前のソロをキャンセルして常に1つのソロのみがONになるように、ソロを「自動解除」するのが一
般的です。そうすれば、次のチャンネルをソロにする前にソロをOFF にする必要がなくなるため、効率的な作
業が可能です。しかし、トークバックを使用した回線チェックなど、場合によってはあるチャンネルをソロにし
たまま別のチャンネルをソロにする必要があり、そうした場合には追加ソロが必要です。モニター設定ページの
｛Autocancel｝ON/OFF ボタンを使用すれば、必要に応じて動作を設定できます。また、最初のソロを押しなが
ら次のソロを押すことにより、｛Autocancel｝モードがONのままでも、一度に複数のチャンネルまたはバスを
ソロにすることが可能です。ただし、こうした追加ソロは一時的なものであり、次のソロを押すとそれまでのソロ
は全て解除されます。

インプットプライオリティモードと自動解除モードは、両方とも有効にした場合、同時に機能します。この場合、出
力ソロ間および入力ソロ間では解除が行われますが、入力ソロによる出力ソロの解除またはその逆は行われません。

フォロー出力ソロモード

最新デジタルコンソールの重要な機能として、チャンネルフェーダーをアサインしてモニターミックスのAux セ
ンドレベルをコントロールする方法があります。Vi3000ではこのモードを「フォロー」モードといい、バス選
択ボタンの役割も果たす出力バスソロの選択に入力フェーダーが従います。
フォローモードを有効にするには、三角形のフォロー出力ソロ［FLW］ボタンを使用します。フェーダーエリア
に 1つ、Vistonics エリアに 2つ、合計 3つの［FLW］ボタンがあります。同時に複数の［FLW］ボタンを
ONにすることはできません ( 全てOFF は可能です )。Vistonics エリアでフォローモードを選択すると、横列
のVistonics エンコーダーがコンソール全体にわたって現在ソロになっているバスのセンドレベルにアサインさ
れます。［FLW］ボタンは、上段および下段のVistonics列に1つずつあります。Vistonicsエリアでフォローモー
ドを使用するには、Vistonics スクリーンのプロセッシングビューを全て選択解除しなければなりません。
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• フェーダーまたはVistonics エンコーダーのフォローソロが有効でない場合、グループまたはAux 出力ソロを
押すと出力ソロがONになります。また、ソロ出力のEQ/Dyn/Misc タッチスクリーンエリアが、マスターセ
クションのタッチスクリーン (通常は入力メーターが表示されているスペース )に表示されます。

• フェーダーまたはVistonics エンコーダーのフォローソロが有効な場合、グループまたはAux 出力の［SOLO/
SEL］ボタンを押すと出力ソロがONになり、ソロになっているバスのセンドに入力チャンネルフェーダー
またはエンコーダーがアサインされます。( 一般的な「センズオンフェーダー」機能と同等 )。この場合、
FaderGlow は入力フェーダーにアサインされているバスのタイプを表す色 (Aux センドはオレンジ、グループ
センドは緑 )に点灯します。ただし、グループセンドの場合、フェーダー自体は機能せず、チャンネルの［ON］
ボタンのみを使用します。

• マトリクス出力の［SOLO/SEL］を押すと、フォローソロモードの設定に関係なく、出力ソロがONになり、
マトリクス出力のEQ/Dyn/Misc タッチスクリーンが表示され、出力からソロマトリクス出力へのセンドレベ
ルがチャンネルフェーダーにアサインされます。入力フェーダーの FaderGlowの色は、現在コントロールして
いるマトリクスを示す青緑に変わります。

出力ソロが有効な間、いつでも［FLW］ボタンを押してフォローモードを解除できます。チャンネルフェーダー
はグローバルレベル調整用に戻ります。［FLW］ボタンをもう一度押すと、フォローモードに戻り、ミックスへの
センドレベルを調整できます。

この機能は基本的にモニターミックス用であるため、Monitor Default Showを読み込むと、フェーダーエリア
の［FLW］ボタンが自動的にONになります。

注：フェーダーエリアの［FLW］ボタンには、入力チャンネルのAux センドのVCA制御を有効にする機能もあ
ります。詳細は第8章「ミュート /VCAグループ」を参照してください。

Vi1000/Vi2000/Vi3000 USER MANUAL

10.0: SOLO System

10.0: SOLO System

10.0 - 3



Vi3000のレベルメーターは+18 dB～－36 dBの範囲で、アナログライン出力からの実際の出力レベル (dBu)
で表示します。ゲインリダクションの表示範囲は0～ 20 dB です。Vi3000は DSP処理全体にフローティン
グポイント演算を採用しており、ミキサー内部で音声信号がオーバーロードすることはありません。マスター出力
メーターに表示される信号レベルが高すぎる場合、適切なレベルになるまでマスターフェーダーを下げてください。

全てのチャンネルとバスマスターにメーターを装備するほか、デフォルトのマスターベイタッチスクリーンエリア
にコンソールパスごとのメーターを装備しています。

タッチスクリーンメーターにタッチすると、入力ベイ3( 右端 ) にアサインできます。

メーター
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入力レベルメーター

入力チャンネル信号パス内
の選択したポイントにおける
入力レベルを表示します。

オーバーロード(OVL)LEDは、アナログ入力の過大入力 (マイク
プリアンプのクリップ )時に点灯します。

入力ゲイン
リダクションメーター

リミッターおよびコンプレッ
サー動作時の全体のゲイン
リダクション量を表示しま
す。

入力チャンネルごとに入力メーターを装備しています。各入力メーターは、20セグメントのレベルメーター(上部)
と 9セグメントのゲインリダクションメーター (GRM) の 2つで構成されています。

チャンネル信号パス内の測定ポイントおよびメーターピークホールド時間は、［MENU］ボタンで開くメイン設定
画面の「Settings」タブで選択できます。

入力チャンネルメーター

オーバーロードインジケーター
付きの20セグメントレベルメー
ター

ゲインリダクションメーター
リミッターおよびコンプレッサーの動作時
に働きます。
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バスメーター

バスマスターの信号レベル
を表示します。

バスマスターはステレオチャンネルとして設定できるため、バスマ
スターストリップのレベルメーターはL/Rメーターを装備していま
す (L/Rチャンネルはコントロールを共有しますが、この機能は将
来のリリースのために予約されています )。GRMは、リミッター
およびコンプレッサー動作時の全体のゲインリダクション量を表示
します。ステレオバスマスターのダイナミクスは常にリンクされて
いるため、GRMは同じ値を示します。

オーバーロードLEDは、レベルがフルスケールを超えた場合 (ア
ナログ出力ステージのクリップ )に点灯します。

ミックスマスター
メーター

L/R/C出力マスターはそれ
ぞれレベルメーターとゲイ
ンリダクションメーターを装
備しています(L/Rマスター
はステレオメーター、Cマ
スターはモノメーター )。

オーバーロードLEDは、レベルがフルスケールを超えた場合 (ア
ナログ出力ステージのクリップ )に点灯します。

モニターバス
メーター

モニターセクションはステレ
オレベルメーターを装備し
ています。GRMは装備し
ていません。

バスマスターメーター
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コピー /ペースト機能を使用すれば、任意のチャンネル、バス、FXセクション、およびプロセッシングの設定を
任意のチャンネルにコピー＆ペーストでき、セットアップの効率化やミスの防止に役立ちます。

コピー /ペーストモードは、Vi3000の強力なライブラリー機能とも連携します。これにより、使用中の任意の
パラメーターを選択し、ショーファイルとは別に内部ライブラリーに保存したり、USBストレージデバイスにエ
クスポート /インポートしたりすることが可能です。

コンソールをコピーまたはペーストモードにすると、黄色のバーが全ての入力スクリーンに表示され、「コピー /
ペースト」モードに切り替わります。項目の選択は、コントロールではなくサーフェイスを使用して行います。ま
た、マスターベイVistonics の VSTエリアに、Lexicon FX ブロックと｛LIB｝ライブラリーアクセスボタンが
表示されます。

コピー /ペーストモードでは、Vistonics スクリーンでチャンネルストリップの音声信号をコントロールするこ
とはできません。

編集 /ライブラリーシステム － コピー、ペースト、アンドゥー、ライブラリー保存

コンソール内だけでなく、コンソールのライブ
ラリーシステム間でもチャンネル、ブロック、
およびパラメーターのコピー、ペースト、移動
が可能です。

チャンネルをコピーするには［COPY］を押し、
チャンネル［SOLO/SEL］ボタンでチャンネ
ルを選択します。ペーストするには［PASTE］
を押し、［SOLO/SEL］ボタンでペースト先の
チャンネルを選択します。

ペーストモードにすると、マスターベイVSTコ
ントロールエリアにオプションが表示されます。
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12.1　コピー、ペースト、アンドゥー

一定範囲のチャンネル /バス、個々のチャンネル /バス、プロセッシングブロック (EQなど )、あるいはプロセッ
シングブロック内の個々のパラメーター(マイクゲインコントロールなど)をクリップボードにコピーし、別のチャ
ンネル、ブロック、または範囲にペーストできます。内蔵 Lexicon FX ユニットのコピー＆ペーストも可能です。

直前のペースト操作は、アンドゥー機能で素早く取り消すことができます。

コピーオプション

• コンソールをコピーモードにします。
• チャンネルまたはバスマスターをコピーします。

コピーモードで、入力チャンネルまたは出力バス全体を選択 /選択解除するには、［SEL］ボタンを押します。範
囲選択を行うには、最初のチャンネルの［SEL］ボタンを押しながら、最後のチャンネルの［SEL］ボタンを押
します。チャンネル全体またはチャンネル範囲を選択すると、チャンネル境界線がグレーから黄色に変わります。

一部のパラメーターまたはプロセッシングブロックは、デフォルトではチャンネル /バスコピーに含まれません。
それらのほとんどは個別に選択することでコピーに追加できますが (下記参照 )、インサートポイントおよびダイ
レクトアウト設定は追加できません。

入力チャンネル全体のコピーに含まれず、個別に追加可能なパラメーターは、入力1/2スイッチ、入力1/2パッチ、
マイク入力ゲインおよび全ての関連スイッチ (48 V、パッド、位相反転など )、フェーダー /ミュート、VCA/ ミュー
トグループアサイン、FX設定です。

バス全体のコピーに含まれず、個別に追加可能なパラメーターは、出力パッチおよび FX設定です。

• ブロックのコピー

プロセッシングブロックを選択 /選択解除するには、そのブロックのタッチフィールドにタッチします。選択され
たプロセッシングブロックは、フィールドの左上隅に黄色い幅広のインジケーターで表示されます。

• パラメーターのコピー

単一のパラメーターを選択するには、対応するロータリーエンコーダーにタッチするか、エンコーダーの左側にあ
る小さなボタンを押します。コピーモードでパラメーターを簡単に呼び出すには、タッチフィールドを長押しして
「ズーム」モードにします。あるいは、ズームモードにしてから、通常の方法でタッチフィールドにタッチしてコピー
モードにすることもできます。

選択されたパラメーターは、パラメーターラベルの文字が黄色で表示されます。パラメーターによっては、個別に
選択できないものや、タッチすると一連のパラメーターが自動的に選択されるものもあります。

ブロック内の1組または1つのパラメーターのみが選択されている場合、小さな黄色のインジケーターが表示され
ます。

コピー、ペースト、
アンドゥー 点灯時

コンソールをコピーモードに
します。

チャンネル、プロセッシングブロック、およびパラメーターの選択
およびクリップボードへのコピーに使用します。コピーモードでは、
コンソールの［SEL］ボタンが青色に点灯し、ソロではなく選択と
して機能していることを示します。

コピーモード
ON
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• FXのコピー

コピー /ペーストモードでは、Lexicon FX ユニットを簡単に選択できるように、中央のスクリーンに4個1組
の FX選択エンコーダーが表示されます。選択するには、対応するエンコーダーにタッチするか、エンコーダー横
の対応するVistonics ボタンを押します。FXユニットがチャンネルまたはバスにアサインされている場合、チャ
ンネルストリップ上の FXブロックにタッチして選択することも可能です。

コピー /ペーストされるのは、各ユニットの現在の FXタイプに関連するパラメーターのみです。例えば、LEX1
を選択し、LEX1が現在Small Hall FX タイプに設定されている場合、Small Hall パラメーターのみがコピーさ
れます。

ペースト 点灯時

(コピーモードで選択され
た )チャンネル、プロセッシ
ングブロック、パラメーター、
またはLexicon FX 設定を
コピー先にペーストするた
めに、ペーストモードをON
にします。

コピーモードで選択した項目をペーストするには、［PASTE］を押
してペーストモードをONにし、コピー先チャンネルの［SOLO/
SEL］ボタンを押すか、VSTフィールドにタッチしてコピー先を選
択します。選択した各チャンネルにクリップボードの内容が直ちに
コピーされます。ペースト操作の後、［PASTE］ボタンをもう一
度押してペーストモードを終了し、通常モードに戻ります。
重要：操作が完了したら必ずペーストモードをOFFにしてくださ
い。OFFにしない場合、次にスクリーンにタッチするか、［SOLO/
SEL］ボタンを押した時に、クリップボードの内容が誤ってペース
トされます。

ペーストモード
ON

アンドゥー

直前のペースト操作を取り
消します。

コピーモード
ON
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ライブラリー機能を使用すると、EQセクション、ダイナミクスセクション、チャンネル /バス全体など、コンソー
ルのさまざまな要素をコピーし、ライブラリーシステムに保存することが可能です。保存した項目は、後でライブ
ラリーから呼び出して、コンソール上の任意のチャンネルまたはバスにペーストできます。さらに、ライブラリー
全体または個々の項目をUSBメモリーにエクスポートすることもでき、それによってコンソール間でのライブラ
リーの移動が可能になります。

コピーまたはペーストモードをONにすると、マスターベイVistonics スクリーンのVSTセクション左下隅に
｛LIB｝ボタンが表示されます。操作方法は、基本的なコピー /ペーストモードとほとんど同じです。ライブラリー
からペーストするには［PASTE］ボタンを押し、ライブラリー項目を選択し、コンソール上のターゲットにタッ
チします。ライブラリーにコピーするにはコンソールをコピーモードにし、コンソールブロックを選択し (コピー
/ペーストのセクションを参照 )、｛LIB｝ボタンを押します。現在読み込まれているライブラリーに選択項目が保
存されます。別のライブラリーに保存するには、まず目的のライブラリーを読み込むか、新規ライブラリーを作成
しなければなりません。

ライブラリー

ライブラリーアクセ
ス 点灯時

コピー (ライブラリーへのコピー )またはペースト(ライ
ブラリーからのペースト)モードでライブラリー機能にア
クセスします。

インクルードセンド
レベル

ライブラリーコピー /ペースト操作にセンドレベルを含め
ます。
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ライブラリーファイルシステム

ライブラリーファイルシステム自体は、コンソールの内蔵フラッシュドライブ上のフォルダーのシステムで構成さ
れます。フォルダー構造はプリセットで、トップレベルライブラリーフォルダー中に、ライブラリーに保存可能な
各種機能 (EQ、ダイナミクス、チャンネルなど )に対応するサブフォルダー (カテゴリーといいます )があります。
実際のライブラリー設定 (エントリーといいます )は、各カテゴリー内に保存されます。この構造およびフォルダー
名は固定であり、変更はできません。

また、ライブラリーに個別に保存可能なのはカテゴリーのある項目のみです。例えば、入力ステージ (ゲイン、パッ
ドなど ) やチャンネルストリップのAux センド部分に対応するカテゴリーはないため、これらのパラメーターは

ライブラリー － ライブラリーフォルダー

ライブラリーフォルダー構造
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チャンネルストリップ全体の一部として Input Channel カテゴリーに保存する以外は、ライブラリーへの保存は
できません。
Misc カテゴリーは、チャンネルまたはバスパラメーターの組み合わせの保存用です。現在、Misc カテゴリーに
保存可能なのはEQとダイナミクスの組み合わせのみですが、将来のソフトウェアアップデートで拡張される可能
性があります。

デフォルトライブラリー

Vi3000は、デフォルトライブラリーがインストールされた状態で出荷されます。このデフォルトライブラリー
には、一般的な各種用途に応じたファクトリープリセットが含まれています。デフォルトライブラリーのエントリー
は「読み込み専用」であり、削除できません。

特殊な手順により、デフォルトライブラリー内のデフォルトエントリーを更新するメカニズムが用意されています。
新規、修正、または追加のデフォルトエントリーが随時、ウェブダウンロード (USBメモリーにコピーすればコ
ンソールに転送可能 )の形でリリースされることがあります。

新規エントリーは、デフォルトライブラリーに読み込み専用のファクトリーデフォルトエントリーと共に保存する
か、新規ライブラリーを作成し、その中に保存することが可能です。

ユーザーライブラリー

デフォルトライブラリーとは別に、新規ライブラリーを必要に応じて追加作成できます。空のライブリーを新規作
成するか、Save As 機能を使用して既存のデフォルトライブラリーを複製することが可能です。その場合、ファ
クトリーデフォルトエントリーも含まれる新規ライブラリーが作成されます。空のライブラリーを新規作成すると、
フォルダー構造のみが作成されます。ライブラリー自体にエントリーは含まれていないため、ユーザーがエントリー
を保存する必要があります。

作成可能なライブラリー数またはエントリー数は、コンソール内のディスク上の空きスペースによって決まります。
各エントリーのファイルサイズは非常に小さく、通常の1チャンネル分のエントリーで100 kB 未満です。
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コピーまたはペーストモードで｛LIB｝ボタンを押すと、マスターベイVistonics スクリーンにライブラリーファ
イルシステムが表示されます。この画面でコンソールライブラリー内をナビゲートし、接続したUSBストレージ
デバイスに対してインポート /エクスポート操作を実行できます。

重要：コピーモードでは、コピー操作の前に目的のターゲットライブラリーを読み込んでおかなければなりません。

ライブラリーファイル画面

ファイルパス

現在選択されているディレクトリーおよびファイルパスを
常に表示します。

コピーモード
ON

ライブラリー

ライブラリーディレクトリーに直接移動します。
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上に移動

ファイルツリー内の1つ上のディレクトリーに移動します。

フォルダー /
ファイル名の設定

現在ハイライト表示されているライブラリーまたはエント
リーに名前を付けます。

フォルダー /
ファイル削除

現在ハイライト表示されているライブラリーまたはエント
リーを削除します。

現在読み込まれているライブラリー
は削除できません。

名前を付けて保存

ライブラリーのコピーを新しい名前で保存します。

新規ライブラリー

( 空の ) ユーザーライブラリーを新規作成します。
｛NEW｝ボタンは、ライブラリーディ
レクトリーレベルにのみ表示されま
す。

フォルダー /
ファイル選択

ハイライト表示されたエントリーを選択します。

現在読み込まれているライブラリー
には｛SEL｝ボタンが表示され、ラ
ベルが黄色の文字で表示されます。
読み込まれていないライブラリーには

｛LOAD｝ボタンが表示されます。
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ライブラリー読み込
み

ハイライト表示されたライブラリーを読み込みます。

ライブラリー /
エントリーをエクス
ポート /インポート

選択されたUSBストレージデバイスに
対して、ライブラリーまたはエントリー
のインポートまたはエクスポート操作を
実行します。

例えば、内部ライブラリー (ファイル画面の右側 )で
エントリーを選択し、USBストレージデバイスを選択
した状態でエクスポート矢印ボタンを押すと、現在選
択されているストレージデバイス上のライブラリーの
対応するカテゴリーに選択項目がコピーされます。

USBストレージ選択

接続されたUSBストレージデバイスを選択します。
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スナップショットは、コンソール全体のパラメーター設定の記録です。スナップショットの保存および呼び出しに
は、キューリスト内のキューを使用します。キューによってタイムコード、MIDI、およびGPIOイベントをトリガー
したり、それらによってキューをトリガーしたりすることも可能です。スナップショットの「スコープ」は、スナッ
プショットリコールに含める部分と含めない部分を表します。スコープはスナップショットごとに設定します。

スコープとは別に、全てのスナップショットに影響するスナップショットフィルターシステムがあります。これは
「グローバルフィルター」と呼ばれ、コンソールの［ISO］ボタンを使用します。グローバルフィルターシステム
により、コンソールチャンネル、ブロック、およびパラメーターをスナップショットおよびショーファイルのリコー
ルからアイソレートできます。

この章では、スナップショット、キューリスト、およびグローバルフィルターについて詳しく説明します。

スナップショット、キューリスト、およびグローバルフィルター

コンソールの［ISO］ボタンを押すと、そ
のチャンネルがスナップショットリコール
およびショーリコール (グローバルフィル
ター有効時 )からアイソレートされます。

SNAPHOT CONTROL ボタングルー
プ：［SETUP］ボタンを押すと、詳細な
キューリストコントロールがマスターベイ
Vistonicsエリアに表示されます。

SNAPSHOT CONTROL設定で有効に
すると、下の［LAST］および［NEXT］
ボタンでキューを順番にリコールできま
す。

スナップショット、キューリスト、およびグ
ローバルフィルター設定にはMIDI および
GPIOトリガー機能が含まれます。

Vi1000/Vi2000/Vi3000 USER MANUAL

13.0: SNAPSHOTS, CUELISTS, FILTERS

13.0: SNAPSHOTS, CUELISTS, FILTERS

13.0



13.1　スナップショット、キューリスト、グローバルフィルターのコントロール

スナップショット /
キュー設定 点灯時

マスターベイタッチスクリー
ンにスナップショットおよび
キューフィルター設定ペー
ジを開きます。

設定画面を表示

USB端子 点灯時

ショーの保存やメディアの再
生に使用するUSBストレー
ジデバイスを接続します。

コンソールの背面にさらに2つのUSB端子を装備しています。 設定画面を表示

アンドゥー操作

［RECALL］、［NEXT］、ま
たは［LAST］ボタンの操
作を取り消します。

スナップショット保存 点灯時

現在のコンソール状態の
スナップショットを新しい
キューに保存し、スナップ
ショット/キュー設定ページ
をマスターコントロール画
面に開きます。

新規キューは、現在選択されているキューと次のキューの間に保
存され、番号が付けられます。例えば、3つあるキューからキュー
2を選択した状態で、［STORE］ボタンを押すと、新規キューの
番号は1.5となります。3つあるキューからキュー3を選択した
状態では、新規キューの番号は4となります。

スナップショット
保存

コンソールのメインスナップショットコントロールは、マスターベイの「SNAPSHOTS」ボタングループにあり
ます。また、チャンネルストリップの「ISO」(アイソレート )ボタンも、選択したチャンネルや項目をスナップショッ
ト (およびショー )リコールから「保護」する重要な役割を果たします。
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プレビューモード 消灯時 点灯時

キュー選択ボタン［LAST］/
［NEXT］/［UP］/
［DOWN］によるキューリ
ストのプレビューを有効にし
ます。

プレビューモードをOFFにすると、キューリストはプレビューモー
ドをONにした時に選択されていたキューに戻ります。

通常
プレビューモー

ドON

前のキューをリコー
ル

キューリスト内の前のキュー
を選択し、リコールします。

次のキューをリコー
ル

キューリスト内の次のキュー
を選択し、リコールします。

選択したキューを
リコール

［UP］/［DOWN］ボタン
で事前選択されたキューを
リコールします。

キューリスト内を
上下に移動

キューリストをスクロールし
てキューを事前選択します。
［RECALL］を押すとその
キューが読み込まれます。

リコールから
アイソレート

チャンネルまたは選択パラ
メーターをスナップショット
リコールまたはショーリコー
ルの影響からアイソレート
(「保護」)します。

［ISO］ボタンはチャンネルストリップにあります。
この機能を使用するには、スナップショット設定画面でGLOBAL FILTERパラメーターを「ON」に設
定しておく必要があります (デフォルトでONになっています )。チャンネル全体をアイソレートするには、
目的のチャンネルの［ISO］ボタンを押します。セクション、プロセッシングブロックなどをアイソレート
するには、［ISO］ボタンを押しながら目的のブロック/セクションを選択します。アイソレートしたチャン
ネルまたは選択項目は、キューリストからのスナップショットリコールの影響を受けません。
「LOAD ISO WITH SHOW」(スナップショット設定 )を「No」に設定している場合、選択項目はショー
の読み込みからもアイソレートされます。詳細は、以下のスナップショットのフィルタリングおよびアイソ
レートのセクションを参照してください。ISO機能は、パフォーマンスに役立つほか、スナップショットを
新しい設定で更新したい場合にも便利です。例えば、チャンネルのEQ設定を更新し、そのセクション
をアイソレートしてから、キューをリコールし、新しい設定で「キューを更新」することが可能です。
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13.2　キューリストのコントロール

キュー選択

キューリスト内の次 /前の
スナップショットを選択しま
す。

コンソール上の［UP］/［DOWN］ボタンと同様にキューを選択
しますが、スナップショットのリコールは行いません。選択したスナッ
プショットをリコールするには［RECALL］を押します。複数のキュー
を選択する場合も、(SELECT) および (MULTI SELECT)ボタン
と併せてこれらのボタンを使用します。

キュー削除

選択されているキューを削
除します。

削除してよいかどうかを確認するメッセージ (「Are you sure 
you want to delete the selected cue/s?」)が表示されます。
削除する場合は (YES)、しない場合は (NO)を選択します。

キューリストは、現在のショーのキューリストに保存されている全てのキューをいくつかの情報列と共に表示しま
す。SNAPSHOT CONTROLの［SETUP］ボタンを押すか、スナップショットを保存すると、マスターベイのタッ
チスクリーンエリアに大きなキューリストとコントロールが表示されます。キューリストは、通常動作時にマスター
ベイタッチスクリーンのチャンネルメーターの横にも表示されます。
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新規キュー

現在のコンソール状態のス
ナップショットを新規キュー
に保存します。

新規キューは、現在選択されているキューと次のキューの間に保
存され、番号が付けられます。例えば、3つあるキューからキュー
2を選択した状態で、［STORE］ボタンを押すと、新規キューの
番号は1.5となります。3つあるキューからキュー3を選択した
状態では、新規キューの番号は4となります。

キュー複製

現在選択されているキュー
を複製します。

複数のキューが選択されている場合、複製は選択されている最
後のキューの後に順に保存されます。複製されたキューは名前に
「D_」プレフィックスが付きます。

キュー移動

選択されているキューを
キューリスト内の新しい位置
に移動します。

選択すると、(MOVE)ボタンが (DROP)ボタンに切り替わります。

キュー選択

現在ハイライト表示されて
いるキューを複数キューの
選択に追加します。

連続しない複数のキューを選択するには、(UP)/(DOWN)ボタン
でキューをハイライト表示し、(SELECT)をクリックして選択に追
加します。

キュー複数選択

複数のキューを連続選択し
ます。

連続する複数のキューを選択するには、選択する最初と最後の
キューをハイライト表示し、(MULTI SELECT)をクリックし、(UP)/
(DOWN)ボタンで範囲を選択します。

全てのキューを選択

現在のキューリスト内の
キューを全て選択します。
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スナップショット更新

現在選択されているキュー
内のスナップショットを現在
のコンソール設定に更新し
ます。

タイムコード表示

全てのキューのリコールタ
イムコードをキューリストの
キュー番号列に表示します。

キューリスト番号変更

キューリスト内の全ての
キューの番号を連続する整
数として付け直します。

キュー名は、元のキュー番号を含んでいる場合でもそのままです。

キューリスト
スクロール

キューリストをエンコーダー
でスクロールします。

一般に(UP)/(DOWN)ボタンを使用するより素早く操作できます。

選択されたキューの
スコープ内のパラ
メーターに変更を適

用します。 消灯時 点灯時

選択したキューに新しい設
定を適用する場合に使用す
るモードです。

｛START｝を押してこのモードに切り替えた後、スコープ設定を使
用してプロセスおよびチャンネル選択をフィルタリングし、キュー
リストのキュー選択機能を使用して目的のキューを選択します。
｛APPLY｝ボタンをクリックすると、選択したキューに「スコープ
内」の選択のみが適用されます。｛CANCEL｝ボタンをクリックす
れば、いつでもこのモードを解除できます。

通常動作
変更適用モード

ON
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13.3　キュー詳細設定

キューリスト内の4列の各キューエントリーにタッチすると、マスターベイVistonics VST エリアで拡張機能
を使用できます。例えば、MIDI 列でキューリスト内のCue 2 エントリーにタッチすると、そのキューのMIDI 機
能 (MIDI ベースリコールおよびMIDI メッセージ出力リスト )を VSTエリアで操作できます。

また、キューリストの列ヘッダーにタッチすると、その機能が全キュー一括で無効 /有効になります。例えば、
MIDI 列ヘッダーにタッチすると、全てのキューリコールのMIDI 機能が無効になり、もう一度タッチすると再び
有効になります。
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13.3.1　キュー：番号とタイムコード

タイムコードON/
OFF

そのキューのMIDIタイム
コードベースリコールを有
効にします。

タイムコードコピー

現在の受信MIDIタイム
コードをキューのリコール
TIMECODEフィールドにコ
ピーします。

タイムコード設定 ローレンジ ハイレンジ

キューをリコールするMIDI
タイムコードを手動設定ま
たは調整します。

エンコーダーでH( 時 )、M( 分 )、S( 秒 )、およびF(フレーム )
を調整します。

0
フィールドに

依存

キューリストでキュー番号を選択すると、そのキューの基本設定のほか、MIDI タイムコードリコールイベント設
定およびGO TO CUE「ローカル」シーケンス機能にアクセスできます。
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キュー有効 消灯時 点灯時

そのキューを有効または無
効にします。

有効なキューはキューリストに白色で表示されます。無効なキュー
は「グレー表示」されます。

キュー無効 キュー有効

キュー有効 消灯時 点灯時

そのキューを有効または無
効にします。

有効なキューはキューリストに白色で表示されます。無効なキュー
は「グレー表示」されます。

キュー無効 キュー有効

GO TO CUE番号
選択 ローレンジ ハイレンジ

このキューのリコール後、
設定時間が経過した時にリ
コールする次のキュー番号
を設定します。

1つのキューから一連のイベントをトリガーする場合に非常に役立
ちます。

最初のキュー 最後のキュー

「GO TO CUE」
ON 消灯時 点灯時

そのキューのGO TO CUE
機能をONにします。

OFF ON

「GO TO CUE」
時間 ローレンジ ハイレンジ

「GO TO CUE」キューをリ
コールするまでの経過時間

0.5 s 30 s
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13.3.2　スナップショット詳細設定

UAリアルタイムラッ
ク

スナップショット
リコール有効

接続されたSoundcraft/
Universal Audioリアルタ
イムラックに対してスナップ
ショットリコールを有効にし
ます。

スナップショット
リコールON

そのキューのスナップショッ
トを有効または無効にしま
す。

デフォルトでは有効ですが、無効にすればMIDI 出力やGPOイベ
ントなどのキューベースイベントのみをトリガーできます。

スナップショットメモ

スナップショットメモのキー
ボード入力を有効にします。
画面上のキーボードまたは
外部USBキーボードを使
用できます。

メモ画面非表示 メモ画面表示

キューリストでスナップショット名を選択すると、そのキューのスナップショット固有の設定および機能にアクセスできます。
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キューリスト
スクロール

キューリストをエンコーダー
でスクロールします。

一般に(UP)/(DOWN)ボタンを使用するより素早く操作できます。 キュー有効

キューリスト
スクロール

キューリストをエンコーダー
でスクロールします。

一般に(UP)/(DOWN)ボタンを使用するより素早く操作できます。 キュー有効

クロスフェードON

スナップショット間のクロス
フェード機能を有効にしま
す。

1つのキューから一連のイベントをトリガーする場合に非常に役立
ちます。

最初のキュー 最後のキュー

クロスフェード時間
設定

スナップショットクロスフェー
ド時間を調整します。

100 ms 30 s

スイッチ

30 s
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13.3.3　キューMIDI 詳細設定

MIDI 入力トリガー
ON

そのキューのMIDI 入力リ
コールトリガーをONにしま
す。

ONの場合、指定MIDI 機器から指定MIDIメッセージを受信した
時にキューがリコールされます。

MIDI 入力メッセージ
タイプ

キューリコールトリガーにす
るメッセージタイプを選択し
ます。

選択したMIDIメッセージタイプによって、新しいVSTエリアフィー
ルドがアクティブになります。例えば、Note Onメッセージを選択
した場合は｛NOTE VALUE｝フィールドのみ、Controllerメッ
セージを選択した場合は｛CONTROLLER NUMBER｝および
｛VALUE｝フィールド、任意の有効なメッセージを選択した場合は
｛CHANNEL｝フィールドがアクティブになります。

キューリストエントリーのMIDI 列を選択すると、そのキューのMIDI 入力トリガーおよび出力設定にアクセスで
きます。出力セクションでは、キューがトリガーされた時に送信するMIDIメッセージイベントリストを設定します。
一部のオプションは、グローバルMIDI 設定 (「Settings」メニューからアクセス )の影響を受けます。
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MIDI 入力メッセージ
学習 消灯時 点灯時

MIDI 入力メッセージタイプ
学習モードをONにします。

学習モードをONにすると、次に受信したMIDIメッセージがMIDI
メッセージフィールドに入力されます。

通常動作
学習モード

ON

MIDI 入力チャンネル

リコールトリガー「キャリア」
とするMIDI 機器を選択し
ます。

MIDI 機器は、マスターMIDI 設定セクションで設定します。デフォ
ルトでは番号の付いた (かつ使用可能な )MIDI 入力およびチャン
ネルです。また、グローバル機器も使用可能です。デフォルトでは
「OMNI」ですが、マスターMIDI 設定セクションでカスタマイズ
できます。

MIDI 出力ON/OFF 点灯時

そのキューのMIDI 出力を
有効または無効にします。

キューのMIDI 出力はメッセージイベントリストで構成され、キュー
がトリガーされた時に送信されます。

キューMIDI
出力有効

MIDI 出力イベント
番号 ローレンジ ハイレンジ

編集するMIDI 出力イベン
ト番号を設定します。

キューごとに最大20個のMIDI 出力イベントを使用可能です。 1 20

MIDI 出力イベント
リスト

選択した場合、そのキュー
のMIDIイベントリストが
スナップショット設定画面の
「セクションスコープ」セク
ションに表示されます。

MIDI 出力イベント
メッセージタイプ

選択されたMIDIイベントの
メッセージタイプを選択しま
す。

選択したMIDIメッセージタイプによって、新しいVSTエリアフィー
ルドがアクティブになります。例えば、Note Onメッセージを選
択した場合は｛NOTE VALUE｝および｛VELOCITY｝フィール
ド、Controllerメッセージを選択した場合は｛CONTROLLER 
NUMBER｝および｛VALUE｝フィールド、任意の有効なメッセー
ジを選択した場合は｛CHANNEL｝フィールドがアクティブになり
ます。
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13.3.4　キューGPIO詳細設定

GPI ON 点灯時

GPIトリガーによるキューの
リコールを有効にします。

キューの 
GPIをON

GPI 仮想ピン選択 ローレンジ ハイレンジ

そのキューのリコールトリ
ガーとする仮想GPIOピン
を選択します。

0 80

キューリストでGPIO列を選択すると、そのキューのGPIO( 汎用入出力 )設定にアクセスできます。

VSTスクリーンは、GPI( 入力 ) セクションとGPO( 出力 ) セクションに分かれています。入力セクションでは、
そのキューのリコールトリガーとして使用する入力を設定します。出力セクションでは、キューがリコールされた
時にトリガーする出力を設定します。キューのGPIO システムは「仮想ピン」を使用します。仮想ピンと物理ピ
ンのマッピングはマスターGPIO設定画面で行います。
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GPIピンスティール

メインGPIOシステムが使
用中の仮想GPIOピンを「ス
ティール」します。

GPIOピンをスティールすると、メインGPIO設定画面で設定した
GPIOマッピングが無効になります。

GPIピンスティール

メインGPIOシステムが使
用中の仮想GPIOピンを「ス
ティール」します。

GPIOピンをスティールすると、メインGPIO設定画面で設定した
GPIOマッピングが無効になります。

GPI 物理ピン

選択された仮想ピンに対応
する物理ピン番号を表示し
ます。

コンソール
ブラックアウト 点灯時

そのスナップショットに「コ
ンソールブラックアウト」を
設定します。

ブラックアウトは、ブラックアウトを解除する2つのボタンを除く全
ての照明をOFFにします。

キューの 
ブラックアウト

をON

GPO ON 点灯時

そのキューのGPOトリガー
機能を有効にします。

キューの 
GPOをON

GPO仮想ピン ローレンジ ハイレンジ

そのキューのGPOにアサ
インする仮想ピンを選択し
ます。

0 80
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GPO物理ピン

選択された仮想ピンに対応
する物理ピン番号を表示し
ます。

HiQNet Venue
番号

HiQNet Venue 番号を選
択します。

0 100

HiQNet ON/OFF

そのキューのHiQNet 機能
をON/OFFします。
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13.4　スナップショットフィルター
グローバルフィルター、スナップショット ISO、ショー ISO

スナップショットフィルターは、キューをリコールした時にコンソール上の特定の設定が変更されるのを防止する
機能です。スナップショットフィルターにはグローバルフィルター (アイソレートともいいます )およびスナップ
ショットスコープの2種類が用意されています。

グローバルフィルターはリコールにのみ影響し、コンソールの［ISO］またはグローバル編集モードでコントロー
ルします。設定するとその状態が維持され、リコールされる全てのキューに適用されます。

スナップショットスコープを使用すると、部分的なスナップショットを作成できます。スナップショットスコープ
は、各キューと共に保存される特殊なフィルターで、そのキューのデスクスナップショットによってリコールされ
るデータをコントロールします。

グローバルフィルター (または ISO) とスナップショットスコープは順番に連携するため、パラメーターをスナッ
プショットメモリーからリコールするには、スコープ設定をONに設定しておかなければならず、アイソレート
してはなりません。スナップショットのスコープはデフォルトでは「全て」ですが、特にスナップショットをフィ
ルターしたいわけでなければ無視してかまいません。
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13.4.1　スナップショットスコープ

スコープ表示 / 
非表示

スコープ設定をタッチスク
リーンおよびVSTエリアに
表示 /非表示します。

デフォルトでは、スコープには全てのデスクパラメーターが含まれ
ます。スコープを使用する必要がない場合、非表示にして無視す
ることができます。

プロセッシング
ブロックを全て選択 /

選択解除

全てのプロセッシングブロッ
クをそのキューのスコープ
に選択 /選択解除します。

キューをリコールした時にコンソールの特定のエリアのみに影響する「部分的な」スナップショットを作成するため
に非常に役立ちます。例えば、全チャンネルのゲインとEQのみを設定し、フェーダー値は変更しないキューを作成
することが可能です。

キューのスコープ変更には2つの方法があります。(SHOW SCOPE)を ONにすると、入力および出力チャンネル
の選択可能なセクション/プロセッシングブロックがタッチスクリーンエリアに表示され、コンソールチャンネルのグ
ラフィックスが VSTエリアに表示されます。どちらを使用してキューに固有のスコープを設定してもかまいません。

スコープは、実際にはキューと共に保存されるフィルターです。スナップショットは常に全体が保存されるため、い
つでもキューのスコープ設定を変更することにより、元に戻したりさらに限定したりすることができます。

スコープ設定はキュー単位で行いますが、表示されている設定は、次のキューを作成する時にも使用されます。

Vi1000/Vi2000/Vi3000 USER MANUAL

13.4: SNAPSHOTS >  SNAPHOT FILTERS

13.4: SNAPSHOTS >  SNAPHOT FILTERS

13.4.1 - 1



ブロック選択

個々のプロセッシングブロッ
クをそのキューのスコープ
に選択 /選択解除します。

チャンネルスコープ 
－ 全て選択

全てのチャンネルをその
キューのスコープに選択し
ます。

チャンネルスコープ 
－ 全て選択解除

全てのチャンネルをその
キューのスコープから選択
解除します。
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13.4.2　グローバルフィルター － スナップショットおよびショーのアイソレート

アイソレート［ISO］

グローバルフィルターの一
部とするチャンネル、チャン
ネルグループ、パラメーター
ブロック、個々のパラメー
ターを選択します。

チャンネルまたはバス全体をスナップショットリコールから素早くアイソレートするには、目的のチャンネ
ルまたはバスの［ISO］ボタンを押します。Vistonicsスクリーン上のチャンネルストリップ境界線の色が、
「全てアイソレート」状態を示す紫色に変わります。ギャング機能を使用すれば、チャンネルまたはバス
のグループを素早くアイソレートできます。

チャンネルまたはバスの一部をアイソレートするには、［ISO］ボタンを使用するか、デスク全体をグロー
バル編集モードにします。

［ISO］ボタンを押しながら、タッチスクリーンで、アイソレートしたいチャンネルストリップ部分にタッチ
します。ブロック上隅に紫色の LEDが点灯し、ブロックがアイソレートされていることを示します。個々
のパラメーターをアイソレートするには、アイソレートしたいパラメーターのVistonicsコントロールに
タッチします。選択の前にプロセッシングブロックをズームできます。そのブロック内のパラメーターは
すでにVSTエリアにマップされています。あるいは、スクリーンブロックと［ISO］ボタンを長押しすると、
そのブロックのパラメーターがズームされます。

グローバルフィル
ターON 点灯時

グローバルフィルターを有
効にします。

グローバルフィルターを有効にすると、［ISO］が選択されたチャ
ンネルおよびパラメーターは、スナップショットリコールからアイソ
レートされます。

グローバル
フィルターON

グローバルフィル
ター編集モード 消灯時 点灯時

グローバル編集モードを有
効にします。

［ISO］ボタンを押しながらでなくても、全てのデスクパラメーター
をグローバルフィルターに追加できます。

通常動作
編集モード

ON

グローバル編集フィ
ルター (Load ISO 
With Show) 点灯時

ショー読み込みに対してグ
ローバルフィルターを有効
/無効にします。

「YES」に設定した場合、コンソールの ISO設定は解除され、新
規ショーファイルを読み込むと上書きされます。コンソールのアイ
ソレートしたセクションが新規ショーファイルによって上書きされな
いようにするには、「NO」に設定します。

ショーフィルター
ON

グローバルフィルターを使用すると、キューのシーケンス中に全チャンネル、チャンネルグループ、またはチャン
ネル内の要素を手動でコントロールできます。グローバルフィルターの操作には、コンソールの［ISO］ボタンを
使用します。いったんアイソレートしたパラメーターは、どのスナップショットをリコールしても引き続き手動で
コントロールできます。アイソレートしたコントロールも保存できるため、手動で調整した変更でスナップショッ
トを更新することが可能です。

チャンネル、バス、またはチャンネル /バスの一部をアイソレートするには、［ISO］ボタンを使用するか、デス
ク全体をグローバル編集モードにします。

グローバル編集フィルター (LOAD ISO WITH SHOW) を使用して、コンソール設定の一部をショー全体の読み
込みからアイソレートすることも可能です。例えば、エンジニアが設定済みのショーファイルを持参し、フェスティ
バルの共用コンソールで使用する場合、通常は会場固有の設定であるコンソール出力設定をアイソレートして、新
しいショーファイルで上書きされるのを防止できます。

グローバル編集ボタンを押すとデスク全体が編集モードに切り替わるため、［ISO］ボタンを押す必要はありません。
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ほとんどのメインオシレーター /トークバックコントロールは、マスターベイにまとめて配置されています。それ
以外に、トークバックグループバス出力先を手動でアサインできるトークバックアサイン［TB ASSN］ボタンを
VISTONICSボタングループに装備しています。

トークバックは、通常はマイクロホン入力からグループおよび出力への独立した信号パスで、コンソール上の
PTTトークバックボタンでON/OFFします。ほとんどの場合、コンソールオペレーターがアシスタントやパフォー
マーとやりとりする際に使用します。また、アシスタントやパフォーマーがコンソールオペレーターと直接話すこ
とができるように、モニターセクションへの独立した入力パスとしてトークバックリターンも装備しています。

オシレーターは、汎用のキャリブレーション /チェックツールとして用意されたシグナルジェネレーターです。

トークバック/オシレーター

トークバック/オシレーター設定画面にアクセスするには、
TALKBACK/OSCの［SETUP］ボタンを押します。

ボタンでトークバックルーティングプリセットを選
択します。
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14.1　トークバック/オシレーターのコントロール

トークバック/
オシレーター設定 点灯時

トークバック/オシレー
ター設定画面をマスター
Vistonicsスクリーンに開
きます。

設定画面 
オープン

トークバックXLR
コネクター

トークバックマイク入力。
トークバックマイク端子のすぐ近くにファンタム電源スイッチがあり
ます。

トークバック/
オシレーター

レベルコントロール

トークバック/オシレーター
レベルをコントロールしま
す。

トークバックの場合、アナログマイクアンプゲインは、コンソール
ベースの内部にあるプリント基板上の内部可変プリセット(46～
66 dB可変 )で設定します。デフォルトではミッドレンジ設定です。
オシレーターがONの時は、全ての出力先へのオシレーターレベ
ルを調整します。レベル設定は、トークバックとオシレーター個別
に保存されます。

内部トークバック 点灯時

トークバック信号を事前に選
択した出力バスにルーティ
ングします。

「INT」ルーティング出力バスは、［TB ASSN］ボタン (マスター
スクリーンのVSTエリア右側 )を選択した後に、マスタースクリー
ンのVSTエリアにある各｛TB｝VSTボタンで選択します。各
16系統のバスの切り替えは［PAGE A］/［PAGE B］ボタン
で行います。

トークバック信
号を事前選択
Aux/グルー
プ /マトリクス
バスに送出
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外部トークバック 点灯時

トークバック信号をコンソー
ル背面にあるTB OUT外
部バランスアナログライン
出力 (デフォルト)または
その他の使用可能な出力に
ルーティングします。

EXT TBアサインの変更は、トークバック/オシレーター設定画面
で行います。

ルーティング
ON

トークバック
プリセット1～3 点灯時

ユーザーによるPTT( モメ
ンタリーおよびラッチ動作 )
の設定が可能なトークバック
スイッチ

トークバックプリセットの出力ルーティング選択は、トークバック/
オシレーター設定画面で行います。

ルーティング
ON
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14.2　オシレーターの設定と使用

ピンクノイズ

オシレーターの波形をピン
クノイズに設定します。

ホワイトノイズ

オシレーターの波形をホワ
イトノイズに設定します。

サイン波

オシレーターの波形をサイ
ン波に設定します。

メインオシレーターコントロールは、TALKBACK/OSCの［SETUP］ボタンを押した時にマスターベイのタッ
チスクリーンエリアに表示されます。VSTエリアには、より詳細な設定機能がオレンジ色で表示されます。
入力チャンネルVSTスクリーンの｛OSC｝ボタンを使用して、オシレーターを入力チャンネルにパッチすること
も可能です。
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OSC to Bus

オシレーター信号を事前に
設定したバスに送ります。

OSC to Bus のアサインは、トークバック/オシレーター設定画
面のバスアサインページで選択します。

OSC to TB

オシレーター信号を (トーク
バック信号の代わりに )トー
クバックバスにルーティング
します。

オシレーター周波数 ローレンジ ハイレンジ

オシレーターのサイン波周
波数を20 Hz ～ 20 kHz
の範囲で調整します。

20Hz 20kHz

オシレーターバス
アサイン 消灯時 点灯時

OSC to Busタッチスク
リーンボタンと併用します。

出力アサインページが開き、24系統のグループバスまたはミック
スL/R/C出力のいずれかを選択できます。

アサイン画面 
クローズ

アサイン画面
オープン

オシレーターON 消灯時 点灯時

コンソールのオシレーター
をON/OFFします。

OFF ON

オシレーターゲイン ローレンジ ハイレンジ

オシレーターの出力レベル
を調整します。

－∞ +18dB

オシレーター出力 消灯時 点灯時

オシレーターを個々の出力
にアサインします。

出力アサインページが開き、全ての選択可能な出力が表示されま
す。

パッチ設定画面
クローズ

パッチ設定画面
オープン

Vi1000/Vi2000/Vi3000 USER MANUAL

14.2 TALKBACK & OSC > OSC SETUP

14.2 TALKBACK & OSC > OSC SETUP

14.2 - 2



14.3　トークバックの設定と使用

トークバックソース 点灯時 消灯時

トークバックソース/入力を
選択します。

何も選択されていない場合、コンソールのトークバックマイク
XLRが自動的に選択されます。ボタンを押すと、マスタータッチ
スクリーンエリアにアサイン選択ページが開き、マイクロホン入力
を選択できます。

ソース選択画面
クローズ

ソース選択画面
オープン

トークバック外部出力 点灯時 消灯時

トークバック出力を個々の物
理コンソール出力に直接ア
サインします。

出力アサインページが開き、全ての選択可能な出力が表示されま
す。

パッチ設定画面
クローズ

パッチ設定画面
オープン

トークバック
プリセットアサイン 点灯時 消灯時

選択した出力バスを選択し
たトークバックプリセットに
アサインします。

アサイン画面 
クローズ

アサイン画面
オープン

トークバックは、コンソールオペレーターとアーティスト、クルーその他の関係者の通信パスです。
コンソールサーフェイス上に、TALKBACK/OSCコントロールグループと共にマイク入力(XLR)を装備しており、
直接接続できます。トークバックルーティングおよび設定オプションの詳細は、以下の通りです。
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14.4　トークバックリターンの設定と使用

トークバックリターン
ON 消灯時 点灯時

トークバックリターンを有効
にします。

無効 有効

トークバックリターン
ゲイン ローレンジ ハイレンジ

トークバックリターン入力の
ゲインを調整します。

-90dB +12dB

トークバックリターン
アサイン 消灯時 点灯時

トークバックリターン入力を
アサインします。

入力アサインページが開き、全ての選択可能な入力が表示されま
す。

アサイン画面
オープン

アサイン画面 
クローズ

トークバックリターンを使用すると、入力をモニター出力に直接ルーティングできます。これにより、会場内のア
シスタントがコンソールオペレーターと直接やりとりできます。モニタリング設定ページでモニターA、B、また
はヘッドホン出力の TB RET タッチスクリーンボタンを選択することにより、トークバック機能を有効にしてお
かなければなりません。
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メインメニューは、GPIO/MIDI 設定、ショー読み込み、複製、エクスポート /インポート、タイライン設定 ( 入
力から出力へのパッチ設定 )、Lexicon FX 操作など、コンソールシステム全体や機能の設定で構成されています。

メインメニューと設定

メニューボタン 点灯時

メインメニューにアクセスし
ます。

メインメニューは、マスターベイタッチスクリーンに開きます。各
種タブを選択してメニューをナビゲートします。一部のタブは追加
のコントロールがVSTエリアにマップされます。

メインメニュー
表示

［MENU］ボタンを押すと、マスターベイのタッチスクリーン
にコンソールのメインメニューが表示され、ショー、GPIO、
デジタルオーディオ同期、タイラインパッチ設定、Lexicon 
FXコントロール、MIDI セットアップ、メッセージログ、一般
設定、およびシステム情報にアクセスできます。
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このメニュータブは、［MENU］ボタンを押した時にデフォルトで表示されます。

メニュー：Main(メイン )

明るさ

全てのスクリーン、自照式ボタン、およびFaderGlow
の明るさを選択します。

デスクロック

［LOCK］ボタン以外のコンソール上の全てのボタン、エ
ンコーダー、およびフェーダーをロックします。
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ショーは、コンソールのコントロール設定、キューリスト、スナップショット、およびオーディオ設定を保存する
ための主な手段です。

ショーの読み込み、USBデータストレージデバイスとの間でのショーのコピー、新規ショーの作成は、メインメ
ニューのShowタブで行います。

ページ左側には、コンソールのハードディスク上に保存されているショーが表示されます。USBストレージデバ
イスが接続されている場合、ページ右側に表示され、選択可能です。通常は前面パネルのUSB端子 (USB1) を
使用しますが、背面パネルのUSB端子 (USB2およびUSB3) に USBデータストレージデバイスを接続し、必
要なデバイスを (USB1)/(USB2)/(USB3) ボタンで選択することも可能です。両側のショーファイルリストの横
にある上下矢印ボタンを使用して、ショータイトルをスクロールします。

必要に応じて、デフォルトショーまたは別の既存のショーを選択し、(SAVE) および (SAVE AS) ボタンを使用で
きます。

重要：デフォルトショーをベースに作業する場合、作業を始める前に新規ショーとして保存しなければなりません。
デフォルトショーは書き込み禁止のため、スナップショットを保存できなくなります。

メニュー：Show(ショー )
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ショー読み込み

選択されたショーをハード
ディスクから読み込みます。

ショーは内蔵ハードディスクからしか読み込めません。外部ストレー
ジから読み込む場合は、まず内蔵ハードディスクにインポートしな
ければなりません。

名前変更

選択されたショーファイルの
名前を変更します。

テキスト入力画面が開きます。

ショー削除

選択されたショーファイルを
削除します。

削除してよいかどうかを確認する追加の画面が開きます。

保存

読み込まれたショーファイル
を更新します。

確認ダイアログが表示されます。

名前を付けて保存

現在の全てのショーパラ
メーターを新規ショーとして
保存します。

画面上のキーボードまたは外部USBキーボードで新規ショー名の
入力を要求されます。

デフォルト表示

ショーファイルリストにデ
フォルトショーを表示しま
す。

コンソール出荷時にデフォルトショーがインストールされています。
これらは通常はリストには表示されませんが、(SHOW DFLTs)
ボタンを押せば表示できます。デフォルトショーは、リストの先頭
にイタリック体で表示されます。(DEL)ボタンによる削除や名前の
変更は行えません。デフォルトショーをベースに作業する場合、作
業を始める前に新規ショーとして保存しなければなりません。デフォ
ルトショーは書き込み禁止のため、スナップショットを保存できなく
なります。
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ローカルショー
スクロール

ローカル (内部 )ショーファ
イルリストをスクロールしま
す。

USBインポート /
エクスポート

USBデータストレージデバ
イスとの間でショーをエクス
ポート/インポートします。

右向きの矢印を押すと、現在選択されているショーが接続された
USBデータストレージデバイスにエクスポートされます。左向き
の矢印を押すと、選択されたUSB内のショーがコンソールの内蔵
ハードディスクにインポートされます。どちらのリストにも最終保存
日時が表示されます。

チャンネルラベル
エクスポート

ショーと共にチャンネルラベ
ルもエクスポートします。

チャンネルラベル
インポート

ショーと共にチャンネルラベ
ルもインポートします。

外部ファイル
スクロール

外部 (選択されたUSBスト
レージ )ショーファイルリス
トをスクロールします。

例外ファイル
エクスポート

コンソールソフトウェアが突
然再起動した場合に生成さ
れるログファイルをエクス
ポートします。

ファイルは「Exceptions」フォルダーに格納され、USBメモリー
に保存されます。
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メニュー：Show( ショー ) － 記録されるデータ

設定によって、ショーの一部として記録されるもの、スナップショットの一部として記録されるもの、および全く
記録されないものもがあります。

ショーには、キューリスト内のスナップショットとは別に1つの「ショースナップショット」があります。このショー
スナップショットは自動的に作成されるもので、ユーザーが表示することはできません。ショースナップショット
にはキューリスト、ショー設定、およびオーディオ設定が保持されます。この3組のデータに全てのパラメーター
が保存されており、ショーを読み込んだ時に変更されます。

ショースナップショットのオーディオ設定には、標準スナップショットに保存できる全ての設定が含まれています。
そのため、ショースナップショットはショーを削除する前の最新設定と考えることができます (新規ショーを読み
込む前に既存ショーの保存を選択する場合 )。ショースナップショットにより、たとえスナップショットを保存し
なくても、コンソールの状態をショーと共に完全に保存することが可能です。

ショースナップショットのショー設定に記録される設定

• モニタリング設定：モニターレベル、ヘッドホンボリューム、ソロトリム、ソロブレンド、モニターA/B選択状態、
モニターON/OFF 状態、モニターソース選択状態、モニター設定状態

• トークバックセクションの全ボタン
• トークバック設定：トークバックレベル、トークバック設定
• ジェネレーター設定：オシレーターレベル、タイプ
• ミュートセーフ状態 (入力および出力 )
• システム基本設定：現在のサンプリングレート、Dante/MADI ソーススイッチ、Dante クロックモード
• オートメーション設定状態
• VCA/ ミュートグループアサインビュー選択状態：現在選択されているビュー
• バス設定状態：バスフォーマット、バスタイプ、バスラベル
• チャンネルペアリング状態：ステレオチャンネルペアリング
• HiQnet 設定
• MIDI 設定：MIDI チャンネル名
• ISOボタン状態 (入力および出力 )
• O/P Vistonics メーターロック状態
• O/P Vistonics ソロ /ON/OFF/ トークバックボタン状態
• メニュー /設定ページの全パラメーター
• フォローソロボタン

メニュー：Show(ショー ) － ショーファイルに記録されるデータ
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オーディオ設定に記録される設定

これは、ショースナップショットおよび全ての標準スナップショットに適用されます。

• 全チャンネルのオーディオ設定：チャンネルON、フェーダー位置、パン、チャンネルパラメーター 
(EQ、ダイナミクス、入力 /出力、インサート )

• 全てのチャンネルバスアサイン、レベル、プリ /ポスト状態、チャンネルラベル
• 全てのチャンネルパッチ順序
• 全ての I/Oルーティング
• 全ての I/Oコントロール

記録されない設定

• PFL/SOLOボタン状態
• SEL ボタン状態
• LRC SEL ボタン状態
• メーター表示値
• 全ての［SETUP］ボタン状態
• ユーザー設定ボタン (出力フェーダーパネル )状態
• スナップショットコントロールセクションの全ボタン
• 電源ON/OFF 状態
• コピー /ペースト /アンドゥーボタン状態
• プリ /ポストモード状態
• パン /レベルトグルスイッチ状態
• ギャングモードボタン状態
• ソロ解除ボタン状態
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メインメニューのGPIO( 汎用入出力 ) タブでは、使用可能な全てのGPIO チャンネルの設定が行えます。また、
スナップショット設定ページでキューリスト内のキューに「仮想」GPIOピンをアサインすることも可能です。仮
想GPIOピンのアサインは、メインGPIO設定の機能 /パラメーター設定で行います。

GPIO カード ( コンソールにはオプション拡張カードとして装着可能、ステージボックスには標準搭載 )は、電流
シンク (5～ 24 VDC) を統合した電気的に絶縁されたフォトカプラー入力と電気的に絶縁された出力 (SPSTリ
レー接点 )を装備しています。5 VDCおよびグラウンドピンを備えており、入出力は標準D型端子 (メス ) です。

GPIOカードを装着した場合またはステージボックスを接続した場合、選択したハードウェア (コンソールまたは
ステージボックス )の GPIO接続「ピン」リストがメインスクリーンに表示されます。上段 (青色 ) は GPI( 入力 )
セクションで、下段 (赤色 ) は GPO( 出力 ) セクションです。エントリーごとに複数の列に各種設定が表示されま
す。これらの設定はマスターベイVistonics の VSTセクションで行います。

メニュー：GPIO
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コンソールGPIO
選択

コンソールサーフェイスのGPIO(16チャンネル )を選択
します。

2つの拡張スロットのいずれかにオプ
ションGPIO拡張カードが装着されて
いない場合は機能しません。

ステージボックス
GPIO選択

ステージボックスの
GPIO(8チャンネル )を選
択します。

(ステージボックスが接続されていない場合は機能しません。)

GPIOリストを上 /
下に移動

GPIおよびGPOリストをス
クロールします。

現在選択されている入力 /出力チャンネルは、境界線が黄色で表
示されます。

GPI ON/OFF

GPI 機能を有効 /無効にし
ます。

ピンごとの個別設定

機能選択

GPIピンにアサインする機
能を選択します。

機能選択によって、｛PARAMETER｝フィールドがアクティブにな
る場合とならない場合があります。例えば、チャンネルミュート(CH 
MUTE) 機能は｛PARAMETER｝フィールドでチャンネルをアサ
インする必要がありますが、NEXT CUE機能には追加のパラメー
ターは不要です。

使用可能な機能は、チャンネルミュート(CH MUTE)、(F KEY 
LED)、トークバック入力 (TB INPUT)、DIMモニター (DIM 
MON)、VIRTUAL GPI、LAST CUE、NEXT CUE、CUE 
UP、CUE DOWN、RECALL CUE、スナップショットアンドゥー
(UNDO SNAP)です。

パラメーター設定

機能に追加の値をアサイン
する場合に使用します。

特定のGPIO機能には追加パラメーターが必要です (チャンネル
番号、仮想GPIOピン番号など)。
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トリガーエッジ選択

そのGPIピンのトリガーエッ
ジを選択します。

選択肢はRising(立ち上がり)、Falling(立ち下がり)、Both(両方)
です。「Both」を選択した場合、｛Polarity｝フィールドがアクティ
ブになります。

トリガー極性選択

入力の極性を設定します。
エンコーダーを回すと極性 (+/－)が変わります。このフィールド
は、｛EDGE｝フィールドを「Both」に設定した場合にのみアクティ
ブになります。

GPO ON/OFF

GPO機能を有効 /無効に
します。

ピンごとの個別設定

GPO機能

GPOピンにアサインする機
能を選択します。

機能選択によって、｛PARAMETER｝フィールドがアクティブにな
る場合とならない場合があります。例えば、フェーダー起動 (FDR 
START) 機能は｛PARAMETER｝フィールドでチャンネルをアサ
インする必要がありますが、トークバック出力 (TB OUTPUT) 機
能には追加のパラメーターは不要です。

使用可能な機能は、チャンネルミュートフェーダー起動 (FDR 
START)、F KEY、トークバック出力 (TB OUTPUT)、
VIRTUAL GPO、チャンネルミュート(CH MUTE) です。

GPOパラメーター

必要に応じて、機能に追加
の値をアサインする場合に
使用します。

例：チャンネル番号、仮想GPIOピン番号など

パルス時間

リレーパルス時間を設定し
ます。

リレー接点はパルス時間の終わりに元の位置に戻ります。エンコー
ダーでパルス長をms単位で調整します (フィールドがブランクの
場合、パルスは発生せず、リレー接点は新しい位置にとどまります)。
パルス時間は、｛EDGE｝フィールドを「Rising」または「Falling」
に設定した場合にのみ設定してください。また、｛EDGE｝フィール
ドを「Both」に設定した場合はパルス時間を設定しないでくださ
い。
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エッジ選択

そのGPOピンのトリガー
エッジを選択します。

選択肢はRising(立ち上がり)、Falling(立ち下がり)、Both(両方)
です。「Both」を選択した場合、｛Polarity｝フィールドがアクティ
ブになります。

極性選択

出力の極性を設定します。
エンコーダーを回すと極性 (+/－)が変わります。このフィールド
は、｛EDGE｝フィールドを「Both」に設定した場合にのみアクティ
ブになります。
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このタブでは、コンソールのデジタルオーディオクロックを設定します。

メニュー：Sync( 同期 )

内部クロック

内部同期を選択します
(注：コントロールで
はありません )。

コンソールは48 kHz 内部クロックでのみ動作します。

外部クロック

外部クロックソースを
選択します (注：コン
トロールではありませ
ん )。

背面パネルのBNCワードクロック入力端子で有効な48 kHzワードク
ロック信号を受信した場合、またはDante 同期モードをマスターに設定
した場合、自動的に外部ワードクロックに切り替わります。
外部クロックに正常にロックされると、BNCワードクロック入力端子の横
にある緑色の LEDが点灯します。コンソールは、周波数が48 kHz±
100 ppmの外部クロックしかロックしません。
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Dante 同期：
マスター 点灯時

コンソール同期を
Danteマスターモー
ドに切り替えます。

「Master」ボタンを選択した場合、コンソールは強制的に外部同期に
切り替わり、Danteネットワーククロックのスレーブとなります (外部
Dante Contollerソフトウェアでネットワーク同期を正しく設定する必要
があります )。

Dante
マスターモード

ON

Dante 同期：
スレーブ 点灯時

コンソール同期を
Danteスレーブモー
ドに切り替えます。

「スレーブ」ボタンを選択した場合、コンソールは内部クロックで動作
し、Danteネットワークはコンソールの内部クロックに同期します (外部
Dante Contollerソフトウェアでネットワーク同期を正しく設定する必要
があります )。

Dante
スレーブモード

ON
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タイラインは入力端子と出力端子の直接接続です。プロセッシングやミキシングなしでミキサーを通過するパスで
あるため、DSPチャンネルを消費しません。Vi3000は、最大24系統 (8系統 /ページ )のタイラインをサポー
トしています。

メニュー：Tie Lines(タイライン )

ページ選択

3ページ最大24系統のタイラインパッチを切り替えます。
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タイライン入力パッチ 点灯時

そのタイラインに入力をアサインします。

青色の INボタンを押すと、メインタッ
チスクリーンエリアに入力アサイン
ページが開き、コンソール入力を選
択できます。

入力パッチ
画面

タイライン出力パッチ 点灯時

そのタイラインに出力をアサインします。

赤色のOUTボタンを押すと、メイン
タッチスクリーンエリアに出力アサイ
ンページが開き、コンソール出力を
選択できます。

出力パッチ
画面

タイラインラベル 点灯時

タイラインにカスタムラベルを設定します。

ボタンを押すと、テキスト入力画面が
メインタッチスクリーンに開きます。
外部USBキーボードを使用すること
もできます。

テキスト 
入力画面
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このタブでは内部 FXプロセッサーの設定を行います。詳細は第16章「Lexicon FX」を参照してください。

メニュー：FX

Lexicon FX
エンジン「n」 点灯時

コントロールするLexicon FXプロセッサーを選択しま
す。

アルゴリズム選択および関連パ
ラメーターは、マスターベイ
VistonicsスクリーンのVSTセク
ションにマップされます。チャンネル
またはバスプロセッシングストリップ
の FXプロセッシングアイコンと連動
します。このページには、関連チャ
ンネル /バスの入力 /出力またはイ
ンサートパッチ設定画面でアサインさ
れている各 FXユニットの概要が表示
されます。

FX編集
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コンソール全体のMIDI 設定です。

メニュー：MIDI

受信チャンネルリスト

機器リストにMIDI 入力チャンネルを表示します。

機器リストでは、MIDI チャンネルま
たは機器 IDごとにわかりやすい名前
を付けることができます。他のMIDI
設定画面 (キューリストのMIDIイベ
ントリストなど)での受信元または送
信先機器の識別に役立ちます。

送信チャンネルリスト

機器リストにMIDI 出力チャンネルを表示します。

機器リストでは、MIDI チャンネルま
たは機器 IDごとにわかりやすい名前
を付けることができます。他のMIDI
設定画面 (キューリストのMIDIイベ
ントリストなど)での受信元または送
信先機器の識別に役立ちます。
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送信機器リスト

機器リストにMIDI 出力機器 IDを表示します。

機器リストでは、MIDI チャンネルま
たは機器 IDごとにわかりやすい名前
を付けることができます。他のMIDI
設定画面 (キューリストのMIDIイベ
ントリストなど)での受信元または送
信先機器の識別に役立ちます。

MIDI 機器名

MIDI 機器名表示
画面上のQWERTYキーボードを使
用してわかりやすい名前を入力でき
ます。

MIDI 機器リスト
スクロール

エンコーダーで機器リストを高速スクロールします。

MIDI 入力有効 /
無効 点灯時 消灯時

全てのMIDI 入力活動を有効 /無効にします。 MIDI入力無効 MIDI入力有効

グローバルMIDI
入力チャンネル

グローバルMIDI 入力チャンネルを設定します。

グローバルMIDI
入力機器 ID

グローバルMIDI 入力機器 IDを設定します。
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MIDIタイムコード
有効 消灯時 点灯時

MIDIタイムコード入力を有効にします。
タイムコード

無効
タイムコード

有効

MIDIタイムコード
フレームレート

出力タイムコードイベントおよび受信タイムコードのフ
レームレート(FPS)を設定します。

有効にした場合、マスターベイタッ
チスクリーンのショー名表示がタイム
コード表示に切り替わります。

タイムコード表示
ON/OFF

マスターベイタッチスクリーンエリアへのタイムコード表
示を有効 /無効にします。

MIDI 出力有効 /
無効 消灯時 点灯時

全てのMIDI 出力活動を有効 /無効にします。 MIDI出力無効 MIDI出力有効

グローバルMIDI
出力チャンネル

グローバルMIDI 出力チャンネルを設定します。
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このページには、前回のコンソール電源投入時から発生したエラーが全て表示されます。通常、コントロールサー
フェイス、ローカルラック、ステージボックスなどのさまざまなシステムコンポーネント間の通信エラーがほとん
どです。

最新メッセージは、マスターセクションのメインスクリーン右上のエラーログ表示エリアにも表示されます。メイ
ンスクリーンのメッセージは、ユーザーがログページを表示すると消えます。ログページは、メインスクリーンの
エラーログ表示エリアにタッチしてアクセスすることも可能です。

メニュー：Log( ログ )

エラー展開 /省略

選択されたエラーメッセー
ジを展開 /省略します。

エラーメッセージを展開するとテキストが折り返し表示され、エラー
メッセージ全体を確認できます。ただし、同時に表示可能なエラー
数が減ります。
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自動スクロール

最新のメッセージを現在選
択されているものとして表
示します。

ログ消去

エラーログリストを消去しま
す。
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日付 / 時刻、入力メーター測定ポイント、メーターピークホールド時間、ディレイ、EQ、グラフィック EQ、
Dante/MADI ソース選択など、コンソールの各種設定をします。

メニュー：Settings( 設定 )

日付 /時刻設定 点灯時

コンソールの日付 /時刻設
定コントロールをマスター
ベイVistonicsパネルの
VSTセクションにマップしま
す。

日付 /時刻設定

メーターピーク
ホールド設定 ローレンジ ハイレンジ

コンソールメーターのピー
クホールド時間を調整しま
す (0～12秒 )。

0 s 12 s
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入力メーター測定
ポイント設定

入力チャンネルレベルメー
ターのメーター測定ポイン
トを設定します。

選択肢は、左から右にポストアナログマイクゲイン (プリデジタル
トリム/フィルター )、ポストデジタルトリム/フィルター (プリゲー
ト/EQ/ダイナミクス )、ポストゲート/EQ/ダイナミクス (プリ
フェーダー )、ポストフェーダーの4つです。

グラフィックEQ
ラージ /スモール 

モード ローレンジ ハイレンジ

グラフィックEQコントロー
ルのラージモードとスモー
ルモードを切り替えます。

「ラージ」モードでは、EQバンドの調整を複数のフェーダーで素
早く行えますが、その間、入力フェーダーを操作できません。入
力フェーダーを常に操作できる状態にしておきたい場合は「スモー
ル」モードを選択し、8本の出力フェーダーでEQを操作します。
周波数バンドは、出力フェーダーページボタンを使用して、4バン
ドまたは8バンドのバンク単位でスクロールできます。

スモールGEQ ラージGEQ

ディレイ単位設定

入力、出力、およびモニタ
リングのディレイ調整に使
用する単位を変更します。

選択肢は、ミリ秒、メートル、フィート/インチです。

EQバンド幅単位 ローレンジ ハイレンジ

コンソール全体のEQセク
ションで使用するバンド幅コ
ントロールの単位を選択し
ます。

octまたはQ(周波数とバンド幅の比率 )を選択します。コントロー
ルの方向はそれぞれ逆になります。Qモードでは右に回すとバンド
幅が狭くなり、oct モードでは右に回すとバンド幅が広くなります。

Q oct

［NEXT］/［LAST］
有効 消灯時 点灯時

オペレーターに最も近い
［NEXT］および［LAST］
キューリストナビゲーション
ボタンを有効 /無効にしま
す。

デスク前面の
［NEXT］/
［LAST］を

無効

デスク前面の
［NEXT］/
［LAST］を

有効

DANTE/MADI
選択 ローレンジ ハイレンジ

MADI/Dante 入力ソース
をMADIとDante の間で
切り替えます。

詳細はセクション3.2を参照してください。 Dante 選択 MADI 選択
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システムモニタリングおよびHiQnet 設定

通常動作時は、マスターベイタッチスクリーンの右上にメインシステムモニタリング概要表示エリア、そのす
ぐ下にエラーログ表示エリアがあります。システムモニタリング概要表示エリアには、各ハードウェア機器と
HiQnetTM ネットワーク状態が色分けされたラベルで表示されます。ラベルの色は、システムモニタリングページ
全体の状態を示します。緑色のラベルは機器が正常に動作していることを表し、赤色のラベルはエラー状態を表し
ます。

エラーログ表示エリアにはエラーおよび警告が表示されます

詳細なシステム情報にアクセスするには、［MENU］を押し、(System) を押すか、システムモニタリング概要
表示エリアにタッチします。システムページが開いていない場合、右側のタッチパッド (DESK、LOCAL I/O、
STAGE BOX、およびHiQnetTM) で 4つのサブページにアクセスできます。

メニュー：System(システム )
システムモニタリング設定
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デスク情報

4つのコンソールベイの現
在の状態を表示します。

ベイごとに表示される数値データは、各ベイに現在インストー
ルされているファームウェアのリビジョン番号です。この情報は、
Soundcraft サービス担当者によるサポート時に必要になることが
あります。

ステージボックス情
報

ステージボックス内のカード
のグラフィックスと現在の状
態を表示します。

PSUの状態、アナログ (VA) およびデジタル (VD) 電源レールの
電圧状態を表示するほか、冷却ファンの状態も表示します。カード
表示の下にある青色のラベルは入力機能、赤色のラベルは出力機
能を表します。

ステージボックスのカード構成を変更した場合 (例えば、アナログ
カードをAES入出力カードに交換した場合 )、カード交換後にス
テージボックス前面パネルの「Reconfig」ボタンを押すと、カー
ドラベルが自動的に新しいカードタイプに更新されます。
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Vi3000は Lexicon FX プロセッサーを搭載しています。各 FXユニットは、任意の出力 /メインマスターバス
または入力チャンネルに挿入できるほか、入力チャンネルにFXリターンとしてパッチしたり、Auxセンドから送っ
たりすることも可能です。

各 FXユニットは、最大30種類のプロフェッショナル LEXICON®エフェクトをサポートしています。アルゴ
リズムおよびパラメーター調整はコンソールのVistonics II 環境に統合されており、関連チャンネルのベイから、
あるいはマスターベイからメインメニューの FX概要ページで編集可能です。

4系統のエフェクトユニットおよび全てのエフェクトタイプのパラメーターは全て、デスクスナップショットに保
存されます。

LEXICON®エフェクトのフォーマット

FXプロセッサーは、選択されたエフェクトタイプに応じて、モノ、モノ入力 /ステレオ出力、またはステレオ入
力 /ステレオ出力のいずれかで内部動作します。

FXプロセッサーは、常にステレオ入力 /ステレオ出力です。モノ入力のみが必要な FXタイプの場合、L/R入力
信号がサミングされます。モノ信号のみを出力する FXタイプの場合、出力信号が L/Rチャンネルの両方に分配
されます。元の信号 (ドライ ) とエフェクト信号 (ウェット ) の割合は、MIXパラメーターで調整します。ドライ
信号のステレオフォーマットは維持されます。

Lexicon FX

Vi3000は、4系統のステレオLexicon FXプロセッ
サーを搭載しており、AUX出力または入力/出力チャ
ンネルのインサートとしてパッチできます。

4 系統のプロセッサーは全て、
［MENU］ボタンを押し、「FX」タ
ブを選択することでメインメニュー
から直接編集できます。

リバーブ、ディレイ、およびMiscカテ
ゴリーに29種類のアルゴリズムが用
意されています。FX 設定はスナップ
ショットおよびライブラリーシステムに
統合されています。

FXプロセッサーがアサインされて
いるチャンネルストリップにタッチす
ることにより、FXを編集することも
可能です。

FXは目的のチャンネルストリップブ
ロックからアサインします。
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Lexicon FXプロセッサーは3種類のフォー
マットで動作します。

FXプロセッサーは常にステレオ入力 /ステ
レオ出力です。モノ入力のエフェクトの場合、
L/R 入力信号がサミングされます。モノ出
力の場合、1つの出力信号がL/Rチャンネ
ルの両方に分配されます。

「MIX」はエフェクト固有のウェット/ドライ
ミックスパラメーターです。
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FXユニットをAux センドの送り先としてパッチするには、まず出力または、選択したAux マスターのインサー
トポイントを選択しなければなりません。［ALL BUSSES］ボタンを押すと、Aux チャンネルストリップに素早
くアクセスできます。その他のオプションについては第6章「出力」を参照してください。

Auxバスのインサートポイントを使用する場合、そのAuxの出力を例えばマスターL/Rチャンネルバスに直接パッ
チできます。インサートとしてアサインした後、出力チャンネルのタッチスクリーンチャンネルストリップで FX
ブロックにタッチすることにより、選択した FXユニットを直接編集できるようになります。

Aux バスのメイン出力を FXユニットの入力にパッチした場合、その FXユニットの出力にパッチする入力を選択
する必要があります。

各 FXプロセッサーは、3つの方法でパッチできます。Aux マスターを FXユニットの入力、入力チャンネル入力
を FXユニットの出力、あるいは入力 /出力のインサートポイントを FXユニットにパッチすることが可能です。

パッチ設定状態は FX概要ページに表示されますが、FXユニットの実際のパッチ設定は関連チャンネルストリッ
プで行います。例えば、FXユニットを入力チャンネルにパッチするには、その入力チャンネルのチャンネルストリッ
プ (入力ブロック )にアクセスします。

したがって、FXユニットを通常のAux センド /リターンで使用する場合、Aux 出力を FXユニットの入力にパッ
チし、入力チャンネルを同じ FXユニットの出力にパッチします。

VSTの｛tap tempo｝ボタンのほかに、コンソールの Fキーをタップテンポ機能にアサインすることも可能です
(詳細は下記を参照してください )。

Lexicon FXプロセッサーの使用方法

Auxセンドとして

チャンネルストリップで選択可能
なFXプロセッサーを選択

出力チャンネルストリップで選択
したブロックをインサート

｛BUS OUT｝でFXプロセッサー
を選択
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入力チャンネルを FXリターンとしてパッチするには、タッチスクリーンチャンネルストリップの最上部からその
入力の入力ブロックを選択し、｛IN 1 PATCH｝または｛IN 2 PATCH｝オプションを使用して FXユニットの出
力をそのチャンネルにアサインします。

チャンネルストリップのインサート /出力 / ディレイブロックにタッチした後、VSTセクションのBUS OUT 
PATCHまたは INS PATCHオプションを使用すると、関連パッチ設定オプションがタッチスクリーンに表示さ
れます。タッチスクリーン右側のオプションから Lexicon In ページを選択し、必要な FXユニットを選択します。

ステレオAux バスの出力をパッチする場合、L/Rボタンがパッチ設定画面に表示されます。通常のルーティング
の場合、それぞれを FXユニットの対応する入力にアサインする必要があります。

FXリターンとして

入力チャンネルストリップで入力ブ
ロックを選択

チャンネルストリップで選択可能
なFXプロセッサーを選択

｛IN 1 PATCH｝および /または｛IN 
2 PATCH｝でFXプロセッサーを選
択

INPUT入力の選択により、チャンネルストリップ
の FXセクションが決まります (例えば、IN 1 お
よび IN 2 入力に異なるFXプロセッサーをアサ
インしている場合 )。
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FXユニットを入力チャンネルのインサートポイントにパッチする場合、タッチスクリーンチャンネルストリップ
の最下部からパン /インサートブロックを選択し、｛INSERT｝パッチオプションを使用して FXユニットを選択
します。タッチスクリーン左上にある (FX) ボタンにタッチすると、選択可能な FXユニットが表示されます。

アサインした後、入力チャンネルのタッチスクリーンチャンネルストリップで FXブロックにタッチすることによ
り、選択した FXユニットを直接編集できるようになります。

インサートとして

チャンネルストリップ (入力チャンネルまたは
出力バス )でインサート/パンブロックを選
択

｛INSERT｝で FXプロセッサー
を選択

インサートパッチ設定画面で
Lexicon FXプロセッサーを
選択
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タップテンポ (キーによるテンポ同期 )に対応したエフェクトでは、左下の｛TEMPO｝キーをタップボタンとし
て使用します。

ライブ環境では、常にコンソールサーフェイス上でアクセスできる大きなキーでタップ機能を簡単にコントロール
できると好都合です。Vi3000のマスタースクリーンの下にある大きな F1～ F4キーは、デフォルトでは FX1
～ 4のタップ機能にアサインされており、Vi3000の内部デフォルトショーからショーを構築する限り、特に設
定は必要ありません。ただし、Vi4 またはVi6 コンソールからショーをインポートする場合、これらの Fキーの
最初の2つのみをタップ機能にマップできます。Vi4 またはVi6 のショーを使用する場合、以下の手順によって
任意の Fキーを FXユニットのタップ機能にマップできます。

FXユニットのタップ機能をFキーにアサインするには、以下の手順に従います (上のスクリーンショットを参照 )。

• ［MENU］ボタンを押し、｛GPIO｝メニュータブを選択します。

• ｛LOCAL I/O｝ボタンが選択されていることを確認し、入力および出力セクションをスクロールしてVGPI お
よびVGPOピン設定を表示します。LEX3の場合、VGPI Lex Tap3およびVGPO Lex Tap3を選択します。

• VGPI およびVGPOのパラメーターを上図のように設定し、入力と出力をONにします。

他の FXユニットについても同様の手順に従います。

タップテンポ機能
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4系統の FXプロセッサーごとに FXタイプを選択できます。FXタイプは、Reverb、Delay、Misc という3つ
のカテゴリーに分かれています。FXページのVSTセクションにある｛TYPE｝ボタンを押すことにより、アル
ゴリズムを選択できます。

FXのアルゴリズムとパラメーター

リバーブ

ディレイ

その他
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残響 (リバーブ ) とは、密閉空間において人間の聴覚特性によって生じる複雑な効果です。音波は、物体や壁など
に当たるとそこで止まるわけではなく、一部は物体に吸収されますが、ほとんどは反射または拡散します。密閉空
間における残響は、その空間の広さ、形状、壁面の素材などのさまざまな特徴によって決まります。例えば、食器
棚、ロッカー室、大ホールの違いは、目を閉じていてもすぐに聞き分けることができます。残響は自然界での音響
体験の要素であり、残響がないとほとんどの人にとって不自然に聞こえます。

Hall( ホール )

SMALL HALL、LARGE HALL、DRUM HALL、VOCAL HALL － ステレオ

ホールリバーブは、オーケストラと観客を収容できる広さを持ったコンサートホールの音響特性を再現します。ホー
ルは特性上、最も自然な響きのするリバーブで、直接音の「後」に残り、原音を損なうことなく空気感や音場感を
加えます。このエフェクトは、初期反射音の密度が比較的低く、時間と共に徐々に増加します。 

VOCAL HALL はボーカル用、DRUM HALL はドラム用に特に調整されたホールリバーブです。VOCAL HALL
は空間全体への拡散が少なく、人の声のように過渡応答が遅いプログラム素材に最適です。DRUM HALL は拡散
が多めに設定されており、ドラムやパーカッションといった過渡応答の速い楽器の処理に適しています。

楽器全般およびボーカル用途に加えて、別々に録音されたトラックの音同士をなじませたい場合にも効果的です。

Plate Reverb( プレートリバーブ )

SMALL PLATE、LARGE PLATE、DRUM PLATE、VOCAL PLATE － ステレオ

プレートリバーブは、スプリングの張力で垂直に吊り下げられた大きな薄い金属プレートを利用したリバーブです。
プレートに取り付けられたトランスデューサに信号を送ってプレートを振動させることにより、広い空間で音が響
いているような効果が得られます。Vi3000 FXユニットのプレートリバーブは、初期拡散が多く明るめの残響音
が得られる金属プレートの残響音をモデリングしています。プレートリバーブは、音楽の一部として原音に丸みや
厚みを加えるためのもので、ポップス系の音楽で特に打楽器のリバーブ処理によく使用されます。

Chamber Reverb( チェンバーリバーブ )

ステレオ

初期のレコーディングスタジオでは、エコーチェンバーと呼ばれる専用室にスピーカーとマイクロホンを設置して
残響を得ていました。チェンバーリバーブは、減衰時の音質変化がほとんどない均一な残響が得られます。初期拡
散はホールリバーブとほぼ同じですが、広さや空間はあまり感じさせません。この特性に加えて減衰時の色づけが
少ないため、さまざまな素材に適しています。特にボーカルに使用すると、色づけなく量感を豊かにすることがで
きます。

Reverb(リバーブ )
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Room Reverb( ルームリバーブ )

ステレオ

ルームリバーブは、狭い部屋の音響特性をシミュレートするのに最適で、主にナレーション用途に役立ちます。ま
た、アンプ録音のエレキギターのようにダイナミックな音を太くする効果もあります。
Plate Reverb( プレートリバーブ )

SMALL PLATE、LARGE PLATE、DRUM PLATE、VOCAL PLATE － ステレオ

Ambience Reverb( アンビエンスリバーブ )

ステレオ

アンビエンスは、減衰が目立たない中小規模の部屋の音響特性をシミュレートしたものです。ボーカル、ギター、
打楽器などによく使用されます。

Spring Reverb( スプリングリバーブ )

モノ入力 /ステレオ出力

スプリングリバーブは、スプリングに接続された1組の圧電性結晶を一方はスピーカー、もう一方はマイクロホ
ンとして働かせることによって生み出されます。スプリングが持つ独特の響きは、クラシックロックやロカビリー
のギターサウンドに欠かせません。

Reverse Reverb(リバースリバーブ )

モノ入力 /ステレオ出力

リバースリバーブは、通常のリバーブとは逆に働きます。通常のリバーブは、まず初期反射音が最大音量で聞こえ、
残響音が徐々に減衰します。それに対して、リバースリバーブはまず弱い反射音 (本来はリバーブの消え際 )が聞
こえた後、徐々に残響音が大きくなり、突然途切れます。

Spring Reverb( スプリングリバーブ )

モノ入力 /ステレオ出力

スプリングリバーブは、スプリングに接続された1組の圧電性結晶を一方はスピーカー、もう一方はマイクロホ
ンとして働かせることによって生み出されます。スプリングが持つ独特の響きは、クラシックロックやロカビリー
のギターサウンドに欠かせません。
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プリディレイ ローレンジ ハイレンジ

直接音から1次反射音まで
の時間差を調整します。

このパラメーターは、自然の空間での比較的短い時間差を正確に
シミュレートするためのものではありません。通常は10～25 
msに設定すると最も自然な効果が得られます。音数が多いミック
スや混濁感があるミックスでは、プリディレイ値を大きくすると明
瞭度が増し、各楽器の分離がよくなることがあります。

0mS
100 / 
200mS

残響時間

残響時間を調整します。

設定値を大きくすると残響時間が長くなり、それに伴って音場感が
大きくなりますが、明瞭度が低下することがあります。設定値を小
さくすると残響時間が短くなり、明瞭な音場感や微妙な残響効果
が得られます。

アルゴリズム
に依存

アルゴリズム
に依存

サイズ

初期反射後の拡散の増加率
です。

このパラメーターによって音響空間の広さが決まります。一般に、
このパラメーターで音響空間の広さを調整してから、他のパラメー
ターの調整を行います。単位はメートル (m)で、空間の長手方向
の長さとほぼ一致します。このパラメーターを変更すると一時的に
出力がミュートされます。

アルゴリズム
に依存

アルゴリズム
に依存

拡散

初期反射音の密度

設定値を大きくすると初期反射音の密度が高くなり、小さくすると
密度が低くなります。実際の空間では、不規則な壁は拡散率が高く、
広い平壁は拡散率が低い傾向にあります。ドラムやパーカッション
の場合は設定値を大きくしてみてください。

アルゴリズム
に依存

アルゴリズム
に依存

形状

残響音のエンベロープ形状
を調整します。

設定値を最も小さくすると、残響は急激に増加した後、すぐに減
衰します。設定値を大きくするほど残響の増加速度が緩やかにな
り、SPREADによる設定時間の間持続します。中間に設定する
と、大ホールの残響特性を再現したエンベロープ形状が得られま
す (「SPREAD」が中間以上、「SIZE」が30 m以上に設定さ
れている場合 )。

アルゴリズム
に依存

アルゴリズム
に依存

リバーブパラメーター
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スプレッド

1次反射音とサステインを
調整します。

「SPREAD」の値を小さくすると、エンベロープの最初に残響が
発生した後、サステインがほとんどなくなります。設定を大きくほ
ど残響が増加し、サステインが長くなります。

アルゴリズム
に依存

アルゴリズム
に依存

リバーブハイカット ローレンジ ハイレンジ

残響信号に対する6 dB/
octローパスフィルターの
周波数を設定します。

反射音は減衰しません。このパラメーターで高域をロールオフす
ると、より自然な響きの残響音が得られます。このパラメーターを
低く設定すると残響音の再反射が抑えられ、実際の残響時間が短
くなります。

1kHz 20kHz

ハイカット ローレンジ ハイレンジ

後部残響音の高域成分の量
を調整します。

設定値を大きくすると、高域の周波数レスポンスが増加して明るい
残響音が得られ、小さくすると低域が増強されて暗い残響音が得
られます。

1kHz 20kHz

ベースブースト
周波数 ローレンジ ハイレンジ

MID RTとLOW RTの境
界周波数を設定します。

このパラメーターは、ブーストする周波数よりも最低2オクターブ
高く設定する必要があります。例えば、100 Hzをブーストする
場合は400 Hzに設定してください (この設定はクラシック音楽
に適しています )。低域をブーストする場合は400 Hz 辺り、低
域をカットする場合は1.5 kHz 辺りに設定すると最適な効果が得
られます。

100Hz 2kHz

ベースブーストレシオ ローレンジ ハイレンジ

ベースブースト周波数より
下の周波数をブーストまた
はカットします。

必要なブースト/カット量は、処理する素材に大きく左右されます。 0.2 4

初期反射時間 ローレンジ ハイレンジ

初期反射音が発生するまで
の時間を調整します。

1mS 150mS
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初期反射レベル

残響音に含まれる初期反射
音のレベルを調整します。

0 99

フィードバックディレイ ローレンジ ハイレンジ

プレートリバーブの共振周
波数を変更します。

1mS 150mS

フィードバックレベル ローレンジ ハイレンジ

プレートリバーブの存在感
やきらびやかさを調整しま
す。

-99 +99

ボーイング

スプリングリバーブの「スプ
リング振動量」を増減しま
す。

これはスプリングリバーブの物理的特性です。 0 99
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ディレイは、原音を繰り返す効果が得られるエフェクトです。ディレイの出力を入力に戻すとエコーが得られます
(フィードバック )。1つの繰り返し音が一連の繰り返し音になり、繰り返すごとに徐々に弱くなります。

Studio Delay( スタジオディレイ )

ステレオ

最大1秒のステレオディレイです。信号が入力されるとディレイ出力を減衰させるダッカーを備えており、ディ
レイの繰り返し音によって原音が不明瞭になるのを防ぐことができます。

2-Tap Delay(2タップディレイ )

ステレオ

ディレイ時間を基準にして各タップを個々に設定することができる、いわば調整可能なピンポンディレイです。2
つのタップは、実際のディレイ時間のパーセント値 (1～ 100%) として計算されます (例えば、ディレイ時間を
500 ms、TAP 1を50%、TAP 2を100%に設定した場合、TAP 1のディレイ時間は250 ms、TAP 2のディ
レイ時間は500 msになります )。タップの間隔を狭くするとディレイのステレオイメージが広がり、タップの
間隔を広くするとリズミカルなディレイラインが得られます。

Modulated Delay( モジュレーションディレイ )

ステレオ

LFO( 低周波発振器 ) によってディレイの繰り返し音にコーラス効果を生み出します。ギターのパッセージなど、
サウンドに「変化を持たせたい場合」に効果的です。

Mono Delay( モノディレイ )

モノ入力 /ステレオ出力

最大1秒のモノラルディレイです。最もクリーンで正確なディレイが得られます。ダッキング機能も装備してい
ます。

Pong Delay(ピンポンディレイ )

モノ入力 /ステレオ出力

ディレイの繰り返し音の定位を左右に移動します。原音の定位は元の位置 (センター )から変わりません。

Delay( ディレイ )
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Tape Delay( テープディレイ )

モノ入力 /ステレオ出力

デジタルディレイが登場する前は磁気テープをループ状にし、録音ヘッドと再生ヘッドを近接配置した特殊なテー
プレコーダーによってディレイを作り出していました。ディレイ効果は、録音ヘッドで原音を録音し、再生ヘッド
で再生することによって得られます。また、テープ速度を変化させることによってディレイ時間を調整することも
できます。非常に音楽的な響きがしますが、テープレコーディングと同様、ワウやフラッターが発生する、特に高
域成分が大きく損失するといった特徴があります。

Reverse Delay(リバースディレイ )

モノ入力 /ステレオ出力

録音済みのテープをテープディレイで逆から再生し、その効果を録音するという、かつてのスタジオテクニックを
再現します。逆回転風のディレイ音になり、信号の前にディレイが鳴るような感じが得られます。

テンポ ローレンジ ハイレンジ

「テンポ」時間を入力します。
BPMで表したテンポです。実際のディレイ時間はディレイ時間と
併せて設定します。

∞ 24 BPM

タップテンポ

タッピングによって「テンポ」
時間を入力します。

｛TAP｝ボタンを繰り返しタップすると、自動的にディレイテンポが
設定されます。コンソールの Fキー1～4がディレイタップテン
ポにアサインされています。

ディレイ時間

テンポを基準にしてディレイ
時間の長さをコントロール
します。

ディレイの繰り返し音は、間隔の中間でTempoボタンと同期しま
す。値を小さくすると各繰り返し音の間隔が短くなり、大きくする
と長くなります。

アルゴリズム
に依存

アルゴリズム
に依存

ディレイタイプ ローレンジ ハイレンジ

テープまたはデジタルディレ
イタイプを選択します。

2-Tap Delayアルゴリズムのみ。 デジタル テープ

ディレイパラメーター
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タップレシオ ローレンジ ハイレンジ

ディレイ時間を基準にして
L/R出力のタップレシオを
コントロールします。

Pong Delayエフェクトのみ。L/Rタップのディレイ時間オフセッ
トをL/R時間差の比率としてコントロールします。センター位置
ではタップは同じ時間 (1：1)となります。

1:12 12:1

タップスワップ ローレンジ ハイレンジ

タップレシオで設定したディ
レイ時間タップオフセットを
スワップします。

Pong Delayエフェクトのみ。タップレシオコントロールによって
設定したオフセットを逆にします。

L > R R > L

ディレイフィードバック

ディレイの出力信号をディレ
イ入力に戻すことによって得
られるディレイの繰り返しの
回数をコントロールします。

一連の繰り返し音は、繰り返すごとに徐々に弱くなります。設定値
を大きくすると繰り返し回数が多くなり、小さくすると少なくなりま
す。このパラメーターを最大に設定するとRepeat Hold がON
になり、ディレイの繰り返し音が無限に再生されますが、ディレイ
エフェクトへの入力はミュートされます。Repeat Hold は Studio 
Delay、Mono Delay、Pong Delayでのみ有効です。

ローカットフィルター
周波数 ローレンジ ハイレンジ

このレベルより下の周波数
を減衰させます。

Off > 20Hz 20kHz

ハイカットフィルター
周波数

このレベルより上の周波数
を減衰させます。

20 Hz
20 kHz < 

OFF

スミア

ダッキングの減衰量
Tape Delay、Reverse Delay のみ。「スミア」(信号の劣化や
周波数損失)の量をコントロールします。設定を大きくするほどディ
レイの各繰り返し音が原音よりも不明瞭になります。

0 99
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ダッカースレッショルド ローレンジ ハイレンジ

ダッキングを行う入力信号
レベルを設定します。

Studio Delay、Mono Delay、Pong Delay のみ。ダッキング
は、入力信号がある時に可変量でディレイの繰り返し音を減衰さ
せます。無音状態になると、ディレイ信号のレベルは通常の設定
に戻ります。それによってディレイ効果を保ちながら、原音と混濁
するのを防ぐことができます。例えば、ボーカリストが歌っている
間はディレイのレベルを下げておき、ボーカルフレーズが途切れた
時に繰り返し音のレベルを上げてスムーズな余韻を加えます。ダッ
カースレッショルドは、ダッキングを開始する入力信号のレベルを
設定します。スレッショルドを高くするほど、ダッキングを開始する
信号のレベルが高くなります。

-70dB 0dB

ダッカーレベル ローレンジ ハイレンジ

ダッキングの減衰量
信号がスレッショルドを超えた時の減衰量を設定します。0 dBは
ダッキングなし、18 dBはディレイ信号に対するダッキングの最大
量です。

-18dB 0dB

タップ1/2

表示されるディレイ時間値
に対するタップディレイ時間

2-Tap Delay のみ。表示されるディレイ時間のうち各タップに使
用される割合を設定します。

0 100%

タップレベル

TAP 1 およびTAP 2 の
出力レベルを調整します。

0 99

タップパン ローレンジ ハイレンジ

TAP 1およびTAP 2のス
テレオ定位を調整します。

99L 99R

モジュレーション
デプス

モジュレーションの強さ (モ
ジュレーションディレイの
「深さ」)をコントロールし
ます。

この設定により、ディレイの繰り返し音に対して微妙なコーラス効
果からまで深いコーラス効果まで得られます。

0 99
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Misc カテゴリーには、主にモジュレーション系およびピッチシフト系エフェクトが用意されています。

Chorus(コーラス )

ステレオ

原音からごくわずかにピッチをずらした信号を原音に加えることによって、豊かなサウンドを生み出します。一般
に、トラックのサウンドを太くしたい場合やギターに胴鳴り感を加えたい場合に使用します。また、ボーカルに厚
みを持たせることもできます。

Flanger(フランジャー )

ステレオ

本来、2台のテープレコーダーで同じプログラムを同時に再生し、一方のテープリール (フランジ ) に手で圧力を
加えて回転数をずらすことによって作り出された効果です。その結果、位相のキャンセルと強調が繰り返して起こ
り、金属感のある特徴的なサウンドが得られます。

Phaser(フェイザー )

ステレオ

LFO( 低周波発振器 )によって周波数ノッチを自動的に上下に変化させることにより、「櫛形フィルター」のような
周期的に振動する効果を生み出します。キーボード (特にパッド系プリセット )やギターに最適です。

Tremolo(トレモロ )

ステレオ (ウェットのみ )

信号の振幅にリズミカルな変化を生み出します。トレモロは位相を0°に設定することによって得られ、両方のチャ
ンネルの振幅に影響します。位相を180°に設定した場合、オートパン効果が得られ、一方のチャンネルの振幅
が上がるともう一方のチャンネルの振幅が下がります。この場合、1 Hz 未満の速度設定が推奨されます。

Vibrato(ビブラート )

ステレオ (ウェットのみ )

信号のピッチを一定の速度で滑らかに上下に変化させます。位相により、両チャンネルのピッチを同時に変調する
か、反対方向に変調するかをコントロールします。

その他のFX

Vi1000/Vi2000/Vi3000 USER MANUAL

16.2.3: FX > ALGORITHMS > MISC

16.2.3: FX > ALGORITHMS > MISC

16.2.3 - 1



Rotary( ロータリー )

モノ入力 /ステレオ出力 (ウェットのみ )

ロータリースピーカーキャビネットは、教会などで使用されていた電子オルガンに荘厳なビブラート/クワイア効果を
加えるために開発されたものです。最も有名なLeslieTM Model 122は、高音用のホーンと低音用のローターとい
うそれぞれ逆方向に回転する2つの回転スピーカーを搭載しており、2段階の回転速度切替 (低速・高速 )が可能です。
スピーカーの回転速度の変化によって生み出されるサウンドはまさに幻想的で、言葉で表せないほど雄大な回転効果
が得られます。

Rotary エフェクトは、Leslie タイプのキャビネットをモデリングしたもので、入力信号を高域信号と低域信号に
分け、各信号にピッチシフト、トレモロ、およびパンを同期させてかけることによって回転効果を生み出します。
実際のロータリースピーカーと同様に、高域 (ホーン ) と低域 ( ローター )の周波数は逆方向に「回転」します。ホー
ンとローターの回転速度は独立して調整可能で、オリジナル機の構成部品の慣性をシミュレートした加速度・減速
度特性が得られるように設計されています。オルガンにはほぼ必須であるほか、ギターやエレクトリックピアノの
リズムパートにも最適で、Chorus や Tremolo に代わるエフェクトとしてあらゆる音源に効果を発揮します。

Pitch Shift(ピッチシフト )

ステレオ

入力信号の周波数スペクトルをシフトします。音のピッチを変えることにより、微妙なデチューンから最大2 oct
幅でのピッチシフトまで、さまざまな効果が得られます。Pitch Shift エフェクトは、全てのスケール音を同じ間
隔でシフトするクロマチックシフターです。ギターやモノフォニックシンセに非常に効果的であるほか、ボーカル
に特殊効果が必要な場合にも役立ちます。

Detune( デチューン )

ステレオ

原音からわずかにピッチをずらした信号を加えて、音に厚みを持たせます。「ダブルトラッキング」のシミュレー
トに最適です。また、Chorus の代わりに使用すれば、モジュレーションの速度によって生じる音揺れのないコー
ラスサウンドが得られます。また、一方の出力にわずかに高め、もう一方にわずかに低めのデチューンを加え、2
つの出力を L/Rに完全にパンすれば、モノソースから幅広いステレオ信号を作り出すのに役立ちます。

速度 ローレンジ ハイレンジ

モジュレーション効果の速度
を設定します。

0.05Hz 16Hz

LFOデプス

効果の強さを調整します。 LFO出力のみに働き、個々の波形の出力には影響しません。 0 99
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ボイス数

Chorus のボイス数をコン
トロールします。

値を大きくするとChorus 効果の厚みが増します。 0 99

再生 ローレンジ ハイレンジ

フィードバックを得るために
入力に戻すモジュレーション
信号の量をコントロールし
ます。

値を大きくするほど共振が強くなります。 -99 +99

拡散

リバーブと同様、エフェクト
音に密度感を生み出します。

コーラスに微妙な温かみを加えることができます。 0 99

プリディレイ ローレンジ ハイレンジ

フランジ効果を生み出す2
つの信号のオフセット量を
設定します。

値を小さくするとタイトなフランジ効果、大きくすると「強烈な」
フランジ効果が得られます。

0mS 20mS

LFO波形

モジュレーション効果に使用
する波形を選択します。

サイン波、三角波、ランダムから選択します。

位相 ローレンジ ハイレンジ

振幅または深さを左右同時
に変化させるか、左右交互
に変化させるかを設定しま
す。

0° 180°
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位相段数

フェイズシフターの段数を
4、8、12から選択します。

ホーン最低速度

Rotary エフェクトのみ。
HFロータリーホーンの最
低回転速度。

速度制限は、速度パラメーターをSlowからFastに変更する際
に使用されます。

0 8

ホーン最高速度 ローレンジ ハイレンジ

Rotary エフェクトのみ。
HFロータリーホーンの最
高回転速度。

速度制限は、速度パラメーターをSlowからFastに変更する際
に使用されます。

0.05 8

ステレオ感

Rotary エフェクトのステレ
オイメージ (広がり感 )を増
減します。

0 99

オーバードライブ
ゲイン

Rotary エフェクトのプリア
ンプ部のオーバードライブ
ゲインを調整します。

0 99

ローター最低速度

LFスピーカーの最低回転
速度を設定します。

Rotary エフェクトのみ。速度制限は、速度パラメーターをSlow
からFastに変更する際に使用されます。

0 8
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ローター最高速度 ローレンジ ハイレンジ

LFスピーカーの最高回転
速度を設定します。

Rotary エフェクトのみ。速度制限は、速度パラメーターをSlow
からFastに変更する際に使用されます。

0.05 8

ドップラー効果

ドップラー効果を増減しま
す。

ドップラー効果は、音源が近づくまたは遠ざかる時に波面の圧縮 /
展開によって生じるピッチの上下です。

0 99

ピッチシフト ローレンジ ハイレンジ

原音からのピッチシフトまた
はデチューンの量を設定し
ます。

単音に最も効果的です。 -24 +24

シフトディレイ ローレンジ ハイレンジ

Pitch Shift および
Detune のエフェクト音が
出力されるまでのディレイ
時間を設定します。

0mS 1 Sec

フィードバック

Pitch Shift および
Detuneのシフト信号をディ
レイラインに戻す量を調整
します。

アルペジオタイプのカスケード効果を生み出します。 0 99

パン ローレンジ ハイレンジ

2-Tap Delay の各タップま
たはShift/Detuneエフェ
クトの各チャンネルのステレ
オ定位を設定します。

原音をわずかに上下にシフトしたエフェクト音をそれぞれL/Rチャ
ンネルにパンすることにより、ステレオの幅を広げることができま
す。

99L 99R
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IPコンフィグ Range Low Range High

IPアドレスを自動で設定
(DHCP) するか、手動で設
定 (MAN)するか選択しま
す。

DHCPサーバーから自動で IPを設定すると、設定した IPアドレ
スが IP ADDRESS Vistonicsコントロールフィールドに表示さ
れます。また、IPアドレスはHiQnet ページの左側にも表示され
ます。

DHCP Manual

IP アドレスの 
手動設定

IPアドレスを手動で設定し
ます。

手動 (MAN)で IPアドレスを設定する場合、VSTエンコーダーを
ダイアルします。 
 
IPアドレスは次の範囲で設定可能です。 
10.0.0.0 ～ 10.255.255.255; 
172.16.0.0 ～ 172.31.255.255 
上記範囲内でグレーで表示されるアドレスは使用できないアドレス
です。

サブネットマスクの 
設定

サブネットマスクを設定しま
す。

手動 (MAN)で IPアドレスを設定する場合は、VSTエンコーダー
をダイアルしてサブネットマスクを設定してください。

HiQnet アドレスの
設定 Active

コンソールのHiQnetアド
レスを設定します。

画面上に表示されるキーボードからHiQnetアドレスを設定します。
HiQnetアドレスは1～65,535の範囲で設定可能ですが、同
一ネットワーク内のデバイスはそれぞれ固有のHiQnetアドレスを
保持する必要があります。 
 
※ HiQネットアドレスを決定後、画面上にアドレスが表示されるま
で10秒程度掛かります。またその間、コンソールは反応しません。

画面に表示さ
れるキーボー
ドのEnter
キーを押すと
決定します。

HiQnet ON Inactive Active

HiQnetを有効にします。

IPアドレスおよびHiQnetアドレスの設定後、Vistonicsコント
ロール画面の左端にあるONボタンを押すことでHiQnetを有
効にできます。有効にするとVistonicsコントロールセクション
がグレーからオレンジに変わります。正しく設定されている場合、
HiQnetセットアップページにHiQnet のステータスを示すOKの
アイコンが緑色で表示されます。

HiQnetを
無効にします

HiQnetを
有効にします。

HiQnet ネットワークの設定
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